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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夏休みを数週間後に控ひかえたそんなある日。

　合宿の話し合いという建前のもと、暇ひまを持て余あましたメンバーが部室に大集合していた。

「去年は海だったから、今年は山にする？」

「いやいや今年の合宿も海っしょ！　バーベキューしようぜー」

「はっ？　お前、去年の悲劇を忘れたのかっ!?　野の田だがバーベキュー道具で、キャンプファイヤーしてたことっ」

「忘れられるか。青い海、青い空、青い俺たち。その時の野田の言い訳、肉はよく焼くべきだ」

　着火燃料を過か剰じように放ほうり込んで、炎えん上じようさせたことを根に持っているらしい。

　材料をおく前だったから、燃料とメンバーの心しん拍ぱく数すう以外被ひ害がいはなかった。

「そっちだってさ、焼き肉のたれ忘れたから海水蒸発させて塩作ろうぜ！　とかバカなことやってたじゃん」

　負けじと言い返す。お互たがいの過去の失態を言い合った結果、バーベキューは却きやつ下かとなった。

「うーん、有あり岡おか先せん輩ぱいたちも来るから関かん東とう圏けん内ないだろ」

「候補としては千葉とか？」

「鎌かま倉くらはどうでしょうか？」

「おっ！　ミシェルも日本の侘わび寂さびを理解するようになったかっ」

「場所も大事だけど、イベントも大事だろっ！　花火しちゃう？　肝きも試だめししちゃう？　木きの下したさんとデートしちゃう？」

「「「しちゃうーっ!!」」」

「真ま面じ目めに話し合え」

　すぐ脱だつ線せんするので、話が進まない。

　ナンパ必勝法の夏特集の記事を見始めたメンバーから雑誌を取り上げた時だった。

「経済学部経済学科、学がく籍せき番号九二八の水みず原はら英えい一いちさん。水原英一さん。一階学生課窓口までお越こし下さい。繰くり返します」

　学内放送で、水原の名前が呼ばれた。

　水原は本日履り修しゆうしている講義はあるが、出席していない。スイーツ博覧会のために大阪に行っている。帰ってくるのは明後日あさつての予定だ。

　何で呼び出されているんだろう？　と思いながらも、まぁいいかとそのままスルーした。

　大して気にしてなかったけど、翌日も水原を呼び出す放送が流れた。

「経済学部経済学科、学籍番号九二八の水原英一さん。水原英一さん。ご家族の方がお待ちですので、一階学生課窓口までお越し下さい。繰り返します」

「ご家族の方～っ!?」

「うわっ！　何だよ、野田。いきなり吼ほえるなよ。目が覚めただろっ！」

「合宿の話し合いしてんのに、寝ねるな」

「狭さ霧ぎりさん、どうしたんですか？」

　ミシェルの質問に何でもないと座り直し、話し合いを再開。

　けどご家族という単語が引っかかって、話に身が入らない。気になる。かなり気になる。

「ごめん、ちょっと外す。適当に決めといて」

　部室を出て急ぎ足で一階の学生課窓口に行ってみると、明らかに場ば違ちがいな女性が所在なさそうに立っていた。

　淡あわい紫むらさきの着物をまとった、上品で奥ゆかしい雰ふん囲い気きの女性は、学生の群れの中で際きわ立だって浮ういている。

　その女性の顔つきは、どことなく水原に似ている気がした。

　前にちらっと聞いた家族と絶ぜつ縁えんしているという水原の言葉を思い出す。

　どういうことなんだろうと、ちらちらと女性を窺うかがい見ていると、顔を上げた女性とばっちり目が合ってしまった。

　ウロウロ迷った末に、意を決して女性に近づく。

　じーっと見た後、躊躇ためらいがちに寄ってきた挙動不ふ審しんな私を、女性は少し怪け訝げんそうに見ていた。

「あの、水原英一君のお母さまでしょうか？」

「はい、そうです」

　英一のお友達でしょうか？　と聞かれて戸と惑まどう。

　友達？　友達なのか何なのか……それはひとまず措おき、これだけは言わなくてはならない。

「えっと、水原君旅行に行ってます。明日あしたには帰ってくる予定だと思うんですが……」

　いくら呼び出しても水原は学内にいない。

「携けい帯たいにかけて、連れん絡らくを取ったほうが確実だと思います」

　そう言うと、水原のお母さんは少し困った顔をした。番号を知らないんだと、今いま更さら気付く。

　知っていればそもそも、学校に来て呼び出す理由がない。

「あなたは英一の携帯番号を知っているのかしら？」

「えーっと……はい。一応」

　暗号みたいなメールのやり取りが殆ほとんどだけど。

「そう……。良ければお茶でも付き合って頂けないかしら。英一のこと聞かせて欲しいの」

　突とつ然ぜんのお茶の誘さそい。

　ちょっと迷ったけど、二日も待ちぼうけ状態のお母さんが可哀かわい想そうで了りよう承しようする。

　メンバーには今日は戻もどらない、後は頼たのんだとメール。

　がってんだっ！　とやる気漲みなぎる返事が来た。海でモテる方法とか話し合っているんだろうから、期待してないけど。

　学内カフェに移動すれば、水原のお母さんが物もの珍めずらしそうに店内を見み渡わたしている。

「コーヒーと……ケーキは何が良いかしら？」

「あ、ショートケーキでお願いします」

　お誘いしたのだからと、注文と支し払はらいを済ませてくれる。

　水原のお母さんがセルフのエスプレッソマシーンに戸惑っている隙すきに水原へメール。

【ハハキテル。スグカエレ】

　電報みたいになったけど、これで焦あせって水原が帰ってくるのが狙ねらい。

「英一は元気かしら」

「はい。元気です」

「英一は卒業したらどうするのかしら」

「就職決まってます」

「どこに決まったのかしら」

「大きな証券会社です」

　この一問一答、物もの凄すごく気まずい。

　時間が長く感じたので、返信が遅おそいっ！　と思ったけど十分以内に返してくるのは、水原にしては早い方だ。水原のお母さんに断って、携帯を見る。

　件名、たこ焼きはスイーツ。

　どんなたこ焼きを食べてるんだよと疑問に思いながら本文を開く。

　明日の夕方には帰ると伝えてくれ、と書いてあった。

「明日の夕方には帰って来るそうなので、学校よりもアパートに行った方が良いと思います」

　水原のお母さんは、困ったように小さく首を振ふった。水原のアパートも知らないらしい。

　アパートに行って、連日留守だから学校に来たのかと思っていた。

　アパートも連絡先も知らないって、完全に音信不通の状態だ。

　番号教えて良いのかな？　アパート教えた方が良い？　複雑な家庭環かん境きようなんだけど、どうすれば良いの？

　グルグル悩なやんだ後、スイーツっぽいたこ焼きを食べている水原に電話番号を教えるよ、教えるからねとメール。返事が来る前だけど仕方ない。

　メモ帳に電話番号を書いて、水原のお母さんに渡わたす。

　水原のお母さんは、ちょっと寂さみしそうに笑いながらそれを受け取った。







　水原のお母さん学校訪問からちょうど一週間が経たった。

　しばらくは遠えん慮りよしていたけど、水原から「デコポンゼリー」と催さい促そくメールが来た。

　お母さん何しに来たんだろうと気になっていたのでほいほい了承して、水原の家に向かう。

　水原から話し出す気配なし。こっちから聞くタイミングも分からず、先にお菓か子しを作ることにする。

　水原のリクエストを無視して、あんみつ。デコポンも完全無視。

　バニラアイスを作ろうとアイスクリームメイドを取り出したところで、牛乳の消費期限が切れていることに気付いた。

　私は一週間くらい許容範はん囲いだけど、軟なん弱じやく者の水原は拘こだわる。

「水原、牛乳買ってきてくれない？」

「分かった」

　お菓子に関して、水原のフットワークは軽い。十秒後には玄げん関かんで靴くつを履はいている。

「時間指定の郵便物が来るから受け取っておいてくれ。要冷蔵の水みず羊よう羹かんだ」

　へーいと返事をして、抹まつ茶ちや寒天と白玉を作り始める。

　十数分後、チャイムが鳴った。時刻はちょうど十三時。

　時間に正確な宅配便だなぁと感心しながら判子を持って玄関を開ける。

「お疲つかれ様です～」

「あらっ！　あなた、この間の……」

　優ゆう雅がに和装を着こなした水原のお母さんが、日ひ傘がさを差して玄関に立っていた。

　判子を持ったまま立ちすくむ私の足の間を、デビーナがするりと抜ぬけて侵しん入にゆう。狙いは冷やされた部屋だとは分かっているので放置。

「あのー…えー水原君は、今スーパーに行っていまして……すぐに帰ってくるとは思いますが」

「そうなの。上がって待っても良いかしら」

　この場合どう答えれば良いんだろう。

　どうぞって私が言うのは立場的におかしいし、駄だ目めですって言うのもおかしい。

　少々お待ち下さいと言って、携帯で水原に連絡。

　お母さんが来てるぞー家にあげていいのー？　と大至急知らせようとしたのに、すぐ近くで携帯のバイブ音。

「携帯電話は携帯しろ～っ！」

　家にあげて良いのか、良くないのか。暑い中、家の前で立たせておくのはいかがなものか。

　アパートに来たって事は水原が住所を教えたってことだ。

　もしかしたらあの日からお母さんは毎日家に来ていて、今日は私が先にいたから礼れい儀ぎで聞いただけかもしれない。

　色々想像し判断に迷って、結局水原のお母さんを部屋にあげた。

　アイスティーを出してからも、対応に困る。

　水原がいない家で、水原のお母さんにどう接すれば良いんだろう。

　どうなってんの？　和解したの？　和解したのか？　と軽いパニック。

　詳くわしい事情を知らないから、とっても困る。知っていても困るだろうけど。

「実はね、あの子の部屋に入るの初めてなのよ」

「あっ…ソウナンデスカ……」

　和解してないの決定！　家にあげて良かったのか!?

　動どう揺ようを隠かくそうと無意味にこびとのぬいぐるみを弄いじっていると、水原のお母さんがそれに目を留めた。

「あら、こびとのぬいぐるみ。あの子ね、小さな頃ころこびとが大好きだったのよ」

　今も大っっ好きですよ。このぬいぐるみなんて序の口です。

　クローゼットの三段目にレアグッズが入ってますよ、オリジナルコビッティとか。

　こびとに関しても何と返して良いか分からず、引きつった笑えみを浮うかべてその場を凌しのぐ。

「こびとはいるんだ、って信じていたの」

　懐なつかしそうに目を細めて笑うお母さん。

　今も信じてますよ、とは過去形で語るお母さんには言えず、相あい槌づちだけ返す。

「こびとがいつ来ても良いように準備をしていたのよ。ふふっ今のあの子からじゃ想像できないかもしれないわね」

　その準備、より大規模になってますよ、とも言えない。

　一番言えないのは目の前に座る私が、こびと認にん定ていされていることだけど。

「あなた、英一とすごく仲が良いのね。もしかして恋こい人びとかしら？」

「いえ、違ちがいます」

　否定したあと、恋人から〝い〟を外していただければ……と心の中で呟つぶやく。

「実の息子むすこに携けい帯たい番号も住所も教えてもらえないなんておかしいと思ったでしょうね」

「いえ、そんな……」

　思いましたけど！

　お母さんは私が抱かかえていたこびとのぬいぐるみに目を落とした。

「こびとね……あの子、『こびとのくつ屋』が大のお気に入りだったの。ずっとその本を持ち歩いてね。挿さし絵を真似まねして自分で描かいたりして。親の欲よく目めと思われるかもしれないけど、あの子絵が上手だったわ」

　今も大変お上手です。

「ボロボロになっても持ち歩いて、どこに行くにも持っていって。本当に大切にしていたわ。でも、あの子が小学校四年生の時に夫がね、その本をあの子の目の前で燃やしてしまったの」

「えっ!?　どうしてですか？」

　確かに小学四年生で絵本を持ち歩くのは珍めずらしいけど、燃やすほどの問題じゃない。

「あの子、全く勉強しなかったの。宿題も一いつ切さい手をつけず、学校の授業は上の空で。見かねた夫が、ドリルを買ってきたの。四年生用の計算ドリル。数日後に夫があの子の部屋を覗のぞくと、ドリルがポンと置いてあって、全すべてに答えだけが書いてあった」

「あ～……」

「夫はもう大激げき怒どして、庭にいたあの子から本を取り上げて燃やしてしまったの。そのドリルはどんなに頑がん張ばっても一ヶ月以上はかかるもので、式と筆算がなければ解けないものだった。夫はあの子が、答えを丸写ししたと思ったのね」

「……」

「感情をあまり表さないあの子が泣いて泣いて、あまり泣くので夫が途と中ちゆうで火を消したのだけれど、本はもう半分以上燃えてしまった」

　その夜、水原は熱を出して魘うなされていたらしい。焦こげたこびとが煙けむりを出しながらずりずりと近づいてくると、怯おびえていた。

　焼しよう死し寸前のこびとが這はいずってくるって想像だけでも怖こわい。

「夫はね、遊んでばかりの英一が悪いと態度を崩くずさなかった。でも兄の秀しゆう一いちが、あいつは俺が手こずる問題も簡単に解けると言ったの。あの子が異常に頭が良いってこと、それまで全く気付かなかった。私も夫も家業に専念していたせいね。秀一だけが気付いていた」

　水原のお兄さんは、小学四年生用のドリルなど水原が数日で終わらせることが出来ると知りながら、本を燃やすお父さんを止めなかった。

　その理由は嫉しつ妬とだと思う。

　遊んでばかりいる弟が、自分ですら解けない問題をさらっと解く。

　お兄さんが嫉妬する気持ちも分からないでもない。

「夫も私も、秀一もたかが本を燃やしただけだと思っていた。あの子がきちんとドリルをやったことを知っても夫は謝らず、それから……色々あって、どんどんすれ違っていったの」

　色々なところで言葉に詰つまるお母さん。何があったのかは、敢あえて聞かない。

　大人の矜きよう持じのせいか水原のお父さんは、謝りはしなかった。謝りはしなかったが、歩み寄りはしたらしい。

『こびとのくつ屋』の本を買って、水原に渡わたした。

　しかし本来の物とは挿し絵が違った。燃えてしまった本は既すでに絶版で手に入らなくなっていた。

　水原はお父さんが買ってきた本に、見向きもしなかったらしい。

　そのままの関係で中学生になり、卒業と同時に水原は祖父母の家に。

「私はすぐに仲直りできるだろうと静観したわ。それもいけなかったのね」

　何と言っていいか分からず言葉を探していると、かちゃっと玄関が開く音がした。

　さっと立ち上がって、玄関に小走り。

「ごめんっ！　勝手に家にあげちゃったんだけどっ……」

　小声で言えば、水原は顔を顰しかめながら牛乳を渡してきた。

「デビルは俺の家を避ひ暑しよ地だと思ってるな」

「デビーナじゃなくてっ！……デビーナもいるけどっ」

　水原は靴を脱ぬごうと視線を落とし、品の良い草ぞう履りに目を留めた。

　家に上がったのはお母さんだと気付いたようだ。

「あのさ……私、今日は帰るね」

　小声で囁ささやくと、水原は不ふ機き嫌げんそうな表情になった。

「なぜだ。あんみつとアイスクリームは？」

「この状じよう況きようでアイスを作る度胸はさすがにないっ！」

　複雑な仲らしい親子が話している横で、ウィィィーンとモーター音が喧やかましいアイスクリームメイド使用って空気読めないにも程ほどがあると思う。

　そもそも部外者の私がいると出来ない話があるかもしれない。

　部屋に戻もどって荷物を引っ摑つかむと、水原のお母さんに出来る限りの丁てい寧ねいな挨あい拶さつをする。

　部屋に入ってきた水原にじゃねっと軽く手を挙げ、音を立てないように後ろ手にドアを閉め、玄げん関かんに直行。

「……はい？……靴くつがないっ！」

　玄関には高そうな草履だけ。

　水原の靴もない。どこにやったんだっ！　と玄関を探さぐるものの見つからない。

　息子さんに靴を隠されましたと言いつけに戻ることも出来ず、玄関とキッチンを行ったり来たりする。

　牛乳を出しっぱなしにしていたことに気付き、冷蔵庫に収納。ついでに作った抹まつ茶ちや寒天が固まっているか確認。

「……どうすべきか…」

　しーんとしている部屋をちらちら窺うかがいつつ、気配を消しながらあんみつを作製。

　物音を立てないように細心の注意を払はらう。

　こっそりクッキングなんて初めての挑ちよう戦せんだ。アイスクリームは諦あきらめよう。

　寒天と小豆あずき、白玉を皿に入れ、ラップをかけて冷蔵庫に戻していると、部屋の扉とびらが開いた。

　ぎくしゃくとした動きをする私に、水原のお母さんはにこりと上品そうな笑みを向けると優ゆう雅がに去って行った。

　その雅みやびな背を見送ってから部屋をそっと覗きこむ。

「……あんみつ、食べる？」

「食べる」

　冷蔵庫から皿を取り出し、市し販はんのバニラアイスを載せて完成。

　自分の分も持って、水原の前に座る。

「あのさ～……お母さんの用件、何だったの？」

「兄が結けつ婚こんするらしい。その結婚式に出席して欲しいという話だった」

　お母さんの来訪はそれが目的だったらしい。

「やはり冠かん婚こん葬そう祭さいに血けつ縁えん上の弟が出席しないのは問題あるだろうか」

「問題っていうか……お母さんは水原と会いたいだけのように感じたけど」

「どうなんだろうな」

　水原が端たん的てきに家庭環かん境きようを語った。

　水原の両親は、北海道で旅館を営んでいるらしい。

　季節の花々が彩いろどりを添そえる日本庭園など、伝統を感じさせる老舗しにせ旅館。

　水原のお母さんは和装が似合って上品な立ち居い振ふる舞まいだった。女将おかみと言われると納なつ得とくする。

　両親は旅館にかかりきりで、子どもにあまり時間を割けなかった。

　ご飯は旅館で出すのと同じもの。豪ごう華かといえば豪華だけど、羨うらやましいかと聞かれればそうでもない。

　連休や夏休みなどは繁はん忙ぼう期となるので、家族でどこかに出かけるなどのイベントもなかった。

　しかし水原はそれにごねることもない、手のかからない子どもだったらしい。

　本人談なので疑うべき点はあるが、スイーツの面を抜ぬかせば確かに自立精神はある。

「ある時父親が計算ドリルを持ってきた。授業参観などにも来たことがないのに、俺の勉学に関心があるのだろうかと不思議に思ったが、言われた通りドリルを終わらせた。そしたら父が俺の大事な本を取り上げて燃やした。全く理由が分からなかった。なぜ母や兄が、父を止めてくれないのか、それも分からなかった」

「あ～それはですね……」

「少し経たってから母に聞いた。父は俺が答えを丸写ししたと疑って、本を燃やしたんだろう」

　むっ……難しい問題になってきた。

　少し経ってから聞いたって事は、それまで水原は本を燃やされた理由が分からなかったわけだ。

　なぜ？　という問いに水原のお父さんは、だから同じ本を買ってやっただろう、と答えたらしい。

　幼い水原は困こん惑わくした。同じ本？　どこに？　と。

　水原にとっては同じ本ではなかった。

　水原の家族は些さ細さいな事だと思ったが、水原にとってはそうではなかった。

　大事なものを失ったその時に、家族が誰だれも味方をしてくれなかった事。

　それにより出来た溝みぞは埋うまらないまますれ違ちがいを重ね、高校進学を機に水原は家を出た。

「結婚式か……」

　スイーツを食べているのにピリピリしている水原は初めて見た。

「あのさ……ごめん。やっぱり家にあげちゃまずかった？」

　ちらっと水原の顔を窺う。

　お母さんにも複雑な思いを持っているから、家にあげなかったのかもしれない。

「別に良い。まさかあのタイミングで来るとは思わなかった」

　あのタイミングとは水原が牛乳を買いに行った三十分程度の不在時間のことだ。

　言葉のニュアンスに引っかかりを覚える。

「あれ？　その言い方って……お母さんが今日来るって知ってたの!?」

「ここ最近、連日押しかけて来たからな。今日も来ると思ってた」

「言ってよっ！」

　お母さんの訪問を知っていたら来なかったし、来てから聞いてもすぐに帰った。

　そう訴うつたえれば、水原は露ろ骨こつに顔を背そむけた。

「ところで、私のサンダルどこにやった？」

　あんみつを食べているフォークで水原はクーラーの上を指した。

「埃ほこり塗まみれになるじゃんっ！」

　ぎろっと睨にらみつけて、あんみつを取り上げる。

「冗じよう談だんだ。君の靴は新聞の下にある」

　経済新聞の下を見れば、私のサンダルと水原のスニーカーがあった。

　まったくもう！　と思いつつそれを玄関に置いて、何の気なしに部屋に戻ろうと振ふり返れば、ぽつんとした感じの水原の背中が見えた。

　本人は全く自覚はないだろうし、私の思い込みかもしれないけど。

　何だか大切なものを無くしたような、そんな浮うかない表情をしている。

　こういう場合、気の利きいた言葉の一つも思い当たらない自分が歯がゆい。

「……！　正月におばあちゃんから聞いたんだけどっ！」

　勢い込んで話し出した私を水原が怪け訝げんそうに見たけど、敢あえて気にせず話を続ける。

「今から十九年くらい前に起こった不幸な出来事。ご近所ではザリガニ事件って呼ばれているんだけど……」

　私がまだ三歳になる前の話だ。池でザリガニを釣つってきて、水すい槽そうに入れて飼っていた。

　大きなザリガニと中くらいのザリガニ、小さなザリガニをそれぞれ一いつ匹ぴきずつ。

　大きいザリガニをパパ、中くらいをママ、小さいのを狭さ霧ぎり。

　そう名付けて世話をしていたある日、悲劇は起きた。

　その三匹が家族のような愛情を持って、水槽の中で暮らしているというのはこちらの勝手な解かい釈しやくだった。

「パパがハサミを振り回してるっ！　狭霧が危ないっ」

「ママ、いたいいたいよ～っ！」

　ザリガニは喧けん嘩かっ早ぱやく、共食いする生き物。弱いものが餌え食じきになるというのは、自然界では当たり前のことだ。

　それでも大きいのはパパで、小さいのは狭霧だと思っていた幼少の私と、それに合わせて同じ呼び方をしていたママはショックで大声を上げてしまった。

　急いで洗面器に水を入れ、ママと狭霧を救出。

　ママはこれで安心、あとはパパが帰ってきたら相談しようと思っていたらしいが、大きな問題が起こっていた。

　パパがハサミを振り回してるっ！　狭霧が危ないっ！　との悲鳴がご近所に響ひびき渡わたっていたのだ。

　ついでに泣いている私の、いたいいたいと言う声も。

　何も知らずにパパ帰宅。近所の白い目とヒソヒソ声に晒さらされながら。

　ここで唯ゆい一いつ幸運なのは、隣となりがママの実家だった。おばあちゃんは玄げん関かん先さきで、ママを説教。

　見ているご近所の方々にも状じよう況きようが把は握あくできるように、わざとやったらしい。

「全く……ちゃんと反省しなさいよっ！」

　おばあちゃんの締しめくくりの言葉に、ママはションボリしながら

「うん。もう小さな水槽でザリガニは飼わないし、大きな声はあげない」

　と答えた。

　おばあちゃんがポーズではなく、本当にママを叱しかり始めた。おばあちゃんはご近所に迷めい惑わくをかける行動は慎つつしみますという言葉が欲しかったらしい。

　しおしおと反省中のママを庇かばうパパ。

「そうやって甘やかすから……くどくどくど……」

　パパ、とばっちりで叱られる。

　おばあちゃんに二人が叱られている間、私は

「パパはほんとのパパないよ～」

　入れ替かわるギャラリーに向けて、パパの無実をアピール。

　ハサミを振り回していたパパは、ザリガニのパパでここにいる狭霧のパパじゃないよーとの意味で言ったらしいけど、ご近所さんは義父と誤解。

「大きなザリガニをパパと呼んでいたと言えば、誤解は解けると思うが」

「その時の私、さ行が上手うまくしゃべれなくて、ザリガニって言いたくなかったらしいよ。小さい子って〝さ〟が〝ちゃ〟になったりするじゃん。年ねん齢れい聞かれて、にちゃいって答える典型的なパターン」

　二歳児のプライドからか、それともパパの無実を証明するためにははっきりと言える言葉を使ったほうが良いと思ったのか、記き憶おくがないので分からないけど。

「でも君、名前に〝さ〟が入っているじゃないか」

「そうなんだよ。そこで新たな誤解を招くわけなんだけど」

　〝さ〟が〝ちゃ〟になるなら、のだちゃぎりとなるはずだ。

　しかし子供とは一定のルールを守るものではないので、二歳の私はのだちゃーりーと名乗っていたらしい。

「本当のパパじゃない発言の後に、野田チャーリー。ますます怪あやしい」

　昔から住んでいる人は私の名前も知っているし、事情をすぐに察したんだろうけど、そういう時に限って交流がない住民がいたりする。

「えー、何が言いたいかと申しますと、何も悪い事をしていないパパがご近所の白い目に晒された上、おばあちゃんに怒おこられるという理り不ふ尽じんな目に遭あったわけです。加えてその事件中にザリガニ脱だつ走そう、大捜そう索さくのオマケ付き」

　そう締めくくって、あんみつを食べる水原をちらっと窺うかがう。

　本人に罪がなくとも、理不尽な目に遭うことはあるよねと訴える話をしたかった。

「えー……まぁ…そういうことで……」

　声が小さく消えて終わった。

　結けつ婚こん式に出るとか出ないとか、家族の関係はどうした方が良いとか、私には全く分からない。

　その辺を外して励はげまそうと思ったけど、途と中ちゆうから間ま違ちがっているような気がしてきた。

　パパは理不尽な目に遭ったけど、それ私のせいでもあるし。

　励ますための思い出話をするつもりだったけど、全然なってない。

「ごめん、今のなし」

　なかったことにしよう。

「君は、母親似だろう」

　ありがたいことに、水原はその話には突つっ込んでこなかった。

「ううん。私はパパ似だよ」

　話題の転てん換かんに乗って答える。

「身長の高さもパパに似たし、性格も男っぽいと言われるからパパ似」

「会ったことがないから外見は分からないが、内面は明らかに母親似だ」

　ぷるぷる首を振って否定。

「実はね、ママはうーん、何ていうか……ちょっとドジなところがある天然な性格なんだ。この間もママが熱々のうどんの汁しるをちょっと足に零こぼしてさ、冷やした方が良いよって言ったら、ママがうどんをふーふーして食べてた。パパはすぐに氷を持ってきてた」

　ママはかなりの天然だ。

　今日の朝も

「間違えて、洗顔フォームで顔洗っちゃった」

　てへへ、と照れ笑いしていた。

　別にどこも間違ってない。でも生まれる前からの付き合いだから分かる。洗ってはいけない何かで顔を洗ったに違いない。

　そんな風に天然なママ。冷静でしっかり者のパパ。

「どちらかと言えば、パパに近いと思うんだよね。パパほどしっかりしているかと言われると全否定だけどさ」

「父親似、の後ろにカッコ書きで自じ称しようか笑いを付けた方がいいぞ」

「いや、何で」

　話題が逸それた事にほっとして下手へたな励ましは止めよう、と反省。

　むしろ今日このタイミングで水原に家族の話をするのはどうなんだろと、はっとして

「えー……っと、おっ、大阪ってご飯とお好み焼きが定食で出てくるんだってねっ！」

　無理やり話題を変えた。言った後で、ちょっと後こう悔かい。事の真しん偽ぎは定さだかでない。

　えーっと続きを口ごもる私に

「別に俺は、君の家族の話を聞くのは嫌きらいではない」

　さらっと告げる水原。たまにエスパーかと思う。

　その日はそれ以上家族の話をすることはなくて、帰るまでずっとたこ焼きはスイーツか否いなかの話をした。
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　夏期休きゆう暇かに入って間もない八月初しよ旬じゆん。

「おーい！　野田、こっち来いよ～ＵＮＯリベンジ戦だっ！」

「リベンジったって私たち全員負け組じゃん」

　伊い豆ずに向かう特急電車の指定席で、メンバーが無む駄だにはしゃぐ。

　空手サークルの夏の合宿は伊豆に決まった。

　全員電車で行く予定だったけど、名ばかりの顧こ問もんが車を出してくれることになった。現地で買い出しなど車があれば便利だ。

　五人乗りの車なので、あと四人乗れる。

　乗車権をかけて、ＵＮＯで勝負をした。木下さんがトップで上がってから勝負は白熱。

　顧問の車で楽に行く権利は、木下さんとドライブデート権にメンバーの中で変化。

「ウノッ！」

「ノォォォォッ！！！！！」

「ドローフォっ！」

「フォォォォッ！！！！！」

　あんな鬼き気き迫せまるＵＮＯ初めてだった。

　あまりの勢いに集中できず、私が最下位。でも五位以下はみな同じ、電車で行くしかない。

　ここにいるメンバーはつまり、負け組だ。

「狭霧さん、荷物渡わたしてください」

　ミシェルが私の荷物を受け取り、荷台に乗せてくれた。

「野田、お前相変わらず荷物少ねぇな！　ちゃんと浮うき輪持ってきたか？」

「持ってきたよっ！」

　ドラムバッグの半分を浮き輪が占しめている。

「狭霧さん、浮き輪必要なんですか？」

　ミシェルが不思議そうに首を捻ひねった。

「そっかーミシェルは夏の合宿初参加だもんなっ！　すげぇの、野田のかなづちレベル。ありゃハンマーだな」

「今年こそは泳げるようにする」

「狭霧さんスポーツ万ばん能のうなのに？」

　自分で言うのも何だが、スポーツは得意な方だ。ただ唯ゆい一いつ苦手なのが、水泳。

　体が浮かない、息いき継つぎが出来ない、バタ足で前に進まない、そもそも目が開けられない。

「野田さぁ、かなづちのくせに競泳水着で来たんだぜ。どんなすげぇ泳ぎするんだよって期待して見てたら、浅いところで顔をつける練習ずーっとしてんのっ」

　競泳水着はちーちゃんに呆あきれられたので、新しいのを買いに行った。

「去年、野田に泳ぎ教えてやったんだけど、これほど見込みない奴やつ初めて。まず浮くことからって思って体の力抜ぬく練習したのに、足に重おも石し付けてるみたいに沈しずんでいった」

　力を抜けば誰だれでも浮く、思いっきり息を吸い込めって言われて、その通りにしたのに気付いたら海底にいた。

「ビート板でのバタ足も駄だ目め。巨きよ大だいな水生生物がいるのかと思うほど、水みず飛沫しぶき上がってんのにぜんっぜん前に進まないの。何なのあれ？」

「だよな～野田の脚きやく力りよくならジェットみたいに進んで良いはずなのに、意味が分からん」

「ふざけてんのかと思ったら、見たこともないくらい必死な顔っ！　仕方ねぇから手を引きながらバタ足の練習したんだけど、釣つり上げた魚みたいな感じで、すぐに手から離はなれんの、そんで沈ちん没ぼつ」

　それから暫しばらくメンバーは私が怒ると海に逃にげるぞっ！　が合い言葉になった。もっとも大学近くに海はないので無駄な抵てい抗こうだ。

「そうなんですか。それなら今年は僕が教えますね！　僕、泳ぎ得意ですよ」

　ミシェルがにっこり笑って、そう言ってくれた。

　でも初めての合宿の自由時間を潰つぶさせるのは悪い気がする。

「そだなっ！　野田はミシェルに教われっ！」

「んだっ！　んだっ！　それは良いっそうしよう！　はいっ決定」

「と言うわけで木下さんは俺に任せろっ」

「いや、俺だっ！　俺に任せろ。海のアルマジロと呼ばれる俺が、木下さんに泳ぎを教えつつ、海中デートするっ」

　海のアルマジロって何だろう。

　ぎゃーぎゃー騒さわぐメンバーは、他ほかの乗客に迷めい惑わくなので黙だまらせる。

　窓まど際ぎわに座るとミシェルが隣となりに座り、合宿のしおりを差し出してきた。

「僕、今まで参加したことがないので、合宿の流れが分かりません。教えてもらっても良いですか？」

「あーそっか。良いよ」

　しおりは日にちと場所だけ変えて、毎年使いまわしだ。

　詳くわしい説明もないので、初めてのミシェルには分かりづらいだろう。

「一日目、今日は移動のみかな。着いたら荷物片付けて、ミーティング。ミーティングって言ってもセミナーハウスの使用の注意点とか、お風ふ呂ろは何時までとか喫きつ煙えん所とかそういう基本的なこと。二日目の午前中は稽けい古こ、昼食後は合同練習」

　一区切りつけて声を潜ひそめる。

「合同練習はＭ大の空手サークルとやるんだけど、うちとＭ大って仲悪いんだよね。きっかけは些さ細さいな口くち喧げん嘩かだったんだけど、Ｍ大の主将が有岡先せん輩ぱいと長年のライバルで状じよう況きよう悪化したんだ」

　二人の仲の悪さが下に影えい響きようしたのか、それとも全体的に相あい容いれない関係なのか、寄れば喧嘩、離れれば悪口と犬けん猿えんの仲だ。

　よりにもよってそのＭ大との練習試合を顧問が取り付けてきた。

　Ｍ大も伊豆を合宿場所に選んだそうで、それならばと日程を合わせ練習試合をすることにしたらしい。

　学生とは違ちがい、顧問の仲は良好のようだ。

「三日目は午前中、稽古。午後自主練習。自主練は自由時間みたいなものだから、毎年海で遊んでる。夕食後は飲み会という名のどんちゃん騒ぎ」

　ただここでの飲みは普ふ段だんよりも大人しい。

　海で遊んだ疲つかれが出て、脱だつ落らく者が続出するからだ。

「四日目は午前と午後、稽古。夕飯を早めに済ませて、夜は花火か肝きも試だめししてる。多分夕方くらいに有岡先輩来るんじゃないかな？　仕事の関係があるから前後するかもしれないけど」

　社会人は大変だなとしみじみ思うけど、来年は我が身だ。

「五日目は午前と午後、Ｍ大と練習試合。夜にＭ大と懇こん親しん会があるけど、昼間の悪あく影えい響きようで中止になる可能性大。決行されても喧嘩して中断の可能性大」

　やらなきゃ良いのに……と思うイベントだ。

「六日目は朝食後、ミーティングしたら解散。こんな感じの日程かな」

　搔かい摘つまんで説明。うちはお遊びサークルに近いので、遊びがメインの気もする。

　セミナーハウスにつくと、車で来たメンバーは既すでに到とう着ちやくしていた。

　木下さんの涼すずしげな格好にメンバーは疲れもすっ飛んだようで、テンションマックス。

　いつものノリで五泊はく六日、伊豆の夏合宿が始まった。







　二日目の合同練習は、予想通り和わ気き藹あい々あいとはほど遠いものだった。

　休きゆう憩けい時間に木下さんがドリンクを配れば、うちのメンバーはふふんと自じ慢まん顔。空手をするような猛も者さの中で、可か憐れんな木下さんは泥どろ沼ぬまに咲さく蓮はすの花のようだった。

　Ｍ大の部員も羨うらやましそうに見ていて、メンバーは鼻高々。

　練習だというのに、無駄に気合いが入り、競きそうようにドリンクを飲んでいる。

「木下さんが注ついでくれると百円のスポーツドリンクも極ごく上じようのシャンパンになりますなっ！」

「おぉっ！　言われてみれば、ドンペリの味がするっ」

「マジで!?　あ、ほんとだっ！　でもドンペリ飲んだことないっ」

「俺もないっ」

　ドリンクはすぐになくなって、木下さんが追加を作ってくれた。

　気を遣ってＭ大の分も作ってきたので、うちのメンバーは膝ひざを突いて嘆なげいている。

　Ｍ大のメンバーは畏かしこまって、木下さんに紙コップを差し出していた。

　スポーツドリンクでよくそこまで盛り上がれると思う。

「何なんでしょうね～あの無駄な張り合い」

「Ｍ大とＫ大って学力レベルが一いつ緒しよだから、ライバル意識が出るんでしょうか？」

　Ｍ大にマネージャーはいないけど、女子部員は三名いる。

　護身のためにサークルに入ったそうなので、全くの素人しろうとだ。私が教える形で一緒に練習する。

「私がサークルに入る前だから本当かどうか分からないんだけど、好みの女の子のタイプを話し合っていて、そんな子とお前らが付き合えるはずがないだろってどっちかが言い出して、何だとーくぉらぁってなったらしい」

　新しくサークルに入った一年生が冷めた目になった。気持ちはよく分かる。

　聞いた当初は、別の原因があるんじゃないかと深読みしたけど

「お前は彼女いない歴が享きよう年ねんになるな」

「ぷっ！　笑わせるな。彼女いないまま還かん暦れきを迎え、古希までにはっ！　と決意を新たにするのはお前だ。そして末まつ期ごに、来世にはきっと……と呟つぶやいてバタリ」

　実にくだらない会話が飛び交かっているので、恐おそらくそれが真相だ。

「まぁ、遊び入ってる気もするけど。ただそっちの主将とうちの有岡先輩が本気で仲が悪い」

　初対面の人だろうとフレンドリーに話す先輩が、片かた桐ぎりさんには必要最低限度。

　他のメンバーのように低レベルなコミュニケーションもない。

「実力伯はく仲ちゆうしていますしね。そういえば、有岡さんは？」

「先輩は卒業して、今や立派な社会人。練習試合の日には来るよ」

「私たちの主将は、院に進んだので代表者のままです」

　有岡先輩のライバルであるＭ大の主将片桐さんは、先輩がいなければ問題はない。

　ヒートアップしたメンバーをびしっと窘たしなめたりもする。

　今まで何度かあった飲み会で世間話をしたけど、寡か黙もくで落ち着いた常識人だと思った。

　だから先輩が何かやったんではないかと疑って、聞いたことがある。

「良かれと思ったんだがな。結果が裏目に出た」

　詳しよう細さい不明ながら怪あやしい返答をされた。絶対何かやったんだと確信。

　ただ珍めずらしく先輩が気まずそうに表情を曇くもらせたので、深く突つっ込んで聞くのは止やめた。

　真相は藪やぶの中だ。







　次の日は稽古もそこそこに、お昼を食べて海に繰くり出した。

「狭霧さん、ここじゃ浅すぎて逆に危ないので、もう少し向こうに行きましょうか」

　約束通り、ミシェルが泳ぎを教えてくれることになった。

　木下さんもあまり泳ぎが得意じゃないというので一緒に教わろうと誘さそったけれど、コンタクトなのでと残念そうに断られた。

　木下さんは色白なので、日焼けもあまり良くないそうだ。

　日焼けすると火傷やけどのようになってしまう木下さんのためにパラソルを立て、飲み物やらカキ氷やらを運ぶメンバーに手を振ふって、海に向かう。

　ミシェルは私の手を持って、体を浮うかす練習をした。

　あえなく失敗。繫つないでいる手以外が全すべて海中に沈しずんだ。

　ぷはっと上がると、ミシェルが首を傾かしげている。

「海水では沈む方が浮くより難しいはずなんですが、無意識に緊きん張ちようして力が入っているのかもしれませんね」

　思い切り息を吸って、膝を抱かかえ込んで下さいと言われたのでその通りにする。

　だるま浮きというものらしい。

　ざばっと水中に潜もぐり、ゆっくりと両膝を引き寄せて腕うでで抱え込む。

　完成したのは、海底体育座りだった。

　浮いてない。体勢もあって、何だかへこむ。

　海中を覗のぞき込んだミシェルが、脇わきに手を入れて引き上げてくれた。

「……力が入りすぎているんでしょうか？　水への恐きよう怖ふ心とか怖こわかった経験とかあります？」

「特にないと思う」

　単純に水と相あい性しようが悪いのだと思う。

「事故とか怖い思いしたわけでなくて良かったです」

　ミシェルが濡ぬれた前まえ髪がみを搔き上げながら、にこりと笑った。

　雲が一つもない真っ青な空で、太陽がキラキラと眩まぶしい。その光にも負けず、ミシェルはキラキラとしている。

「狭霧さん、そのヒモきちんと結んだ方が良いですよ」

「へ？　あぁ、うん」

　ちーちゃんが選んでくれた水着は、首の後ろで結ぶタイプのドットのビキニ。

　ちょっと恥はずかしいなと思ったけど、ちーちゃんも店員さんも似合ってると褒ほめてくれたので決めた。

　濃こい青の色も海に擬ぎ態たいできそうで気に入った。

　首の後ろのヒモがほどけても背中部分のホルダーで押さえてあるので、それほど問題はない。適当に結べば。

「それじゃ駄だ目めですよ。結び直しますね」

　返事をする前にくるっと半回転させられ、首の後ろのヒモが引っ張られた。

「本結びにしておきますね」

「おむすび？」

　波の音で良く聞こえなかった。

「本結びです。災害時やアウトドアで使う結び方です」

「そんな高等技術を使ってくれてありがとう……」

　解けるんだろうかとちょっと不安になる。首の後ろに手をやり、結び目を確かく認にん。

「ミシェル？」

　結び終わってもミシェルの手が首の辺りに置かれている。

　くすぐったいので笑いながら振り返ると、思いもかけずミシェルの真しん剣けんな目と視線が合った。

「狭霧さん。僕は……」

「野田」

　ミシェルの声を遮さえぎるタイミングで、誰だれかが割り込んで来た。

　聞き慣れない声で名前を呼ばれて、反射的に振り返れば

「こんなところにいたんだな。探した」
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　いつの間に来たのかＭ大の主将片桐さんが、軽く腕を組んで立っていた。

　探した？　用件の心当たりがなくて、ミシェルと顔を見合わせる。

「なぜこのような場所にいる？」

「私がバタ足すると、クジラのような水みず飛沫しぶきがあがるので迷めい惑わくだ、人ひと気けのないところでやれと言われたから、穴場を探したんですよ」

　責める口調で言われ、事情を話す。

「それで探してたとは？　何かありましたか？」

　明後日あさつての練習試合で問題が起きたのだろうか？

　それとも現在進行形で問題が起き、私たちを呼びに来たのだろうか。

「有岡は明日、来るのだろうか？」

「何事もなければその予定です」

　思いもしなかった質問に首を傾げながら答えれば

「新しいマネージャーは有岡の彼女なのだろうか？」

　ミシェルがいるのに、答えづらい質問が続けられた。

「へ？　違ちがいますけど……」

　ミシェルの彼女ではあったけど。

　ちらっとミシェルの方を見ると、心なしか不ふ機き嫌げんそうな顔をしていた。

　私の視線に気付くと、表情を和やわらげて浮き輪を渡わたしてくれる。

「そうか、違うのか……」

　片桐さんの意い気き消しよう沈ちんしたような様子に

「何でそんなこと聞くんですか？」

　至し極ごく当然の疑問をぶつける。

　木下さんに好意があるなら、先せん輩ぱいと付き合ってないと聞けば嬉うれしいはずだし、気落ちする理由が分からない。

「有岡と恋れん愛あい話でもしようかと」

「はい？　何ですか？　それ」

　先輩と片桐さんは仲が悪いと聞いている。

　どういう意図で恋愛話をしたいのか、全く分からない。

「少し長くなるが良いか？　俺と有岡が仲なか違たがいした話から始まる」

「むしろそれは聞きたいです」

　大きく頷うなずけば、片桐さんが淡たん々たんと事情を語りだした。

　ずっと昔の子供の頃ころ、有岡先輩と片桐さんは、親友と呼べるくらい仲が良かった。

　饒じよう舌ぜつな先輩に、寡黙な片桐さん。タイプは違えど、動と静で良いコンビだったそうだ。

　その関係は、片桐さんが有岡先輩に好きな子の話をしたのがきっかけで壊こわれた。

「俺が好きになった子は空手の大会で見かけた子で、ゆみみんと呼ばれていた。特別可愛かわいいわけではないが、愛あい嬌きようがあって親しみやすい子だった」

　先輩に相談しちゃったのか。それ大きな間ま違ちがいを犯おかしていると思う。

「俺は有岡たちにゆみみんを好きになったことを話した。有岡は片桐の初はつ恋こい応おう援えん団というものを作り、自ら団長をしてくれた」

　それは中学生の時の話らしい。

　先輩変わってないなぁと別のところで感心した。

「有岡はゆみみんの好みのタイプという有力情報を仕入れてきてくれた。ゆみみんはミステリアスな人が好きと答えたらしい。有岡を始めとする友人たちは俺をミステリアスな男にするため、協力を惜おしまなかった」

　ミステリアスな男になるってどうすれば良いんだろう。

　先輩の協力に一いち抹まつの不安を抱いだく。

「野田はミステリアスな男と聞いてどんな男を想像する？」

「へ？　えー陰かげがあって……寡か黙もくで他人に壁かべを作ってる人でしょうか？」

　言葉に表すのは難しいけど、一言で言えば謎なぞがある人だ。

「俺たちは中学生だった。中学生の俺たちはミステリアスな男を人とは違う能力を持った凄すごい男と解かい釈しやくした。有岡が霊れいが見えるということにしたらどうだ？　と言い出した。霊感がある少年、確かにミステリアスと俺は納なつ得とくした」

「あぁ、確かにミステリアスですね」

　私も納得する。ミシェルだけはそうでしょうか？　と首を捻ひねっていた。

「友の協力もあって、俺はゆみみんと知り合いになれた。有岡はタイミングを見計らって、気持ちを伝えれば完かん璧ぺきだと言った。俺はゆみみんの近くでは常に霊が見えるように装い、宙に向かって一人で話していた。服は黒ばかりのバリエーションで。……今ならそれが、愚おろかだったと分かる」

　片桐さんは深々と溜ため息を吐ついた。

　霊との交信といっても口数が少ない片桐さんは、やぁ、じゃあとか短い挨あい拶さつのみだったらしい。

　長々演技をするよりも、短いやり取りのほうが真実味を帯びる気がする。

「告白しようと近寄った俺に、ゆみみんは気持ち悪っ！　と逃にげていった。その言葉は、俺の心に深く突つき刺ささった」

　淡々と語られるので、ふんふんと聞いていたけど、アプローチの仕方を完全に間違えていると思う。

「誤解しないで欲しいのだが、ふられた理由を有岡たちのせいにするわけではない。元より俺が相談し、友は必死に協力してくれた。余計なことをして悪かったと有岡は謝ってきたが、そんな必要はない。こうしたらどうだ？　という案を良いと判断し、実行したのは俺だ」

　前に片桐さんと仲が悪い原因を聞いた時、先輩は良かれと思ったが、結果が裏目に出たと苦笑いしていた。

　先輩は本気で片桐さんを思って協力したらしい。

　何でその方法を良かれと思ったんだろう。

　中学生男子の思考回路を推察するのは、成人した私には難しすぎる。

「有岡は良き友で良きライバルだ。そうありたいと思うのに、その日からしばらく俺の心の中にしこりが出来てしまった。好きな女の子に顔を歪ゆがめられて気持ち悪っ！　と言われたことを、有岡たちを見ると思い出してしまうのだ」

「トラウマになっちゃったんですね」

　ぎくしゃくして、数週間。

　有岡先輩は気まずくなった仲を元に戻もどそうと遊びの誘さそいを持ちかけてきたそうだ。

　立ち直って来た片桐さんもそれに応じ、先輩とまた気がおけない友達に戻ろうとした。

「そこで、空手仲間の一人から有岡がゆみみんに告白されたことを聞いた。俺が有岡に聞いていると思って話したらしいが、俺は初耳だった」

　有岡先輩は口くち下手べたでシャイな片桐さんのためにゆみみんと友達になり、片桐さんを紹しよう介かいした。それは結果的に、ゆみみんが先輩を好きになるきっかけとなってしまった。

「楽しいはずの企き画かくも気まずいまま終わり、俺と有岡は仲違いしたままだ。ギクシャクとした空気が、仲が悪いと思われて周りに影えい響きようを及およぼすとは思わなかった。有岡は、未いまだに俺が怒おこっていると思っている」

　片桐さんはもうゆみみんのことは気にしていないらしい。

　有岡先輩と仲直りしたいが、口数が少なくシャイな片桐さんは上手うまくできなかった。

　空手のつながりだけなので、大きな大会がある時しか会う機会はない。

「今回の合宿に有岡が来ると聞いて、今度こそはと思った。あのマネージャーが有岡の彼女なら、それを取っ掛かかりに話しかけようとした。恋愛話は古今東西盛り上がると決まっている」

　片桐さんは明るく恋愛話を振ふって、もう気にしていないと伝えようと思ったらしい。木下さんが彼女なら、可愛い子じゃないか！　と砕くだけたノリで。

「うーん。何と言いますか……ちょっと回りくどいんじゃないでしょうか？」

　ゆみみんの時もそうだけど、片桐さんは気持ちを伝えるのにワンクッション置いている。こういうのは率そつ直ちよくに伝えた方がいいのではないかと思う。

「ゆみみんのことは気にしてないって言った方が早いんじゃないですか？」

「ゆみみんの話は持ち出さず、タブー扱あつかいとなっていた恋愛話を持ち出すことでそう伝えようと思ったのだが」

「いや、ダイレクトに言った方がいいですって。特にまだ先輩が気にしてる可能性があるなら尚なお更さらです」

「そうだろうか」

　何度も頷くと、片桐さんは考えるように黙だまり込んだ。

「有岡が社会人になって、会う機会がぐっと減った。俺も社会人になれば、もっと疎そ遠えんになるだろう。俺は有岡と生しよう涯がいの友でライバルでいたいと思う。そのためにこの機会を逃のがすわけにはいかない」

　時間をとって悪かったと片桐さんは模も範はん的な礼をして去って行った。

　片桐さんはよく有岡先輩を睨にらんでいるとメンバーが言ってたけど、それは話しかけるタイミングを探していただけのようだ。

　お互たがい距きよ離りを探さぐるようなぴりっとした雰ふん囲い気きは、単純なメンバーに仲が悪いんだと誤解させた。

　仲直りしたくてあんな風になるなんて男同士の友情って難しいなと思った。







　次の日の夕方、予定通り有岡先輩が到とう着ちやくした。

　仕事でトラブルがあれば行けない可能性もある、期待せず待っていてくれとか言っていたので、一安心だ。

　私はちょうどその頃、夕食作りをしていた。

　合宿中の夕飯は、当番制で作っている。今日のメニューはカレー。

　カレーくらい作れるかな～と思って、調理開始。

　三十分後、キッチンから強制連行。到着直後の有岡先せん輩ぱいに事情聴ちよう取しゆされる。

「去年のホワイトシチューがブラック事件に引き続き今回のカレー爆ばく破は事件。更こう生せいの兆きざしありと報告を受けていたのに、再犯とは……動機について詳くわしく聞かせてもらおうか」

　食堂の椅い子すに座って脚を組んだ先輩に、びっくりして俺らの心臓転がったっ！　と一いつ緒しよに夕飯を担当していたメンバーが切々と訴うつたえる。

「マジびびったしっ！　俺、去年も野田と組んだっ！　シチューってコトコト煮にるもんなのに、野田はゴットゴトやってた！　俺、なんでまた野田と組んじゃったんだろうっ」

「カレーが空飛んだぞっ、料理の最さい先せん端たん行き過ぎだっ！」

「諸君らは少し落ち着け。まずは野田の動機を聞こうじゃないか」

　先輩は左手をあげてメンバーを制しながら、右手で私の顔を擦こすった。

　カレーがついていたらしい。

「動機っていうか……野菜炒いためて、肉炒めて、ルーを入れて、仕上げで炎えん上じようしました」

　料理の腕うで前まえは前よりも少し向上したと思っている。カレーも途と中ちゆうまでは順調だったのだ。

　何が起こったんだろう。私も知りたい。

「去年のバーベキューといい、炎上させすぎだろっ！　お前は不適切な発言を繰くり返すブログかっ！」

　上手いなと感心したけど、ギャーギャー喚わめくメンバーには逆効果なので黙って俯うつむく。

「申し開きはあるか？　あるなら言いたまえ」

「ありません。すみませんでした」

　ここは素す直なおに謝る。

「殺すつもりはなかった。しかし気が付けば、ジャガイモたちは死んでいたと言うんだな？」

「まだ使えるかも」

　今、木下さんと比ひ較かく的てき料理が出来るメンバーが蘇そ生せいを試みているらしい。

「殺意はなかった。それを認め、釈しやく放ほうしよう」

　前回のシチューが致ち死しレベルだったので、今回のちょっと鍋なべと中身焦こがしたくらい良いか、とメンバーの許容範はん囲いが広くなった。

「しかし昨日は晴れて良かったな」

　今日は生憎あいにくの大雨。

　花火も肝きも試だめしも出来ずに、メンバーのテンションは地を這はっている。

　雨なので、夕食後は自由時間になった。各おの々おの好きに満まん喫きつしている。

「おーい、野田。お前、今日も将しよう棋ぎやる？　やるんなら卓たつ球きゆうのラケット借りに行くついでに持ってきてやるよ」

　メンバーの言葉に頷うなずいて、持ってきてくれるように頼たのむ。

「将棋？」

「談話室にオセロとか囲い碁ごとかそういうセットがあって貸し出してくれるんです。昨日将棋を初めてやったんですが、面おも白しろかったです」

　最初の方はルールが良く分からなかったが、何度かするうちに分かってきた。

　先輩が将棋をやったことがないと言うので、昨日覚えた知識をここぞとばかりにひけらかす。

「有岡先輩、野田の言うこと信じちゃ駄だ目めっ絶対。野田は将棋のルール分かってねぇ」

「いや、もう大だい丈じよう夫ぶ。ルールは把は握あくした」

「堂々と噓うそつくな」

「本当だって。ルールブックも読んだし。ミシェルに教えることも出来たし」

　ね？　とミシェルに同意を求めると、頷いてくれた。

　最初の方は駒こまの動きが色々混じって、ルール違い反はんばかりしていたけど数をこなすうちに何となく分かってきた。

「ほう。ならば俺も教えてもらおうか」

「俺が野田に教えてやったけど、将棋ルール覚えた、えっへんは大噓。逃にげ場がなくなったら上に行くとか空中戦にされたし」

「それは駄目だって分かってやった」

　あまりにもあっさり負けたので、悔くやしくてやっただけだ。歩兵に王様を取られた時の屈くつ辱じよくは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。

　将棋の駒を並べていると、ミシェルが横に座った。

「僕も交ぜて下さい。日本伝統の遊ゆう戯ぎ、奥が深いです」

「いーよ。じゃ、ミシェルが先輩と対戦する？」

「ルールを覚えるために俺は観戦から始める。ミシェルと野田がやってくれ」

　先輩がこっち来いと手招きする。

　場所を移動してミシェルと向き合う。将棋歴一日である私とミシェルは低レベルの同レベル。

　他ほかのメンバーは強すぎるので、ミシェルと対戦するのが一番楽しい。

「野田さん、すみません。Ｍ大の方から明日あしたの練習試合について確かく認にんしたい事があると電話が来てるんですけど……」

　木下さんが申し訳なさそうに、携けい帯たい電でん話わを差し出してくる。

　木下さんは合宿の手配や空手に関して素人しろうとなので、分からない場合は私がフォローしている。

「先輩、代わりに指しといて下さい」

「よし。俺に任せろ。お前の王将は失われたも同然だ！」

　偉えらそうな敗北宣言を聞きつつ、携帯を受け取って廊ろう下かに出る。

　保留ボタンを押し、通話を再開させる。

「でさ、どう？　明日懇こん親しん会を抜ぬけ出して二人で……」

「もしもし？」

「……あぁ？　木下さんを出せよっ！　お前だれ……いてぇぇ」

　出た途と端たん、分からない会話にノイズ。向こうで何やら口論している。

「もしもし」

「その声……片桐さんですか？」

「野田か。うちの部員が失礼した。そちらのマネージャーの携帯番号を聞いて、個人的な用件で使用したようだな」

　なるほど。一体何かと思った。

「練習試合で確認したい事とは？」

「俺が知る限り問題や不備は起こっていない」

　明日の練習試合を円えん滑かつに行うための連れん絡らく手段として、木下さんは自分の携帯番号をＭ大のメンバーに教えたようだ。それを不正使用したらしい。

　片桐さんはきつく言っておくと改めて謝罪してくれた。

「ところで、有岡は来たか？」

　ミシェルと将棋を指している先輩に、こっそり視線を向ける。

「来ましたよ。明日、頑がん張ばって下さい」

「あぁ」

　短いながらも強い返事に片桐さんの決意を感じたが、片桐さんは口くち下手べたで誤解を招くような行動をする人だと、次の日改めて思い知った。







　次の日の有岡先輩と片桐さんの試合は、今までにないほどの激戦だった。

　元より技わざ、体力、スピード、駆かけ引きの知識など、実力伯はく仲ちゆうしている二人。

　お互たがい一いつ瞬しゆんの隙すきも見み逃のがさない。

　見ているこっちも手に汗あせを握にぎるような熱戦。接近戦で蹴けりと突つきの攻こう防ぼう。

　延長戦で片桐さんが先輩の突きを空から振ぶりさせ、左上段回し蹴りで決めた。

　片桐さんは息を整え、先輩を見下ろしながら

「練習不足だな」

　淡たん々たんとした声でそう言った。

「うるへぼー！　先輩は社会人なんだよっ！　仕方ねぇだろうが」

「はん、負けの言い訳になるか」

　先輩は苦笑いしていたけど、それによって対立したのは他のメンバーたち。

　ぶーぶー煩うるさいので、顧こ問もんに怒おこられる。口パクで悪口を言い合う更さらに低レベルな次元に落ちた。

「何言ってんですかっ！」

　Ｍ大の陣じん地ちに紛まぎれ込み、勝ったのに負けたようなトボトボとした足取りをしている片桐さんを捕つかまえる。

　片桐さんは、表情を変えずに眉まゆだけ下げた。

「仕事大変なのか？　無理するな、と続けるつもりだったんだ」

「間かん隔かくあけ過ぎです！　メンバーのブーイングが入って、練習不足だなと貶けなして終わっちゃったじゃないですかっ！」

　難しいな、と片桐さんが溜ため息を吐つく。

　片桐さんが有岡先せん輩ぱいにあっちに来てくれと指で合図すれば、うちのメンバーが挑ちよう発はつのジェスチャーと見なし口論になった。

　私は見ていなかったので、念のためそのジェスチャーをしてもらう。

　先入観によってどちらの意味にも取れそうだ。

　あっちに来てくれと一言で済む話なのに、まどろっこしい。

　やられたらやり返す、と言うよりもやられる前にやる派の先輩が苦笑いしかしないので、何だかんだと先輩大好きっ子のメンバーが熱くなる。

　喧けん嘩かを売っているような片桐さん、それに甘んじてやり返さない先輩。そのせいでメンバーの仲は悪化しているようだ。

　片桐さんがずどーんと暗雲を背負っている。

　まだ懇親会がありますよと、肩かたを叩たたいて励はげました。







　そのラストチャンスである懇親会。

「来ないし……」

　他のメンバーは揃そろっているのに、片桐さんが来ない。

　さり気なく有岡先輩と片桐さんを隣となりの席にしようと思っているのに、本人が来なければどうにもならない。

「先輩ーっ！　有岡先輩、こっちに来てくださいよっ！　ＯＬの話を聞きたいっす！」

「うぁお！　ＯＬ、俺たちの知らない世界ですなっ！」

「オフィスラブと書いてＯＬですなっ！」

「上司と部下の危険な残業ですな！」

　綱つな引ひきの掛かけ声をアレンジして、オーエル、オーエルと先輩に向かって叫さけんでいる。

　Ｍ大の女子部員の目が冷たいのに、絶対気付いてない。

「諸君がそんなに目を輝かがやかせるほどの話はないがな。しかし期待に応こたえるのが社会人たる俺の務め。作り話も混ぜて、ＯＬ夢物語でも……」

　隣にいた先輩が立ち上がりかけたのを、慌あわてて腕うでを引いて引き止める。

　身構えていなかった先輩はおわっ！　と叫んで元の席に尻しり餅もちをついた。

「先輩の席はここですっ！」

　私の左ひだり隣どなりからＭ大の女子部員が並んでいる。私の右に有岡先輩を誘ゆう導どうしたのは、Ｍ大とＫ大の境だからだ。

　境なので少し空間がある。

　片桐さんが来たらその間を上手うまく利用して、隣に誘導する算段だった。

　先輩に移動されうちのメンバーで固まられたら、片桐さんが話しかけづらくなってしまう。

「野田、今のは新しい関節技か？　中々効いたぞ」

「今のはただの力ちから業わざです！」

「誰だれだって分かるわーっ！　先輩の嫌いやみを受け流すなーっ」

　先輩の好きな日本酒も揃えた。先輩は米好きなので、なぜかあった雷かみなりおこしも確保し、煎せん餅べいも買って、お米尽づくしにした。

「何だよっ、野田。邪じや魔ますんな、憧あこがれのＯＬについて聞ける貴重な機会をっ！」

　片桐さんとの事情を言うわけにもいかないので、メンバーのブーイングは無視。

「どうした？　野田」

　先輩の問いかけに笑って誤ご魔ま化かす。

　私が先輩の左ひだり腕うでを摑つかんだまま離はなさないので、諦あきらめたメンバーは自ら移動してきた。

「給湯室で噂うわさ話ばなしをするきれいなお姉たまは、沢たく山さんいますか？」

「情報交こう換かんの場ではあるようだ。ただ容姿についてはノーコメントとしよう」

「ＯＬの制服って俺、激しく好きですっ！　どんな子が着てようと激しく萌もえますっ」

「拘こだわりが一いつ貫かんしていて潔し。ただそれを女子に言えばドン引きされる恐おそれがあるので、気をつけたまえ」

　うちのメンバーだけじゃなく、Ｍ大生も交じって聞いている。

　ちらっと窺うかがうと、程ほどよく酔よった先輩は上じよう機き嫌げん。良いタイミングなのに、片桐さんが来ない。

「あのさ、片桐さんって……」

　Ｍ大の女子部員に片桐さんが何をしているのか聞こうと声をかける。

　すぐ隣の女の子は顔が真っ赤で目が据すわっていた。

「だっ！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　飲みすぎだ。ウーロン茶のペットボトルを取り、空いているコップに注ぐ。

「何なんですかっ！　あの子、思わせぶりな言動が多すぎですっ」

「何が？　誰が？　ともかくウーロン茶を」

「ごめんなさいっ、酔うとめんどうな子なの」

　頭がぐらぐらして危ない。テーブルに突っ込んだら大惨さん事じだ。

　Ｍ大の女子部員と協力して、惨事を回かい避ひ。

「ああいう子って本当、嫌きらいなんですよっ！　しつこく連絡されて困ってる、でも雰ふん囲い気き悪くしたくないから傍そばにいてとか言ってたけどっあんたがっ、気を持たせたっつーの」

「うぉおあぁぁ、落ち着いてっ……うぁっ、こっ零こぼれるっ！　零れたっ」

「ごめんなさいっ、野田さんも濡ぬれたっ」

　ウーロン茶を持った手を揺さ振ぶられ、テーブルが水みず浸びたしになる。

　その子の肩を押さえテーブルにぶつけないよう気をつけていたけど、ウーロン茶までは死守できなかった。

　布ふ巾きんを取ってこようと入り口に向かうと、ちょうど片桐さんが部屋に入ってきた。

　部屋を見み渡わたし、先輩の場所を確かく認にんしている。

　顔を上げた先輩と片桐さんの視線が真っ直すぐにぶつかった。

　片桐さんはテーブルを見渡し

「つまみと酒が足りなそうだな」

　みんなに聞こえるように大きな声で言った。

　抑よく揚ようがない声に、緊きん張ちようが含ふくまれてトーンが低い。

　有岡先輩もその声に反応して、片桐さんに視線を向けている。

「有岡」

　先輩の名を呼んだ。片桐さんは汗を搔かいたのか、手をグーパーさせている。

「買い出しに行こうと思う。一いつ緒しよに」

　買い出しお誘さそい作戦かっ！　他ほかのメンバーがいないコンビニまでの道のりに勝負をかけたようだ。

「一緒に行かないか？」

　おー言った！　拍はく手しゆ喝かつ采さいしたい私の心境と正反対のメンバーは、先輩が酔った頃ころ合あいに来て有利な状じよう況きようで果たし合いかぁーっ！　と穿うがった見方でけんか腰ごしだ。

　片桐さんは拳こぶしを強く握にぎり、目つきが鋭するどく、凄すごんでいるように見える。

　気合い入りすぎて怖こわいので、メンバーが警けい戒かい中。

「……片桐さん、ちょっと廊ろう下かで待っていて下さい」

　片桐さんを廊下に出して、私は先輩のもとへユーターン。

　怪け訝げんそうにする先輩の手を引っ張って、連れ出そうとするとそれを止めるメンバーがいた。

「ちょっと待て、先輩はＯＢだぞ。ＯＢを買い出しに行かす気か！　酔い醒ざましも兼かねて俺が行ってやる」

「うっ！　要いらんときに正論をっ！」

　今や社会人で、年長者である先輩に買い出しをさせるのは確かにおかしい。

　しかし今は上下関係よりも友情関係が優先だ。

「はっ！　片桐主将をパシリに使うなんてっ！　俺ら、何て失礼をっ！」

　連れん鎖さ反応し、立ち上がるＭ大の部員。

　その気き遣づかいは片桐さんの精せい一いつ杯ぱいの努力を無む駄だにすることになるぞーと思ったけど廊下に向かうのを止める術すべはない。

　そっちは片桐さんがどうにかするだろうと、先せん輩ぱいを連れ出すのに専念する。

「野田～っ、先輩を足に使う気かっ？　俺が行くって言ってんだろっ！」

「ちょっと事情がっ！」

　先輩の腕をぎゅーっと引っ張り合う。

「俺の足への気遣い、ありがたく思う。しかし腕にはなぜ気遣いが向かないのか、詳くわしく聞かせてもらいたいものだ」

　そう言いつつ腕に負担が掛からないように、うまく力を受け流す先輩。

　一対一なので決着がつかない。

　外野のメンバーは、オーエル、オーエルとさっきのネタで掛け声をかけるだけだ。

「Ｋ大の元主将が大きなかぶみたいになってる。おばあさんがおじいさんを引っ張って、まごもおじいさんを引っ張って」

「おじいさんとおばあさんが敵対関係にあるという大きな違ちがいがあるけどな」

　Ｍ大の部員も特に関かん与よせず、戦せん況きようを見守っている。

　持久戦になると負けるので、事情を知るミシェルに援えん軍ぐんを求める。

　しかしミシェルは、木下さんに絡からむ酔ったＭ大の部員を宥なだめていてこちらに来られる状況ではなさそうだ。

　座っているメンバーより、立っている私の方が有利。

　肩かたの関節を狙ねらって蹴けろうと思ったけど、珍めずらしく気を遣ったメンバーにキックは躊躇ためらう。

　俺らひとっ走り行ってくるんで！　と押し切られそうな片桐さんが見えた。

　焦じれて先輩の腕を揺さ振ると

「ま、せっかくのご指名だ。ここは受けるとしよう」

　ちらっと私の視線を追った先輩が、立ち上がってくれた。

　先輩を連れ出すのに成功した、そっちの部員を何とかせよ、と片桐さんにアイコンタクトを送る。

　片桐さんは私に向かって小さく頷うなずき、部員の背を押して部屋に戻もどした。

「野田。片桐と何かあったのか？」

「え？　ないですけど……私は」

　片桐さんが友情を取り戻そうとしているだけですよ、とは言えずちょろ～っと視線を逸そらす。

「練習試合の時も、片桐に怒おこっていただろう」

　言葉が足りないっ！　と片桐さんに文句を言ってたのを見ていたようだ。

　探さぐるような先輩と目が合わないように、視線を泳がせる。

「俺が原因で片桐と揉もめているなら、俺から」

「いや、揉めてるのは私じゃなくて……」

　片桐さんに何で誤解させるような行動ばっかりするんです？　と文句を言っていた私も、誤解させる行動をしていたようだ。

　これは一刻も早く片桐さんと話し合いを、と先輩の腕うでを引けば

「野田も買い出しに行くのかー？」

「俺、さきいか欲しー、柿かきの種欲しー、ビール欲しー、彼女欲しー」

　足元に酔ったメンバーが絡んできた。

　ええいっ！　さっきから邪じや魔まばかりをっ！

「野田は留守番だ。彼女以外は買ってきてやるから大人しく待っていてくれ」

　ぽんっと先輩は私の頭を叩たたいて、片桐さんが待つ廊下に出て行った。

　有岡先輩が向かってくるのに、ますます緊張に顔を強こわ張ばらせた片桐さんに、ガンバレーと念を送る。

　三十分後戻もどってきた片桐さんから、結果報告を聞いた。

「結論から言うと、有岡とは仲直りできた」

「おぉっ！　ゆみみんの事はもう気にしてないって言ったんですか？」

「いや、ダイレクトによりを戻したいと言った」

　よりを戻したいって別れた恋こい人びとに言うセリフだと思う。だけどその言葉で先輩が緊張を解いて、笑ったらしい。

　それによって片桐さんもほっとして色々と伝えられたのだから結果オーライだ。

「まだ昔のようにとは言えないけどな。でも俺はこれで満足だ。野田、世話をかけたな。相談に乗ってもらったことは有岡にも言っておいた」

「いえいえ、お気になさらず」

　ビシッと模も範はん的な礼をされて、うろたえる。

　礼を言われるようなことはしていない。二人を隣となり同どう士しに座らせよう計画も、片桐さんが念入りな仲直りの予行練習をして遅おくれてきたため不発に終わった。

「野田と片桐さん、そんな暗いとこでなぁーにやってんのぉ？」

　呂ろ律れつが怪あやしいメンバーが部屋から顔を覗のぞかせて来た。Ｋ大もＭ大も入り乱れてトーテムポールを作っている。

　目が空うつろの酔よった顔で作られるとちょっと怖い。

「野田が何だか照れくさそぉーにしてたっ！　もしかしてー恋こいの始まり？　フラグ立っちゃう？　野田がアホ毛以外のものを立たすとは……けしからんっ」

「ぬぁにっ！　野田ーお前ちゃんと考えてから返事しろよ～。もし結けつ婚こんしたら、片桐狭霧だぜ」

「ギリギリだ」

「ちょっとギリギリだな」

　真っ赤な顔をした酒臭くさいメンバーが派手に盛り上がっている。

　全然違うし、と言いながら部屋に入ると有岡先輩が、片桐さんを手招きしていた。

　先輩と片桐さんは並んで座り、昔話に花を咲さかせている。

「野田さーん。こっち来ない？　俺、手相を見るの得意だから、野田さんも見てあげるよ」

　向かいのテーブルのＭ大の部員が私を手招きしている。手相はあまり興味なかったけど、せっかくＭ大とＫ大が仲良くなっているので、水を差さずに誘さそいに応じることにする。

「おわぁっ！」

　立ち上がろうとした腕を引っ張られ、座ざ布ぶ団とんに尻しり餅もちをつく。

　犯人は片桐さんと陽気に話している有岡先輩だ。

「何すんですかっ！」

「野田の手相は見なくても分かる。生命線が極ごく太ぶと、以上」

「見てから言って下さい！……合ってるけど」

　さっきの仕返しなのか、先輩が腕を放さないのでもう一度座りなおす。Ｍ大の部員には次の機会で、と軽く会え釈しやく。

　Ｍ大、Ｋ大共に酔い方が酷ひどいので、先輩たちの隣となりで昔話を聞いていたほうが楽しいというのもある。

　木下さんが途と中ちゆう退席をしたので、無礼講に拍はく車しやが掛かかった。べろんべろんのぐてんぐてんになって、でかい男が部屋中に転がっている。

　木下さんは連日の疲つかれもあり、酔いが回ったのでミシェルが部屋に送っていった。

　中々戻ってこないので様子を見てこようと思ったけど、Ｍ大の女子部員に止められる。

　素面しらふである私がいなくなると、収しゆう拾しゆうが付かなくなると。

　確かに部屋は酷い有様だったので、残って後片付けを担当する事にした。

　十一時過ぎ、先輩の

「そろそろお開きにしよう」

　との言葉に頷き、転がっているメンバーの眉み間けんに空手チョップをして覚かく醒せいさせる。

　途中でミシェルも戻ってきたので、部屋も酔っ払ぱらいも早めに片付いた。

「木下さんは大だい丈じよう夫ぶ？」

「はい、悪酔いも治ったようです」

「そっかー合宿中は体力を使うから、アルコールは辛つらかったのかもしれないね。……ミシェルは大丈夫？」

　心なしか元気がないような気がする。

　木下さん同様ミシェルも、夏合宿は初参加だ。疲れているのかもしれない。

　部屋に戻ってゆっくり休みなよ～と言うと、ミシェルは力なく笑って頷いた。







　翌日元気一いつ杯ぱいなのは、私だけだった。

　木下さんとミシェルは、合宿の疲れを残しているようだ。

　二人ともなんとなく元気がない。

　顧こ問もんの車で楽に帰れる権利は、初回参加でも頑がん張ばった木下さんとミシェル、それから明日あした仕事の有岡先せん輩ぱいに譲ゆずった。

　ミシェルは遠えん慮りよしていたけど、それを無理に押し込む。

　ふわふわの金きん髪ぱつも心なしかくすんで、全体的に儚はかなげな風ふ情ぜいだ。

　さすがにメンバーたちも本当の意味で後押し。みんなで車に押し込む。

　あと一人乗れるよ、と言ったら野田に譲るとびっくりな一言。

　昨日騒さわぐだけ騒いで、後片付けもしなかったことを反省したんだな～と思ったけど、違ちがった。

　メンバー全員、重度な二日酔い。

　電車の方が渋じゆう滞たいの心配もなく、トイレもついているので、いつでも吐はけるからという情けない理由だった。

　昨日お酒をセーブしておけば、木下さんとのドライブ権をＵＮＯをしないで得ることが出来たのに、と呆あきれながら車に乗り込む。

　メンバーはウコンを飲みながら、荷物にもたれかかって見送り。

　パッケージに書かれた『こだわりのウコンから作りました』が『こだわりのウンコから作りました』に書き換かえられている。

　二日酔いでもそういうことは欠かさないんだな、と呆れて先輩に報告すれば

「全く幼よう稚ちなやつらだな。やったの俺だけど」

　と返って来た。

　社会人になっても、そういう所変わらないんだなともっと呆れた。
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　未み踏とうのケーキに挑ちよう戦せんするため、いつもより早い時間に水原の家に行った。

「おはよーこれ、伊豆の土産みやげ」

「あぁ、合宿か。海で遊んで来たにしてはそんなに日焼けしていないな。君のことだから丸まる焦こげになって帰ってくると思っていたんだが」

「海に行ったの一日だけだし。殆ほとんど海底にいたから」

「君は一体何類だ？」

　水原が切せつ羽ぱ詰つまった様子で論文に打ち込んでいたので、邪じや魔ましないようにキッチンと部屋の間のドアをしっかり閉めて、ケーキ作りに取り掛かることにした。

　没ぼつ頭とうすること数時間。完成したケーキを見て

「失敗した……」

　と愕がく然ぜんと呟つぶやけば、がらっと凄すごい勢いでドアが開き、水原が飛び込んできた。

「今、滅ほろびの呪じゆ文もんが聞こえたんだがっ!!」

「聞こえたのっ!?」

　すぐ傍そばにいなければ聞こえない声量だったはずだ。

　水原はそのままの勢いで駆かけ寄ってくると、まな板の上のロールケーキを口に放ほうり込んだ。

　もぐもぐと味わってから、もう一切れ。

　難しい顔をしながら、更さらに一切れ。首を捻ひねってもう一切れ。

「そう悲観する出来でもないと思うが。しかし君が失敗したというならそうなのだろう。その不名めい誉よを隠いん蔽ぺいするために、これは全すべて俺が食べてやろう」

　更にもう一切れと上から目線で食べ続ける水原。

「味は問題ない。失敗したのはアレンジだから」

　失敗したのは味ではなく、デコレーションだ。

　明日は水原の誕生日なので、切っても切ってもこびとになる、こびとのロールケーキを作る計画を立てていた。

　飾かざり巻き寿ず司しのレシピを、ロールケーキに応用。

　しかし飾り巻き寿司はご飯。ロールケーキはクリーム。

　硬こう度どに大きな差があり、それが失敗の原因になった。

「これさ、何に見える？」

「ロールケーキ」

「そうじゃなくて。断面図、何に見える？」

　断面図？　と考え込む水原にここら辺が目で……とヒントを与あたえる。

「これは顔か。目と口が奇き妙みような位置にある上、ブルーベリーの汁しるで青白いな。死人か？　随ずい分ぶんシュールなものを考え」

「実はこびと」

「……もう一度言ってくれないか？」

「こびとだってば」

　水原は持っていたロールケーキの断面図を再度じっと見て

「間ま違ちがいなくこれは失敗作だっっ！　今までで一番酷ひどい出来だと言っても過言ではないっ！」

　ばくばく食べながら喚わめいた。

「だから失敗したって言ったじゃん。ちょっとレシピ練り直す」

　部屋に戻もどり、クリームの硬度を再考。こびとの顔パーツは変へん更こうだなと改善点を書き加え、うーむと唸うなる。

　向かいに座った水原が、真しん剣けんな表情でレポート用紙を覗のぞき込んで来た。

「論文、いいの？」

「こびとの一大事に論文などやってる場合か。さっきの心理的ダメージの再発を回かい避ひするほうが重要だ」

　論文の方が大事じゃないの？　と思いながらもレポート用紙を見やすいようにくるっと半回転させる。

「出来は別としてこびとのロールケーキとは、君にしては魅み力りよく的な発想だな」

「あぁ、うん。明日は水原の誕生日じゃん。喜ぶかと思って」

　虚きよをつかれたような顔をした水原が、カレンダーに目をやった。

　夏休みは日にち感覚がなくなるので、明日が自分の誕生日だという事を忘れていたようだ。

「言われてみればそうだったな」

「明日は用があるって言ってたから、誕生日ケーキでも買いに行くのかと思ってた」

「誕生日はどうでも良いイベントの一つだ。世間一いつ般ぱんでは何でもない日だしな。特別なスイーツが売り出されるわけでなし、面おも白しろみがない」

　エイプリルフールの方がまだ重要だと言う水原に

「将来偉えらくなったら、水原の誕生日をスイーツの祝日にすれば良いじゃん」

　反論しながら、レポート用紙を前にうーんと悩なやむ。

　無意識にペンをクルクル回していると、水原は専門書をテーブルの上から退どかし、ロールケーキの断面図を描かき出した。

　カリカリとかなり細部に拘こだわって描いている。

「待った。それはちょっと難しい。睫まつ毛げとか無理だから」

　実現可能な案を出して欲しい。

「苺いちごを潰つぶしてクリームに混ぜ込むのはどうだ？　安定感が高まると思う」

「うーん、良いけどにきび面づらっぽくない？」

　私の言葉に、水原が黙だまり込んだ。

「目をブルーベリー、口をドレンチェリーで作ったのも失敗要因の一つかな」

「口をドレンチェリーは良いと思うが、タラコ唇くちびるにする必要はなかったんじゃないか？」

「つやつやピカピカした大きな口がアンバランスだったしね」

「それよりも位置のずれが一番の問題だ」

「フルーツは駄だ目めかも。顔のパーツは、棒状の何かを使ったほうがずれないかな」

「さっきのこびと、離はなれ目だった。死人か、死んだウーパールーパーか悩んだ」

「どっちにしても死んでるんだ」

　あーだ、こーだと長々と討論。

　いつの間にかびっくりするほど時間が経たっていて、慌あわてて調理開始。

　硬かための生クリームにチョコを混ぜて、冷蔵庫で冷やす。

　程ほどよい固さになったら、目と眉まゆ毛げにするため丸と線に形を整える。

　同じ要領でピンクの着色料を混ぜた生クリームにグラニュー糖を加えて冷やし、形が作れるようになったら頰ほっぺたを作る。

　この三つで顔のパーツは完成。

　スポンジケーキと同じ長さの型で抹まつ茶ちやムースを作り、固まったら帽ぼう子しの形に変える。

　再度スポンジケーキを焼き、網あみの上で冷ます。

　その間に分厚くクレープの皮を焼き、三枚ほど重ねた上にバタークリームを塗ぬって、いよいよ顔作製。

「まずは眉毛。この辺りかな？」

「中に寄るから、もう少し離した方がいいんじゃないか？」

「じゃこの辺で」

　目と頰っぺた、クリームを乗せて破れないようにクレープの皮で巻く。

　生意気そうにつり上がった眉と、幼い感じのピンクの頰っぺたがアンバランスで可愛かわいい。

　パーツの配置は成功したと言っても良いだろう。

　しかしここから第二段階。

　顔を崩くずさないように帽子を乗せて、その上に生クリームをたっぷり塗ったスポンジケーキを被かぶせる難関ミッション。

「水原、ちょっとここ押さえておいて」

「こうか？」

「うん、スポンジケーキを下に入れるから、片方ずつ持ち上げて」

　ロールケーキは巻くものだけど、今回はスキル不足で断念。

　上から被せたスポンジケーキの端はしを下に折り込んで、形を整えることにした。

「中々のこびとロールだっ！」

「巻いてないけどね」

　帽子の重みで顔が歪ゆがんだけど、許容範はん囲い。こびとマニアの水原もご満まん悦えつの出で来き栄ばえだった。

　ロールケーキを半分に切ると、断面図も悪くない。

　切った半分のロールケーキを水原に渡わたす。

　誕生日仕様にしたい私とあくまでこびとに拘りたい水原と、話し合いが平行線になったので、外側のデコレーションは二パターン作ることになった。

　別に勝負というわけではないが、お菓か子し作りを趣しゆ味みと自負する私は水原に負けられない。

　そして数十分後。水原のロールケーキを覗き込む。

　絵心がある水原のロールケーキは完成度が高かった。

　全体に粉砂糖を振ふるい、両りよう端はしに緑のチョコペンで草を生やし、ココアでこびとの足あし跡あとをスタンプしていた。

　こびとがべしゃっと転んだ跡や、チョコとアラザンで立体感を出した靴くつの落とし物もあり、遊び心がちりばめてある。

　そんな水原渾こん身しんのロールケーキを見て、顔が引き攣つった。

「君のは？」

「……見ない方が良いと思うよ」

　水原は部屋の中で、私はキッチンで仕上げのデコレーションをしていた。

　部屋とキッチンをつなぐドアを閉め、自分のロールケーキを隠かくす。

　一日で二回も失敗するなど、信じたくない。

　シンクに手をついて項うな垂だれていると、いつの間にか背後にいた水原が私のロールケーキを見ていた。

　水原、無言。

　無言、無言、沈ちん黙もく。

「や、あのまず、言い訳させてっ！」

　毒どく舌ぜつも出てこない水原へ必死の言い訳。

　誕生日といえば、ロウソク。

　紙コップの素材を使って筒つつを作り、ホワイトチョコを流し込んだ。

　チョコが固まったら紙を剝はがし、蠟ろうが溶とけたイメージでブラックチョコ、炎ほのおを象かたどったストロベリーチョコを乗せた。

　二十二本のロウソクを一列に並べ、生クリームで固定し、HAPPY　BIRTHDAYと書いたチョコプレートを斜ななめに刺さす。

　フルーツを盛って完成したロールケーキを見て、出てきた感想は一つ。

　ちょっと変。何か変。

「丑うし三みつ時に神社で呪のろっているような雰ふん囲い気きになっちゃって……」

　こびとの帽子の先にロウソクが刺さっている。何これ、シュール。

　ロールケーキにロウソクって合わないものだと今いま更さらながら気付いた。

　誕生日に変なものを作ってしまったとがっくりしていると、水原は私のロールケーキを部屋に運んで、自分のケーキの隣となりに並べた。

「悪くない。ロール大会があれば、ユニーク賞が取れるはずだ」

「グランプリは？」

「俺の〝こびとの寄り道〟ロールだ」

「名前まで付いてんのっ！」

　色々負けた。

　水原は高画質なデジカメを取り出して、ばしゃばしゃ写真を撮とっている。

「おなか減ったし、食べよ。そっちのケーキは明日水原が食べなよ。今日はこっち食べよ」

　水原は二つのケーキを見比べて思案顔。

「今日はこっち食べる」

「え～っ!?」

　不満げに唸うなる私を無視して、とっとと丑三つロールを冷蔵庫に片付ける水原。

　焙あぶったケーキ用ナイフを持ってきて、自ら切り出した。

「これ君の」

「うっすっ！　障子紙みたいな薄うすさじゃんっ！」

　一口で食べ終わるそれで、何とか味を確かめる。

　スポンジはしっとりふんわり焼きあがっているし、クリームも甘さが程よく、抹茶のムースが引き立てている。

　デコレーションは失敗だけど、味は成功。

　凹へこんだダメージから少し立ち直って、紅茶を淹いれて戻もどってくると、水原は専門書でバリケードを作っていた。

「……まさか私の取り分、さっきので終わり？　せめてもう一切れっ」

　渋しぶ々しぶオーラを漂ただよわせた水原が、嫌いや々いやもう一切れ差し出してくる。

「うっすっ！　そよ風で飛ぶレベル」

「そこにある菓子、好きに食べていいぞ。このマロングラッセもやる」

「えっ!?」

　水原は無造作に、小さめの箱を放ほうってきた。

　それを見て平和的解決を諦あきらめ、バリケードを強きよう行こう突とつ破ぱしようと構えた手を下ろす。

「……終わりで良いや」

　某ぼう有名店取り寄せのマロングラッセは、人気がありすぎて幻まぼろしの域に到とう達たつしている。

　一口で心こころ奪うばわれてすぐに調べたけど、予約はその時点で来年まで埋うまっていた。

　四分の一貰もらって、もうちょっと欲しいと思っていたらもう四分の一くれた。

　残りはつまり半分、良いのかな～と水原を見るとバリケードが強化された。

　別にロールケーキを狙ねらったわけではない。

「ところで水原、論文良いの？」

　今の今まで忘れていたが、来た時は少し焦あせったように取り組んでいた。

「問題ない。あと十二時間ある」

「は？　明日あした？　明日まで!?」

「明日、ゼミの研究発表がある」

「やばいじゃんっ！　動画撮ってる場合じゃないってっ！……そもそもロールケーキを動画で撮る意味ある？」

　論文そっちのけで、写りを確かく認にんしている水原を急せかす。

　時刻は八時、思った以上に長居していた。

　じゃ、頑がん張ばりなね～と急いで水原宅を去り、帰宅。

　キッチンでコンポートを作っていたママに今日の失敗を報告。

「私も今度やってみたい！　楽しそう～」

「うん、失敗したけど楽しかった。でも水原は明日プレゼンがあったみたいで、焦った。コンビニ寄って栄養ドリンクとサンドイッチ、こっそり玄げん関かんに置いてきたよ」

「ごんぎつねみたいだね」

「こっそり置いたけど、私だってすぐ分かるよ」

　翌日、二十二歳おめでとう、論文は終わった？　とメールしてみた。

　水原から添てん付ぷデータを受信。

　まさか論文を添付して来たんじゃないよなぁ～と恐おそる恐るデータを開く。

　添付データは頭にロウソクを刺した二十二人のこびと達が、水原作のロールケーキを取り囲んでいる写真だった。

　結局、論文がどうなったのか分からないままだった。
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　そんな風に夏休みは過ぎていき、気付けばふとした弾はずみに秋を感じる九月末に。

「合コンするわよっ！」

「ちーちゃん……どうした？」

　電話の向こうからちーちゃんがやけくそ気味に叫さけんできた。

　ちーちゃんは今年の四月から社会人になったし、私は就職活動に励はげんでいたしで、合コンはご無ぶ沙さ汰たになっていた。

　新社会人になってもちーちゃんは彼氏を作るのに意い欲よく的で、会社の飲み会などの付き合いに積極的に参加している。

　前に電話した時

「良い感じの人がいるの、きゃっ」

　盛り上がっていたけど、その人とはどうなったのだろうか。

「あぁん？　はっ、誰だれそれ」

　柄がらの悪い声を出されたので、それ以上聞くのを止やめた。

「さーちゃんの知り合いに、合コン参加できそうな人いない？」

「え？　うじゃうじゃいるよ」

　空手サークルメンバーに空手道場の面々、大学のクラスメートなど彼女を欲しがっている知り合いはオタマジャクシほど。

「あー……あの子たちか。できれば社会人でお願いしたいんだけど」

　社会人と聞いてポンと頭に浮うかんだのは、有岡先せん輩ぱい。

　誘さそってみるね～と返事を保留にして、先輩にメール。先輩も忙いそがしいし、そもそも彼女がいる可能性が高い事も予あらかじめ言っておく。

　先輩のそういうプライベートな部分はあまり知らないけど、綺き麗れいなお姉さんと親密そうなやり取りをしているのを何度か見たことがある。

　先輩からせっかくの誘いだ、お受けしようという返事があったので、ちーちゃんに連れん絡らく。

　ちーちゃんは、今度こそは！　と電話の向こうでメラメラ燃えていた。







　合コンの日、お店ではなくデパートのトイレに寄るようにちーちゃんに言われた。

　大きめのトイレは個室があって、化け粧しようも着がえもできる作りになっていた。そこで気合いの入ったちーちゃんがスタンバイ。

　ちーちゃんは私の髪かみのサイドを三つ編みにして、花のついたピンで留め、残った髪を携けい帯たい用のコテで器用に巻いてくれた。

　化粧ポーチの中から、何種類もの道具を取り出して私の顔を弄いじっている。

「うん、良い感じ。可愛かわいいわよ。さて、いざ出しゆつ陣じんよ」

　ぐっと拳こぶしを握にぎって、気合いを入れている。

　そんなちーちゃんに連れられて、お店に向かう。

　あそこよ、と指差されたお店は想像していたよりも遥はるかに格式高く、学生には入り辛づらい外観だった。

　合コンのメンバーも男性陣じんはクール、女性陣はエレガントと大人の雰ふん囲い気きを持っていた。

　今までのメンバーは良く言えばノリが良い、悪く言えば軽い人たちが多かったので、元より少ない合コンの経験が役に立たず、初対面の人と接する緊きん張ちようが増した。

　ここは先輩でも見て気を抜ぬこうと思ったのに、会社帰りの先輩はスーツを着ていて、他ほかの人たちとビジネス的な挨あい拶さつを交かわしていた。

　こういう時こそ、いつもの悪ふざけをして欲しい。

　お店の中は格調高くアンティークが配置され、しめやかなＢＧＭが流れている。

　ドキドキしながら、おっかなびっくり椅い子すに座る。

　まずはドリンクを、とメニューを渡わたされて、その値段に瞳どう孔こうが開きそうになる。

　普ふ段だん参加する飲み会は、二時間幾いくらの飲み放題コースで、元を取るぜーというノリが殆ほとんど。

　ソフトドリンクですら八百円から。大人の領域に怯ひるむ。

　そのワインは口当たりがソフトで飲みやすいよとか、ボトル入れようかとかわいわい会話している片かた隅すみで私は一人、テーブルチャージの記き載さいに目が点になっていた。

　一体メインの食事は幾らになるのか。

　お金足りるかな？　とそわそわしてしまう。

「どうした？　野田」

　落ち着かない私に気付いたのか、ワインリストを見ていた先輩が声をかけてくる。

　先輩に今の心境を口パクで伝える。

「脳筋？　脳筋がどうした？」

　違ちがう違うと首を振ふって、心持ち身を乗り出してぼそっと呟つぶやく。

　それでも先輩には伝わらず、何だ？　どうした？　と繰くり返し尋たずねてくる。

　じれっとした私は

「料金の高さにびびってるって言ったんです！」

　つい本音を言ってしまった。

　押し殺したはずの声は思ったよりも広こう範はん囲いに響ひびき、要いらぬ注目を集める。

「さーちゃん……」

　視線を感じて、しおしおと俯うつむく。

「何だ。借りてきたトラのように大人しいなと思っていたら、なわばり離はなれて不安なのか」

「トラって借りられるんですか……」

　店内の照明が暗くて助かった。顔が赤くなっていると思う。

「嫌いやだな、女性に支し払はらいをさせるほど甲か斐い性しようなしじゃないよ」

「野田さんは学生だもんね。ほら、好きなの飲みな」

「どういうのが好き？」

　これとか飲みやすいよ、美味おいしいよとカクテルを勧すすめてくれるけど、ここで見み栄えを張って破は壊かい活動をしてしまっては大変だ。

　断り方を考えているとちーちゃんがこの子全く飲めないのよと言って、先輩がソフトドリンクのページを開いてくれた。

　どんなシチュエーションでも万ばん能のうなウーロン茶にすべきか、巻き舌で言えばアルコール飲料に聞こえるジンジャーエールにすべきか、何だか分からないけど、格好良い響きのサンペレグリノにすべきか。

　良し、決めた。

「サンペレグリノで」

「それ、ガス入りミネラルウォーターだぞ」

　先輩に言われて即そく変へん更こう。水が何で八百円もするんだ？

　お金が足りなかったらちーちゃんか先輩に借りれば良いやと腹を括くくって、初めての大人のディナーを堪たん能のうすることに決めた。

　前菜は見た目も楽しくて、ボリュームたっぷり。有機野菜のサラダはドレッシングも野菜から作っているらしく、味わい深かった。

　岩ノリとキノコのクリームソースの太めのパスタは、濃のう厚こうなソースが美味しかった。

　マナーが分からないので、ちら見して他の人の所作を真似まねる。

　次に出てきた白身魚のお刺さし身みは、小さく切ったピーマンやルッコラ、ホタテ、エビなどでカラフルに仕上げられていた。

「美味しいね」

　何の魚か分からないけど、と小声で付け加える。

　ワインを注いでいたソムリエの人がにこりと笑って

「スズキです」

　と自己紹しよう介かいしてくれた。へ？　と思ったけど条件反射で

「野田です」

　と頭を下げる。

　ソムリエの人はちょっと困った顔をして

「スズキのカルパッチョです」

　言い直してくれた。魚の説明だったのだと気付く。

　恥はずかしくてめげたけど、大人の余よ裕ゆうなのか誰もからかったりしないのですぐに持ち直す。

「只ただ今いま、ご紹介に与あずかりましたスズキのカルパッチョです。気軽にパッチョって呼んでね」

　声こわ音ねを変えながら魚を食べる先輩以外は、という注ちゆう釈しやくがつくけど。

　緊張が取れなくて会話は専もつぱら聞き手だったけど、さりげなく話題を振ってくれたり、分かりやすく話を嚙かみ砕くだいてくれたりで大人の気き遣づかいを感じた。

　会話も弾はずんだし、大人の雰囲気も経験したし、美味しい料理は堪能したしで、とっても有意義な時間だった。

　隣となりのちーちゃんや前にいる先輩が困った時などしっかりフォローしてくれたので、最後の方は少しリラックス出来た。

　料理を食べ終わってゆっくりと雑談したあと、そろそろ出ようかという時間になった。

　驚おどろきのプライスになるだろうと、座って覚かく悟ごを決める。

　テーブルの上のどこかに置かれているだろう会計を目で探していると、みんなスタスタと外に出始めた。

　あれ？　と戸と惑まどっていると、ちーちゃんが行くわよと席で拳を握っている私の腕うでを引いた。

　支払いはどうなったの？　と思いながら外に出る。

　入り口で皆みんなが待っていた。そこで会計は男性陣が全部持ってくれたという驚きの事実が発覚。

　一人分でも心臓バックバクなのに、二人分の支払いだ。

　ちーちゃんを含ふくむ女性陣は、ご馳ち走そう様さまとナチュラルにお礼を言っていて、奢おごられ慣れている感じだった。

　おろっとして言葉に詰つまると

「じゃあ、次の機会は支払い頼たのむね」

　男の人たちに言われたので、必ずっ！　と勢いよく返した。

　これからバーに行く予定らしいので、私は遠えん慮りよした。

　飲めない私が行っても楽しめないし、周りも気を遣うだろう。

　帰り道を心配されたけど、それほど遅おそい時間ではない。大だい丈じよう夫ぶと手を振って別れた。

　全員とメアドを交こう換かんしたので、電車の中でお礼のメールを送信する。

　ちーちゃんと先せん輩ぱいには家に着いたらワンギリするように言われたので、帰宅してからメール。

　誘さそったくせに奢らせた先輩には、帰宅報告の他にお詫わびとお礼も含めた。

　その日の合コンは疲つかれたけど新しい経験だったな、と良き思い出になるはずだった。

　しかし思い出に出来ない事情が出来た。

　その日以来、ちーちゃんと有岡先輩の仲が怪あやしい。







「確信は持てないんだけどちーちゃんと先輩、怪しいんだよね～。互たがいの話題になるとやたら興味を示すし」

　フロランタンサブレを作りながら、水原に合コンの話をする。

　フロランタンは水原が特に好きなお菓か子しの一つだ。

　待ち遠しいのか、用もないのにキッチンをうろついている。

　正直邪じや魔まだが、ちーちゃんと先輩の話をしたいので良しとしよう。

　バターとハチミツ、生クリームを中火にかけ、香こうばしく素す焼やきしたスライスアーモンドを絡からめたものを、サブレ生き地じに乗せオーブンで焼く。

[image: ]

　フロランタンサブレは過度に焼きすぎると、しっとりとした食感がなくなってしまうので温度調節が難しい上、二度焼きが必要となるので手間がかかる。

　冷えて固まってからの方がきれいに仕上がるけど、水原が煩うるさいので適当に包丁で切り分けた。

　さくっとした控ひかえめなサブレの食感と、しっとりとした甘いフィリングの食感でバランスを取っている。

　手て間ま隙ひまかけた分、美味しく感じるというのもあるけど。

「ちーちゃんしか知らないことを先輩が知ってたりとか、その逆とか」

　情報が共有化されている気がする。

　情報といっても私に関することなので、大したことではない。

「二人が恋れん愛あい関係にあるとする推論の根こん拠きよとしては弱いな。合コン時や二次会で知りえた情報かもしれないだろう……君、食べるペース速くないか？」

「常にない悩なやみで頭使ったから、お腹なか減った」

　水原がフロランタンサブレの入った皿をちょっとずつ自分の方へ引き摺ずって行ったので、引き戻もどして真ん中に置く。

「私が鈍どん器きになるお好み焼き作ったとか、小さい頃ころよくビニールプールに刺ささってたとか、そういう小さな情報を先輩が知ってるのは……まぁ、合コン時とも考えられるんだけど、ただそれよりも」

「俺の優すぐれた理解力が、君の過去には通用しないようだ。ビニールプールになぜ刺さる？」

　ちょっと待てと、水原が話を中断させ巻き戻す。

「足からじゃなく、頭から入ったから」

　足が突つき出ている死体のような写真が、いくつかアルバムに貼はられている。

　ママはバランス感覚が良いと褒ほめていたけど、客観的に見てもちょっと怖こわかった。

「昔の事だけじゃなくて、最近の、合コンの後に起こった事も知ってたりする。心配するから黙だまっていた事とかちーちゃんが知ってる口ぶりだった。ソースは先輩しか考えられない」

　ちーちゃんから送られてきたメールを再確かく認にんして悩んでいる私を見て、水原はしめたとばかりに皿の移動を試みている。

「皿は真ん中、定位置」

　文句を言えばフロランタンをクッキングシートに移し、空の皿だけを真ん中に戻してきた。

　勝てる見込みのない喧けん嘩かをどうして売るのかと呆あきれつつ身を乗り出せば、水原はさっと私の手にカップケーキとフィナンシェを置いた。

　丸まる田たさんのお店の印字がされているけど、見たことがない商品だ。新商品か期間限定商品のどちらかだろう。

　空になった皿にはマカロンを入れてきた。

　その停戦協定を受け入れ、上げた腰こしを戻す。

「友情的な感情でメールしているだけかもしれないから、実際は限りなく白に近い灰色。深読みの自覚あるから、詮せん索さくはしないけどさ」

　確たる事実はないし、ちょっとした言葉がひっかかっているだけだ。全くの勘かん違ちがいという可能性が高い。

　ちーちゃんは誰だれかと付き合い始めるようになったら、真っ先に私に教えてくれていた。

　もし先輩とそういう関係になったら、きっと報告してくれるだろうと、気になる気持ちをぐっと抑おさえて待つことにする。

「そうだな。君が口を挟はさんでも全く意味を成さないだろうから賢けん明めいな判断だ。ところで、君の合コンの成果はどうだったんだ？」

「うーん、初めて成功したのかな？　先輩以外の人から頻ひん繁ぱんにメールが来る」

　他愛たわいのない世間話だったり、さり気ない遊びの誘いだったりするけど、また格式高いところに連れて行かれたらどうしようと尻しり込ごみしてしまう。

「ふーん。良かったじゃないか」

　連敗続きの合コンを知っている水原は淡たん々たんと祝ってくれるけど、単純に喜べる成功ではない。

　高いお店の雰ふん囲い気きに飲まれ気がそぞろになり、食事や会話に集中できなかった。

　そのせいで色々と誤解を生んだようだ。

　例えば他ほかの人の所作を真似まねるために、わざとパンを小さく千切ったり、少しずつ食べたりと、時間調節をしたせいで小食だと思われた。

「全然足りなくて、牛ぎゆう丼どん二つ買って帰った」

　食べ切れなかったら一個は次の日に食べようと思ったけど、余裕で二個食べられた。

「あと緊きん張ちようして変なこと言わないように聞き手に回っていたから、控えめな子だと思われた」

　会話自体が難しくて意味が分からない時もあったし、緊張で会話が上うわ滑すべりしている時もあったので、始終にこにこ笑って聞いている振ふりをしていた。

「たまに先輩がからかうようなことを言うんだけど、その度たびに震ふるえていたから繊せん細さいな子だと思われた。無理な体勢で先輩を蹴けったから、筋肉が痙けい攣れんしただけなのに」

　誘いに気乗りしないのは、普ふ段だんの私を気に入ってくれたわけではないと分かっているからだ。

　はぁ～と溜ため息を吐つきながら、フロランタンに手を伸のばすとテーブルごと逃にげられた。

「ちーちゃんがさ、さーちゃんはお菓子作りが趣しゆ味みなのよってアピールしてくれたんだけど。あー、そんなイメージ。裁さい縫ほうとかも上手そうだねって言われて……」

　否定したけど、謙けん遜そんと思われている。

「君、裁縫出来るのか？」

　水原から疑わしげな視線を感じる。

「人として終わってるレベル。家庭科の先生に一寸法師って呼ばれてた」

「家庭科の時間に、君は一体何をしたんだ？」

　はぁぁと溜め息を吐いて、携けい帯たいのメール画面を開く。

　恋愛経験が皆かい無むなためデートに誘われた場合、どうすれば良いのか分からない。

　まして今回は、本来とは違ちがったイメージを既すでに持たれている。

「はぁ、どう返信したらいいんだ……」

「データ分ぶん析せきや統計が必ず通用するとは限らないものに関して、俺の優ゆう秀しゆうな頭脳は働かないから聞いても無む駄だだぞ。心理学は専門外だ」

「分かってるよ」

　メールの返信を作っては削さく除じよ、作っては削除を繰くり返して、結局当たり障さわりのない内容を送ってしまった。

　それから数日後、私の恋愛などどうでも良くなる事件が起こった。







　事件発生時刻は日曜の朝九時過ぎ、ちーちゃんに電話をしたら寝ねぼけた感じの先輩が出た。

　間ま違ちがえました、起こしてすみませんと平謝りをして電話を切る。

　社会人の貴重な休みの朝を邪魔してしまったと反省しつつ、発信履り歴れきを確認すればちーちゃんの名が表示されていた。

　合ってるじゃん、謝り損したなと思ったすぐ後に、そういう問題じゃないと気付く。

　あれ？　えーっと、あれ？

　ちーちゃんの携帯になんで先せん輩ぱいが出る？

　頭の中が真っ白で、フリーズ状態。

　真っ白い中を、事件現場に急行するパトカーがサイレンを鳴らして通り過ぎていった。

　え？　何？　どういうこと？

　思考がぐるぐるし出したので、これは相当パニクッてると冷静に判断。

　頭脳明めい晰せきな水原に協力を求めることにした。

　家に行って良いかとメールすれば、エッグタルトと返信が来たので、最も寄より駅までダッシュ。

　電車に乗ってガタゴト揺ゆられて、また駅からダッシュ。

　その間ずっと某ぼう有名刑けい事じドラマのサントラが頭の中を流れていたので、思考停止中にもかかわらず、気持ちだけは焦あせった。

　チャイムを連打し、あのねっ、ちーちゃんと先輩がっ！　と出てきた水原に摑つかみ掛かかった。

　どの程度力を込めたのか定さだかでないが、摑んだ水原の服がありえないくらい伸びた。

　驚きよう異いの伸び率りつに、二人でポカーン。我に返って慌あわてて手を離はなすも、時既に遅おそし。

　びよーんと言う擬ぎ態たい語がぴったりのシャツに、嫌いやな沈ちん黙もくが走る。

「……君、俺の服を……」

「すいませんでしたっ！」

　がばっと頭を下げて、平身低頭謝罪。

　そういう時に限って、水原はコビッティを着ていた。うぉわぁ……やばいと顔が引き攣つる。

　玄げん関かんでおろおろ。内心冷や汗あせたらたらで、水原の様子を窺うかがう。

　水原ははぁっと溜め息を吐いたものの

「それで？　従姉いとこと先輩がどうした？」

　摘つまんだシャツの裾すそを離し、淡々と話題変へん更こう。

　あれ？　怒おこってないのかな？　と表情をちら見。そこまで不ふ機き嫌げんそうな感じではない。

　ほっと胸を撫なで下ろしつつ

「あーうん。その話はお菓か子し作ってからにします……」

　お詫わびの菓子を作ることにした。

　すぐに事件のあらましを語り、真相に迫せまりたかったけど予定変更。

　要望通りエッグタルトに取り掛かる。

　卵らん黄おうを二個使った濃のう厚こうエッグタルト。焼きあがったエッグタルトを八個全すべて献けん上じようし、コーヒーを入れてちらっとご機き嫌げんを窺う。

「もう良い。腕うでが伸びるよりはましだ。君が服を摑んだのは、不幸中の幸いだった。それに面おも長ながなこびとも悪くはない」

　腕が伸びるほどの力を入れていたら服は千切れただろうなと思ったけど、余計なことを言うのは止やめた。

　本日水原着用のコビッティは、こびとの顔が大きくプリントされたもの。

　下のほうを摑んで引っ張ったので、面長というよりもあご長な気がするけど怒っていないので一安心。

　改めて、ちーちゃんの携帯に先輩が出た事件について説明する。

　事件自体は単純なので、説明は三秒も掛からない。

　そこから導き出されるものが複雑なだけだ。

「ちーちゃんの携帯に寝ていた感じの先輩が出るって、やっぱりそういうことだと思う？」

「九十五％はそうだな」

「残り五％は？」

「電話が混線した〇・五％、何かの弾はずみで携帯が入れ替かわった〇・五％、君の従姉が物まねをした一％、君が寝ぼけただけで全て夢だった一％、その他予測不能な事象が起こった二％」

　水原の分析を聞き、はぁと深い溜め息を吐く。

　日曜の朝に、二人が一いつ緒しよにいたと考えるのがやっぱり自然だ。

　ちーちゃんは目覚まし代わりに携帯を使っているので、枕まくら元もとに置く習慣がある。

　その携帯を寝ていた感じの先輩が間違えるというのは、やはり二人の関係は確定か。

　ちーちゃんは一人暮らしだし、もしかして二人はちーちゃんの家にいるんじゃ……どんどん想像が膨ふくらみ、落ち込んできた。

「はぁ、今までは怪あやしいと軽い好こう奇き心しんだったんだけど、何かこうほぼ確定だという事実を突つきつけられると……ちょっとショック……」

　怪しいなとは思っていたけど、ちーちゃんはそんなんじゃないわよと言っていたので、本気で疑っていたわけではなかった。

　あぁ～と呻うめいて、そばにあった大き目のこびとのぬいぐるみを抱かかえ込む。無意識にこびとの顔を伸ばしたり縮めたりしてたら、水原に取り上げられた。

「ちーちゃんと私の間に隠かくし事はなかったのに。先輩だから言い辛づらかったのかなぁ……」

　パニックしていた気持ちが引くと、寂さみしい気持ちが残った。

「いや、もうお互たがい大人なんだから、言えない事の一つや二つはあるって分かってはいるんだけど……」

　テーブルの上に顎あごを乗せてだれる。

　だらんと投げ出した手を催さい促そくだと思ったのか、エッグタルトを一個くれた。儲もうけた。

「君が両親を大好きなのは知っていたが、従姉も好きなんだな」

「シスコン気味な自覚はある。ちーちゃんが何も言ってくれなかったなんて……うぅ、あぁー駄だ目めだっ！　気分転てん換かんにもう一個お菓子を作ろうかな？　卵白が残ってるし」

「実に良い切り替え方だ。シュークリーム、卵黄プリン、アイスボックスクッキーはどうだ？」

「更さらに卵白を増やしてどーすんの」

「余った卵白で特大シフォンケーキ」

　ご希望通りシフォンケーキにするかと、エプロンを付けてキッチンに向かおうとする私を、聞き慣れた着信音が引きとめた。

　メールではなく、電話の着信音に誰だれだろ？　と画面を見れば。

　ちーちゃんの名前が表示されていた。

「……」

　ちーちゃんからの電話に緊きん張ちようするなんて初めてだ。

　朝の出来事を先輩に聞いたんだろうか？

「もしもし、さーちゃん」

　通話ボタンを押せば、ちーちゃんの声が流れてきた。

　どうやって聞こう、何から聞こうと続く言葉に迷っていると

「さーちゃん、私は大変ショックです」

　言おうと思っていたセリフを取られた。

「へ？　え？　それ、私の」

　思わず受話器の向こうのちーちゃんに抗こう議ぎ。

「さーちゃんと私の間に隠し事はないと思っていたのに……」

　ちーちゃんはちょっと怒っているような声で、次々と私の言葉を取る。

　え？　あれ？　と完全に押され気味になっている私に構わず、一ひと際きわ低い声でちーちゃんが話を続けた。

「去年頃ごろからさーちゃんと仲が良い、大学のお菓子仲間のことだけど……」

「へ？　水原のこと？」

　名前を呼ばれて、何だ？　と顔を上げる水原にちょっと待ってと合図。

「そう……その子。甘い物が好きで、こびとが好きな水原さん」

「うん？」

「有岡君から聞いたんだけど、男の子なんですって？」

「え？　うん、そうだよ。それより、有岡先輩とちーちゃんって」

　先輩の名前が出たと言うことはやっぱり！　と意気込んで聞こうとすれば

「ずっと女の子だと思っていたわよっ！　しょっちゅう家に行ってるって聞いて、男の子なんて疑いもしなかったわ。それでっ？　その子とさーちゃんの関係ってどうなってるのっ!?」

　私が先輩とちーちゃんの関係どうなってんの？　って聞きたかったのに。

　あれー？　私が色々聞くはずなのに、逆に尋じん問もんされている、おかしい……と思いながら流れを変えられず、ずっと受け身。

　ちーちゃんの携けい帯たいに先輩が出たことについて、詳くわしく事情を聞かせてもらおうか、と根ね掘ほり葉は掘ほりするつもりだったのに立場逆転。

　重なる質問に答えるたびに、ちーちゃんの声にトゲが生えていくような気がする。

　へぇ～そうなの、と言うちーちゃんの相あい槌づちがキンキンに冷えている。

「知り合って早々、一人暮らしの男の子の家に行って、お菓子を作ったのね」

「えーまぁ、そう言われるとそうなんだけど。うーん……まぁそう」

　さすがに最初の軽い脅きよう迫はくについては黙だまっておいた。

　製菓道具が揃そろっているから使わないか、誘さそわれたということにする。

「水原君もお菓子作りをするの？　さーちゃんと趣しゆ味みがあったのかしら」

「え？　水原は全く。クッキーすら作れないよ」

「……なぜ、さーちゃんちよりも充じゆう実じつした製菓道具が揃っていたのかしら？」

「えっ!?　それは……その……」

　答え難にくいところを突っ込まれた。

　こびとを待っていたというメルヘン思考を晒さらしていいのか分からず、しどろもどろになる。

「それで？　週二回以上は会っていて、クリスマスも正月も誕生日も一緒に過ごしているけど、恋こい人びとではないと？」

「ないない、それはない。敢あえて言うなら友達かな」

「そう。随ずい分ぶん特とく殊しゆな友達なのね」

　ヒュゥゥーと携帯から凍こごえるような冷気が伝わって来た。

「今日も水原君の家にいるのね」

　ちーちゃんは〝も〟という助詞と〝君〟という敬けい称しようを強調した。

　そして水原に電話を替かわれと、突とつ然ぜんの要求。

　えぇー？　と思いながら通話口を手で塞ふさぎ

「ちーちゃんが水原と話したいって言ってるんだけど」

　嫌いやだよね？　と断る理由を考える私の手から水原が携帯を取った。

　絶対断ると思ったのに、すんなり替わった水原に驚おどろく。

　余計なことを言いかねないので、ちょっと心配だ。

　横に並んで耳を澄すますも、ちーちゃんの声は全く聞こえない。

　水原の言葉だけで、話している内容を推測しようにも

「はい……はい。はい……そうです」

　はい、だけなので全く会話が読めない。

「いいえ……いえ、同性愛者ではありません」

　なっ、何の話をしてるんだ？

　静かに怒おこるちーちゃんに条件反射で正座していた私は、膝ひざを動かしてにじり寄る。

「いえ……いいえ。その心配は無用です。野田さんを人だと思っていません」

　挨あい拶さつだけで終わってくれ、と祈いのる私の耳にガンジーですらラリアット級の失言が流れ込んできた。

「君の従姉いとこ、すごく怒っているぞ」

　顔を顰しかめて携帯を離はなす水原に、エルボーを食くらわせる。

「もしもしっ！　ちーちゃん、違ちがうっ！　誤解して……」

「さーちゃん。会って話し合いましょう」

　携帯から冷えた空気が伝わってくる。落ち着いている声が逆に怖こわい。

「え？　水原もっ？　いやぁ～水原は多た忙ぼうだから、きっと用があるんじゃないかと……」

　ちーちゃんが水原も連れて来いというので、断ろうとした矢先に

「シフォンケーキ食べることしか予定はないぞ」

　暢のん気きに水原が答える。

　その水原の要いらない言葉を、ちーちゃんはキャッチしていた。

　慌あわてて水原の口にエッグタルトを押し込んだものの、既すでに遅おそい。

　結局、水原も一いつ緒しよにちーちゃんと会うことになってしまった。状じよう況きようが悪化するから、来なくて良いのに。

　また後で、とちーちゃんの声を最後に電話が切れる。

　ちーちゃんを怒らせるし、先せん輩ぱいとの関係は全く分からないままだし、踏ふんだり蹴けったりだ。

「ちーちゃんが怒っている。水原のバカ。人だと思っていない発言はまずい……」

「君は俺のこびとだ。本当のことを言って何が悪い」

「それ禁句。ちーちゃん、水原を女の子だと思っていたからこびとマニアって言うの気にしてなかったけど。男だと知ったら深く突つっ込んできて……上手うまく言いつくろおうとして失敗した」

　ちーちゃん、完全に水原のこと怪あやしい人間だと疑っている。

「水原は来なくていいよ。私がちゃんとちーちゃんに説明しておくから」

「俺も行く」

「何でよ？」

　水原は自分の利益にならない集まりや、立場上参加しなければならない飲み会などを嫌がる。

　それなのになぜか行くと言い張る。水原が譲ゆずらないので、私が折れた。

　待ち合わせは五時なので、まだ少し時間がある。何を聞かれても大だい丈じよう夫ぶなように、事前に打ち合わせ。

「ではまずシフォンケーキは、抹まつ茶ちやか紅茶どちらにするかを」

　水原の切り出しに脱だつ力りよく。

「そんなの話し合ってる場合かっ！」

　やっぱり水原、置いて行きたい。

「君、食べ物を無む駄だにすると怒るじゃないか。残った卵らん白ぱくはどうするんだ」

　卵は割ってしまうと、保存が利きかない。

　今日調理しなければ捨ててしまうしかない。確かに勿もつ体たいないが、シフォンケーキを焼いている余よ裕ゆうなどない。

「目玉焼きにでもして、明日あした食べるとか」

「白目だけは食しよく欲よくが湧わかない」

　ぶつぶつ文句を言う水原を無視して、少しでも好青年に見せよう作戦を考える。

　ちーちゃんはまず外見チェックから入る。

　清潔なのは大前提で、そこは問題ない。

「こびとは禁止ワードってことで、着き替がえてもらえるとありがたい。……シャツ、伸のびてるし」

　最後は小さく付け加える。

　不自然に伸びたこびとのシャツで、初対面は避さけたい。

　伸ばした犯人の私が言うのは気まずくはあるが、水原は分かったと素す直なおにクローゼットを開けた。

「あ、あの服は？　ほら、水原が怪け我がした時、会に参加するために私が借りた服。あれ、格好良いよ」

「そのせいで合コンに失敗して、従姉に怒られたんだろう。君が男装した服を俺が着て行くのか？　俺は、君の従姉に同性愛者とも疑われている。自分の嗜し好こうで君に男装させたと思われる危険がある」

「そうか。それはまずい」

　実りのない話し合いをしているといつの間にか家を出なくてはいけない時間になっていた。

　電車に乗って待ち合わせ場所へ向かう。

「あー言い忘れたけど、ちゃんと主食食べてよ。デザートセットにデザート付けるのはなしね」

　長居できるファミレスに行く予定なので、予あらかじめ釘くぎを刺さしておく。水原は不本意そうな表情を浮うかべながら、渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

　やる気だったな。着く前に気付いてよかった。

「あ、ちーちゃんだ」

　待ち合わせ時間十五分前だというのに、既にちーちゃんは到とう着ちやくしていた。

　不ふ機き嫌げんそうに腕うでを組むちーちゃんの隣となりには、渦か中ちゆうの人物である有岡先輩が立っていた。

　なぜに先輩まで……と疑問に思いながらもファミレスに入れば、すぐに案内された。

　私の左側に水原、目の前にちーちゃん、斜ななめ左に有岡先輩が座る。

「えーっと、紹しよう介かいするね。水原、水原英一。大学の友だち」

「初めまして。狭霧の従姉の鬼おに塚づか千ち里さとです。いつも狭霧がお世話になっています」

「どうも初めまして。水原です」

　社交的な笑えみを浮かべて挨拶するちーちゃんに、水原が軽く会え釈しやくを返す。

「俺は有岡。よろしく頼たのむ。秘蔵の写真集に戴いただいた水原君の絵は、就活時の励はげみとなった。遅くなったが、礼を言おう」

「礼を言われるほどのことではないです」

　有岡先輩と水原は嫌なやり取りをしながら、どう見ても友好的ではない握あく手しゆをしている。

　何しに来たのか、いまいち分からないこの二人は放置。

「あのさ、ちーちゃん！　今朝の電話のことなんだけどっ」

　電話での主導権は完全に取られたので、今度は先にと勢い込む。

　しかしそんな私の気勢を削そぐように

「まず、私の方から言っておくわね。有岡君と私は付き合ってないわよ。気の合う飲み友だちってところかしら」

　あっさりと。ちーちゃんの携けい帯たい電でん話わに、先輩が出たことについて搔かい摘つまんで説明してくれた。

　昨晩ちーちゃんは有岡先輩とバーで飲んでいた。

　そこでちーちゃんは衝しよう撃げき的な事実、水原が男であることを聞いて、飲む量とペースを間ま違ちがえ悪わる酔よいしたらしい。

　ちーちゃんはアルコールに強いし、自分の許容量を知っている。お酒で失敗するとはかなり珍めずらしい。

「家までタクシーで送って貰もらったんだけど……車の振しん動どうで更さらに気持ち悪くなっちゃって、有岡君に吐はいてしまったのよね。本当に申し訳なかったわ、一生の不覚よ」

「気にすることなかれ。俺も野田に吐いたことがある。江え戸どの敵かたきを長崎で討うったようなものだ。人に吐いたゲロはいつか自分に戻もどってくる」

「先輩、ここ飲食店」

　隣の人リゾット食べてるし、営業妨ぼう害がいだ。

「部屋まで送り届けてくるからここで待っていてくれないか？　とタクシーに交こう渉しようしたところ、見事に拒きよ否ひされた。冷たい世の中になったものだな」

　終電はある時間だったそうだけど汚よごれた服で乗るわけにも行かず、ちーちゃんは急いで洗せん濯たくして乾かわかそうとした。

　三十分くらいで乾くだろうし、見られたくないものもあるだろうからと先輩は家に上がるのを遠えん慮りよしたらしいが、秋の夜の冷え込みは激しい。

　コーヒーを飲みながら待機している間、深酒した二人はうっかり寝ね入いってしまった。

「うら若き乙女おとめの部屋で寝ねてしまうとは。紳しん士しの名折れ、失態であった」

「疲つかれている時に、私が飲みに誘さそったせいもあるわ」

「それはお互たがい様だ」

　ちーちゃんは自分の容量を超こえる量を飲んだが、先せん輩ぱいもそれなりに飲んでいた。

　濁にごされたのでよく分からないが、先輩も飲みたくなるような事情があったらしい。

　社会人には学生に分からない苦労があるんだろう。

　携帯電話は先輩が無意識に出てしまったというので、一応納なつ得とくした。

　ちーちゃんと先輩の話が終わり、水原の方を見れば我関せずとデザートを選んでいる。

　せめて聞いてる振ふりをしろ。そして主食を選べ、主食を。

　ばばっとメニューを捲めくる私を水原が迷めい惑わくそうに振り払はらう。

「ビーフシチューオムライスに決めている」

　主食は既に決めていたようだ。話は一時措おいて、私達も料理を選ぶ。

　オーダーを終え、ドリンクバーで飲み物を入れて仕切り直し。

　今度はちーちゃんが聞く番だけど、私の方は電話で一通り話し終えている。

「さーちゃん、ちょっと前に泣き腫はらした顔で帰ってきたでしょう。その原因が気になっているのだけど。水原君ちに行ってたのよね？」

「あー……うん」

「軽く喧けん嘩かしただけって言ってたけど……」

　小さい頃ころから滅めつ多たに泣かない私が喧嘩で泣いたと言ったので、余よ程ほどのことがあったのだとちーちゃんは気になって仕方がなかったらしい。

　水原はその時のことを思い出したのか、露ろ骨こつに顔を顰しかめた。

「俺と喧嘩したのではない」

「へ？　そうなの？」

　首を捻ひねる私に、怪け訝げんそうな顔をするちーちゃん。

　水原は顰め面のまま、あの日のことを話し始めた。あの日の記き憶おくは定さだかでないが、唯ゆい一いつ覚えているのは

「君が喧嘩した相手は、アイロンだ」

　酔よっていたことだ。

　この前レンジさんが、パウンドケーキをくれた。レンジさんが選ぶだけあって悶もだえるほど美味おいしかった。

　お腹なかが減っていたので、水原と半分こして一気に食べた。

　美味しかったね～とご機き嫌げんでフォーク置いたところから少し記憶が抜ぬけた。

　さすがにケーキに含ふくまれているアルコールで酔った前例はない。完全に油断した。

「真っ赤な顔をしながらアイロンに絡からんだあと、私相手じゃ熱くなれないって言うのかっとアイロン台に突つっ伏ぷして泣き始めた」

「……」

「その話を空手サークルに流せば一週間もしないうちに、野田が酔ってライオンに絡んだ話になってるな！」

「先輩、うるさい！……私、アイロン壊こわした？」

　アイロンなら洗濯機とかと違ちがって瞬しゆん殺さつ出来そうな気がする。

「いや、熱くならないアイロンに悲しくなったのかずっと泣いていた」

「さーちゃん……」

「……あのさ、アイロンの先せん端たんにマシュマロが刺さってたのって……」

「仕方ないだろう。君は頭ず突つきとか仕し掛かけてアイロンを挑ちよう発はつしかねないし、それしか手の届くところになかった」

　水原はコンセントを隠かくし、危ない挑発をしないように見張っていたらしい。

　酔いが覚さめてからアイロンに刺さった大きなマシュマロを見て、変なやつって思った。

　あれは私のせいか、申し訳ない。

「ごめん。まさか、パウンドケーキで酔うとは。気をつけてはいるんだけど……」

「すきっ腹に一気に食べたせいだろう」

　あのケーキには最高級コニャックナポレオンをたっぷり染しみ込ませてあった。

　小さいお子様やアルコールに弱い方にはお勧すすめできませんと注意書きがあったのを、酔いが覚めたあと読んだ。

　今までの経験上、お酒を飲んだら何かやってるので、とりあえず水原に謝罪。

　その後に状じよう況きようを伺うかがう。

「軽く喧嘩しただけだ」

　さすがにパウンドケーキじゃそんなものかと話はそこで終わりになった。

「三人揃そろって酒の失敗を話すこととなったな。しかしほろ酔いでも一番破は壊かい力ある、さすが野田だ！　と思ったがそれを慣れた感じでさらっと流す水原君の方がインパクトあった」

　ちーちゃんが持つマイナスのイメージを払ふつ拭しよくしようと試験や就活、その他助けてもらった話をしたが、それよりもずっとアイロンの一件は効果があったようだ。

　ちーちゃんの水原に対する態度が軟なん化かしている。

　夕飯を食べ終わって時計を見れば七時で、ゲームセンターでも行こうかという話になった。

　有岡先輩は、水原を連れて格かく闘とうゲームをしに行ってしまった。私はちーちゃんとクレーンゲームを物色し、取れやすそうな獲え物ものを探す。

「水原君、面おも白しろい子ね。さーちゃんを人だと思っていない発言はびっくりしたけど」

「あーそれは……」

　フォローしようとして、操作を誤った。

　ちーちゃんが好きなゆるキャラが取れやすそうなところにあったのに、勿もつ体たいないことをした。

「まぁ、あれは私の聞き方が悪かったのよ。ちょっとね……今、思えば水原君に嫉しつ妬としてたのね。反省しているわ」

「へ？　水原に？」

　水原のどこに？　とびっくりしてボタンから手を離はなしてしまった。ゆるキャラ捕ほ獲かく、またも失敗。

「さーちゃん、何かあるとすぐ水原君に頼たよるでしょ。有岡君からも、私の知らないさーちゃんの話を沢たく山さん聞いてちょっと寂さみしくなっちゃったのよ」

　社会人だから忙いそがしいだろうなと思って、心配かけないように遠慮していたけどちーちゃんはそれが寂しかったようだ。

　実は私も、社会人になったちーちゃんが遠く感じるときがあって寂しかったし、先輩と頻ひん繁ぱんに飲みに行ってることが面白くなかった。

　お互い様だったようだ。

　目当てのゆるキャラをゲットして、先輩と水原の方へ向かうと、何やら揉もめている。

　ペアでやるアクションゲームをしたらしいが、先輩が的確な攻こう撃げきを繰くり出す後ろで、水原はずっとジャンプ。

　水原はゲームセンター初体験だったらしい。アクションゲームも当然未経験。

「まずは軽く援えん護ごをしてくれ。それからキャラ特有の攻撃方法を教えてやろう」

　このボタンでこうと説明し、プレイ再開。

　水原、ジャンプ。

　ゲームオーバー、操作説明。

　水原、あらぬ方向にジャンプしながら疾しつ走そう。

　ゲームオーバー、状況説明。

「スティックの持ち方からおかしいよ」

　水原はふざけているのかと思ったら、結構真しん剣けんに取り組んでいた。

　画面を見ていると操作が危あやうくなり、手元に注意を向けていると目的とは違う方向に進む。

　水原は家庭用ゲーム機に触ふれたことがないど素人しろうとだった。

「なるほど。あい分かった。もう少し難易度の低いゲーム機に移動しよう。キョンシー水原にゲームの楽しみ方を手ほどきしようではないか！　俺のことはゲームマスター有岡と呼べ」

「嫌いやです」

　レシートを額に貼はられた水原はむっとした顔をしつつも、まずはこっちのゲームだ！　と先輩が指差すゲームの説明書きを読んでいる。

「長くなりそうだなぁ。私、エアーホッケーやりたい」

「良いわよ。ゲームセンターに来るのって久しぶりだわ」

　文句を言い合いながらも、格ゲーやらシューティングゲームやら楽しそうにやってるので、私とちーちゃんも遊ぶことにした。

　不思議な組み合わせだけど、その日以来たまに四人で遊んでいる。
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　大学の友人と卒業旅行について話し合っている最中、携けい帯たいが長々と震ふるえた。

　フランスに一票、と言いながら画面を開く。

　十通以上のメールが全すべて空手サークルのフォルダに落ちていた。

　件名は緊きん急きゆう！　大至急！　など気持ちを焦あせらすキーワードが入っているが、未いまだかつてサークルメンバーからの用事が大事であった例ためしがない。

【王子が白馬から下りて、バイクで暴走中っ！】

【ミシェル、ご乱心！】

【秋の大収しゆう穫かくかっ!?　至急来られたし！　一大事】

　何が起こったのか具体的には分からないが、ミシェルが話の主題なのは分かった。

　ミシェルは合宿が終わった後すぐにフランスに帰省したので、ご無ぶ沙さ汰たになっている。

　何があった？　と返信しても、意味不明な回答を大量に送られるだけだと分かっているので

【卒業旅行の計画立てているから、後で行く】

　メンバーに一いつ斉せい送信する。

　どっちにしても午後の講義で使う教科書が部室に置いてあるので、その前に行く予定だった。

　数分も経たたずに、メール受信。

【サバンナ？】

【どこのサバンナ行くの？】

【仲良しの野生動物いる？】

　まるまる無視して話に戻もどる。

　社会人になると長期旅行は難しいわよとちーちゃんが言っていたので、綿密な計画を立ててから行きたい。

　面白そうな国をリストアップして、候補を絞しぼり込む。

　絞った候補の国情報をそれぞれ分担して調べることにして、話し合いは次回に持ち越こし。

　講義の時間が迫せまっているので、部室へ向かえば。

「おー野田！　やぁーっと来たか！」

「ミシェルの一大事だ！　サバンナでシマウマ狩かってる場合じゃないぞ！」

「ライオンと闘たたかってる場合じゃないぞっ！」

　もちゃーっとメンバーが駆かけ寄ってきた。団子状態で暑苦しい。

　ライオン発言は有岡先せん輩ぱいが例の件をばらしたんじゃないだろうな？　と疑ったけど、メンバーはそれ以上突つっ込んでこなかったので偶ぐう然ぜんのようだ。

　何があった？　と聞こうとして、話の主であるミシェルがいるのに気付く。

　ミシェルを一目見て、絶句。まじまじと二度見。

「……ミシェル？」

　メンバーが騒さわいでいた理由が分かった。

　ミシェルの天使の輪が出来る柔やわらかな髪かみが、丸々と刈かり取られていた。

　ごちゃごちゃとメンバーに絡からまれるミシェルの頭を、遠えん慮りよも忘れてじーっと凝ぎよう視し。

　視線に気付いたミシェルは、照れくさそうに頭を撫なでながら近寄ってきた。

　髪型が激変してもミシェルはミシェルで、私が取りに来た教科書を差し出してくれた。

　教科書を受け取りながら、髪型を褒ほめる言葉を探す。ヘアスタイルを変えた人を褒めるのは鉄則だ。

「僕の髪、変ですか？」

　ミシェルがドアを押さえているので、無意識に部室の外へ出る。

「いやっ、変じゃないよっ!?　ただ、ふわふわの猫ねこッ毛に見慣れているから違い和わ感かんがあるというか……」

　連れ立って歩いていると、大学の女の子たちがミシェルに気付いて悲鳴をあげた。

　えーっショックー、何あれ～残念とヒソヒソ話す声も聞こえる。

　ミシェルの髪型、かなり不人気。

　似合わないというわけではないけど、王子のイメージからちょっと離はなれた。

「あのさ……理由を聞いても良い？」

　女の子に不評なので落ち込んでいるかな？　とちらっとミシェルを窺うかがう。

　ミシェルも私を見ていたようで、ばっちりと目があった。

　にっこりと穏おだやかに笑うミシェルは、ヒソヒソとしたざわめきを気にしていないようだ。

　むしろ嬉うれしそうに見えるのは気のせいだろうか？

「気持ちを切り替かえたかったんです。さっぱりしました」

　髪型だけじゃなくて、ミシェルの雰ふん囲い気きが前と少し違ちがう気がする。

　ミシェルは長身だけど、線が細いというか肉体労働をしない貴族みたいな感じだった。

　少し見ない間に筋肉が付いてがっしりしたような気がする。

「フランスで筋トレでもした？」

「帰省中はパリの空手道場に毎日通っていました」

「へ？　パリにも道場ってあるのっ？」

　フランス人と空手ってミスマッチな気がする。

「フランスで空手は大人気ですよ。熟練者が沢たく山さんいたので勉強になりました」

「へぇ。でも帰った時くらいゆっくりすれば良いのに」

　空手の練習なら日本でも存分に出来る。

「有岡先輩に負けっぱなしは悔くやしいので。後おくれを取っているのは分かっていますが、このまま引き下がれません」

「有岡先輩は昔からやっているから仕方ないよ」

　有岡先輩の空手の実力は全国大会出場レベルだ。

　対してミシェルは大学から始めたばかりで、技術も体力も先輩には遠く及およばない。

「手て強ごわいのは承知しています」

　私を見ながらそう言ったミシェルは、携帯を取り出してパリの道場の写真を見せてくれた。

　携帯のデータフォルダには、パリの町並みの画像も入っていた。

「やっぱり素す敵てきだね～」

　花の都と呼ばれる世界屈くつ指しの観光都市パリはお洒落しやれで、魅み力りよく的だ。

　画像を見ていると、ルネッサンスーと乾かん杯ぱいしたくなる。

「狭霧さん、前危ないですよ」

　ミシェルは携帯に目を落としたままの私の肩かたを引いて、人とぶつからないように誘ゆう導どうしてくれた。

　パリは卒業旅行の有力候補の一つだ。

　パパとママが旅行した時から、フランスに惹ひかれた私がぐっと推おしている。

「卒業旅行の候補にフランス入ってるんだ」

「Ça sonne bien!」

　ミシェルはぱっと嬉しそうに笑った。

　もしフランスに決まったら見所教えますね、美しいところ沢山ありますよ、とキラキラした勢いに押される。

　髪を切ってもミシェルは眩まぶしい。

　教室の入り口でミシェルと別れて席につくと、またもや携帯が震えた。

　ちょっと遅おそめのお昼ご飯を取っているらしい有岡先輩からだった。

【解げせぬメールが大量に送信された。状じよう況きようを確かく認にんし説明してくれ】

　メンバー、社会人で忙いそがしい有岡先輩にもメール大量送信。本当にはた迷めい惑わくなやつらだ。







　ミシェルの断だん髪ぱつが学内に広まった週の日曜日。

　ちーちゃんが映画のペアチケットを二枚持っていたので、私とちーちゃんと有岡先輩と水原で行くことになった。

　映画館近くのレストランで熱々のピザを堪たん能のうしながら、話題は髪を切ったミシェル。

「サークルのメンバーがミシェルの真似まねをしようとしてたぞ」

「げっ！　あのミシェルですらイメージダウンした髪型なのに……」

　断髪、それがもてスキル上級編ならば俺らもやっちゃおうかとっ！

　勘かん違ちがいしたサークルメンバーが床とこ屋やに押し掛かけようとしたが、その前に師し匠しようと仰あおぐ先輩にメールしたようなので、未然に防ぐことが出来た。

　予あらかじめ事の次し第だいを先輩に連れん絡らくしておいて良かった。

「ミシェルは天然の金きん髪ぱつなんですが髪だけ見るとヤンキーっぽくて、女の子に物もの凄すごく不評です」

　髪って人の雰囲気を決める大事なポイントの一つなんだなと改めて思った。

「ほほう、王子ファン激減とは。……そう来たか」

「気持ちを切り替えたかったと言ってましたが……何か知ってるんですか？」

　したり顔で頷うなずく先輩をうさんくさいなぁと見る。

「さーちゃん、食べないと冷めるわよ」

　聞き手に回っていたちーちゃんが、私のお皿にバゲットを乗せてくれる。

　バゲットを千切りながら、再度尋たずねると

「王子の称しよう号ごうはステータスだが、それが時として邪じや魔まになっ……ぶはっ」

　コーヒーを啜すすりながら話していた先輩が、盛大に噴ふき出した。

「きたなっ！……ちょっ、どうしたんですか!?」

　ごほごほ咽むせる先輩の背をちーちゃんが叩たたく。先輩は口をナプキンで押さえながら、コーヒーカップを指差した。

　先せん輩ぱいが飲んだコーヒーを覗のぞき込めば、蟻ありが登山できそうな砂糖の山。

　明らかな飽ほう和わ状態だ。

　犯人は話そっちのけで砂糖のスティックを弄いじっていた水原に違いない。

「水原？」

「俺がやった」

　あっさり自供。

　犯行を認めたものの全く反省の色を見せない水原に、呆あきれた視線を向けてしまう。

「先輩が水原のケーキ食べたこと、まだ怒おこってんの？」

　犯行動機は聞くまでもなく、既すでに分かっている。

　昨日ママとキャロットケーキを作った。

　水原は映画を観みながらそれを食べるつもりだったが、隙すきを見て先輩が全部食べてしまった。

　水原、かなり不ふ機き嫌げん。どうやらずっと、仕返しの機会を狙ねらっていたらしい。

「砂糖勿もつ体たいないなぁ～」

「野田、砂糖が気管に入った俺への心配はないのか？」

「だって先輩が悪いですよ。水原からお菓か子しを奪うばうなんて」

　ちーちゃんがテーブルを拭ふいて、後始末をしている。服に掛からなかったのが救いだ。

「それに関しては、俺にも言い分がある」

　先日、水原と先輩は車を買いに行ったらしい。

　資金が貯たまった先輩と水原の購こう入にゆうのタイミングが一いつ致ち。

　同時に二台買うと大おお幅はばに値下げしてくれるというので、二人揃そろって先輩の知り合いのディーラーに出向いた。

「先輩と水原って仲良いのか、悪いのか分かんない」

「全くよね」

　水原は学生の分際で車を買ったようだが、そもそも免めん許きよを持っていたこと自体が初耳だ。

「待ち合わせ場所に着くと、水原君が不味まずそうににんじんケーキを食べていたのだよ」

　水原はキャロットケーキを見ては溜ため息を零こぼし、不味いっ！　と全身で表現していたらしい。

「……それってさーちゃんが作ったケーキなのかしら？」

　ちーちゃんはそのケーキを私が作ったものだと誤解して顔を顰しかめている。

　キャロットケーキは昨日より以前に作った記き憶おくがないので、私のじゃない。

「誰だれかの手作りっぽかったけどな」

　先輩は水原からそのケーキをもらったらしい。白地にピンクの花はな柄がらのラッピング袋ぶくろには、成分表示や材料などの印字はもちろん、お店の名前すら入っていなかったそうだ。

「恐おそる恐る食べてみると、思いのほか美味おいしかった。野菜の甘さが控ひかえめで、腹に軽い。ぺろっと食べ終えた後、水原君はにんじんケーキが嫌きらいなんだなと察したのだよ」

　先輩は口の中が砂糖でじゃりじゃりするのか、水を何度も飲みながら自己弁護を続けている。

「今日、おっはーと元気よくやってきた野田の手ににんじんケーキがあった。野田が作ってきたケーキを、水原君がまずっ！　ぺっぺとやっては傷つくだろうし、ここは一つ営業部門のエリート有岡が先手を打とうと思ったわけだ」

　先輩に悪気がないのは分かった。

「でも水原がキャロットケーキ食べたいって言ったんですよ。私、にんじん好きじゃないから作りたくないのに」

「そうなのか？」

「さーちゃん、お子様味覚な所あるわよね。ピーマンもあまり好きじゃないのよ」

「出されたら食べるよ」

　ただ嫌いな材料がメインのお菓子は気が乗らない。

　野菜嫌ぎらいの水原がなぜか最近キャロットケーキを食べたがっていたけど、やっぱり今日はこっちにしようとリクエストを無視していた。

　昨日ママの仕事がお休みだったので、一いつ緒しよに作った。二人で作れば早いし、楽しい。

「正直に言えば、水原君が前に持っていたにんじんケーキの方が野田のよりも出来が上だった」

「悪かったですね！」

　もう当分キャロットケーキは作らないと思った私の心中を察したのか、水原が恨うらみがましい視線を送ってきた。

「水原、にんじん嫌いならいーじゃん。私も好きじゃないし」

「君が作ったのを食べたかったんだ！　デリート有岡め、覚えてろ」

　先輩、消された。

「まぁ、悪気はなかったんだし」

　めんご！　と謝る先輩の事情を汲くんでフォロー。

「悪気があったら、パスタのエビを投げ入れている」

　情状酌しやく量りようはしたようだ。

　先輩はエビに惹ひかれてシーフードパスタを頼たのんだ。エビをコーヒーに入れられたら、大ダメージ。

「野田、尊敬する先輩のエビが危機に晒さらされている！　ここは俺が奢おごろうではないか！　その代わり、ケーキを作り直してくれ」

「別にいいですけど……」

　何だか知らないが、嫌いなはずのキャロットケーキを異常に食べたがっている。

　こうなるとしつこいので、気分が乗るときにチャレンジしよう。

　嫌いなものを食べたがる水原といい、突とつ然ぜん断だん髪ぱつをしたミシェルといい、年とし頃ごろの男の子の考えって分からないなぁと思った。
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　卒業旅行の行き先が決まらない。

　あの国も良い、この国も面おも白しろそう、でも費用の問題で厳しいかもと話が平行線になっている。

　決め手になるような情報を集めようと、久しぶりに大学の図書棟とうに行った。

　数カ国のガイドブックを手に取ったは良いものの、席が空いていない。

　どこか空かないかなぁとうろうろと彷徨さまよっていると、階段を上る水原を視界の隅すみに捉とらえた。

　何て良いところに！　と追いかけて、研究室の席を確保。

「そーいえば、何かの賞を取ったんだって？」

　電光掲けい示じ板ばんに水原が論文コンテストで受賞した情報が流れていた。

　学内ホームページにも載のっていたのでさらっと読んだけど、米国主しゆ催さいのコンテストらしく、よく分からなかった。

　受賞の記事は専門用語と英語が満まん載さいで、論文のタイトルすら理解できない。

　ただ凄すごい賞なのは間ま違ちがいないので、とりあえず祝っておく。

　水原は興味なさそうに頷うなずきながら、高級感溢あふれる黒い箱を取り出した。

　どれがメインとも言いがたいキラキラしたチョコが十五粒つぶ。

　艶つややかに光るチョコは溶とけ始めた時と、溶け終わる時の味わいが微び妙みように変わる。

　芳ほう醇じゆんなカカオがすっと鼻に抜ぬけた。

「……転げ回りたくなるほどおいしいチョコだね」

「俺の研究室では止やめてくれ」

　あまりのおいしさに陶とう然ぜん。

　次のチョコも食べたいと思うけど、食べたチョコの余よ韻いんが消えるのも勿もつ体たいない気がする。

「……えー、そうそう受賞おめでとう」

　チョコに感動して、何の話をしていたのか分からなくなった。

　不自然な流れで、中ちゆう途と半はん端ぱになった賞のお祝いを言い直す。

「授賞式はニューヨークかぁ～」

　それなりに大きなコンテストなので、航空チケットと宿しゆく泊はく費は主催者負担。

　良いなぁと羨うらやましげに水原を見るも、面白くなさそうな表情を浮うかべている。

　乗り気ではない様子に、何でだろ？　と首を捻ひねりつつ

「証券会社に就職するんだから、ウォール街に行ってみるとか。ニューヨーク証券取引所って見学可能らしいよ」

　卒業旅行の参考用に持っていたアメリカのガイドブックを差し出す。

　水原はそれを冷めた目で一いち瞥べつして

「アメリカの菓か子しは不味い」

　ばっさりと切り捨て。

「えっ……そこ!?」

　国の価値をスイーツ一つで決めている。

　いやいやいや、違ちがうだろ！　と反論。

「アメリカの魅み力りよくはスイーツじゃないよ。自由の女め神がみとか、タイムズスクエアとかセントラルパークとかメトロポリタン美術館とか、博物館とか！」

　アメリカは世界中から人が集まる国なので、文化、食、宗教などが入り乱れて色んなものがダイナミックだ。

「アメリカの菓子は一つの味を主張しすぎて調和がない。見た目も色もどぎつい。日本人の口には合わないものが多いだろう。特にグミ」

「お菓子の話はしてないじゃん！」

　アメリカも卒業旅行の候補に入っているので、情報は新しい。

　仕入れたばかりの情報を熱く語ってみても、水原には全く響ひびいていない。

　白けた感じでチョコを食べている。

「ならば代わりに君が行くか？　男装すればばれやしない」

「ばれるよっ！」

　水原が所属するゼミの教授の半強制的な推すい薦せんで、水原自身の参加意志はほぼなかったらしい。

　片道十三時間のフライト、長い授賞式、受賞の挨あい拶さつ、他ほかの受賞者との交流会。

　社交性のない水原はそれらが面めん倒どうな上アメリカンスイーツも期待できないので、嫌いやで仕方がないようだ。

「いつから行くの？」

「来週の月曜の夜に行って、金曜に帰ってくる」

「弾だん丸がんだね」

　行き帰りを抜かせば、正味三日の滞たい在ざい時間だ。

　それでも少し無理をすれば、ナイアガラの滝たきやラスベガスとかも行けるよと勧すすめてみるも、全く反応なし。

「これを食べてみろ。アメリカから取り寄せたミシシッピー・マッドパイだ」

「……チョコ好きにはたまらない一品だよね」

　ミシシッピー・マッドパイはチョコの生き地じにチョコのフィリングをたっぷり詰つめて、上からチョコソースをかけたアメリカのケーキだ。

　これでもか！　と甘さを凝ぎよう縮しゆくさせているので、一口で満足する。

　とりあえず食べてみようと手を差し出すと、ずっしりと重い大きめのカットを乗せられた。

　小さいので良いのに。

　一口齧かじって撃げき沈ちん。甘党の私でも、ちょっと厳しいお菓子だった。

「やっぱり君だってアメリカの菓子、口に合わないんじゃないか。アメリカの菓子は自己主張が強く、協調性がない」

　水原は勝ち誇ほこったような表情を浮かべている。

「たまたまこれが外れただけかもしれないじゃん！　実際行ったら、物もの凄すごく美味おいしいスイーツが見つかるかもよ!?」

　そもそもアメリカのお菓子だって、水原に協調性がないとか言われたくないと思う。

　それから四日後、渋しぶりに渋りながら水原はアメリカに旅立っていった。
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「ミシェルいるー？……何やってんの？」

　部室に入るとメンバーが一ヶ所に群がって、何かを見ていた。

「お！　野田、見ろよ～これ！　ついに空手サークルから有名人がっ！」

　一体何だ？　輪に入って覗のぞき込めば、そこには一冊の雑誌。

「えーと、何々？　町で見つけたイケメンボーイ……ってミシェルじゃんっ!!」

　表紙を見れば、私ですら知っている有名な誌名。

　そのコーナーは、見開きカラーで割さいてあって、半ページミシェルの写真。載っている男の子は全員で六人。

　一位ミシェル、二位から四位はいなくて残りは全員同着五位みたいなページの配分。

「あのっ狭霧さん。違うんですっ！」

　私がじっくり見ようとした雑誌を、ミシェルが引っ張った。

　違うって何が？

　先日ミシェルは、ぜひ写真を本誌に掲けい載さいさせてほしいとカメラマンに声をかけられたらしい。

　ミシェルは即そく座ざにお断り。しかしカメラマンは諦あきらめずに、しぶとく交こう渉しよう。

　ミシェルは重ねてお断り。カメラマンは粘ねばり強く交渉。

　ミシェルは丁てい寧ねいにお断り。カメラマンは必死に懇こん願がん。

　昨今、出版業界はインターネットシェアに押されて売り上げが厳しくなっているから、記事の濃こさは死活問題なんだろう。

　雑誌はクリスマス特別号なのでそれも含ふくめ、かなりの部数を期待したのかもしれない。

　ついに根負けしたミシェルは、小さく載るならと条件をつけて了りよう承しようした。

　どう見ても小さくないけど。

「え～でも良いじゃん！　格好良く写ってるし」

　爽さわやかに微笑ほほえむミシェルは見慣れているけど、この写真みたく少し不ふ機き嫌げんそうにしている表情は珍めずらしい。

　斜ななめに逸そらされた横顔が大人っぽく見える。

「そっ……そうですかっ？」

　ミシェルが照れ笑いをしつつ、雑誌を閉じた。

　ミシェルは王子とあだ名が付くほど容姿が整っている。学内でも無許可で写真が出回っているけど、それとは比べ物にならないほどきれいな写りだ。

　さすがはプロのカメラマン。

「ところで、どうしてこの雑誌を？　僕、誰だれにも言ってないのに」

「え？　学校中に回ってんぜ。女の子がキャッキャしながら見てた」

　ミシェルががーんと言った感じで、机に手を突いて項うな垂だれた。

　こういう情報が回るのって速いからなぁ。今はインターネット文化だし。まさに音速で情報が走る時代だ。

「やーっぱり面つらが良いってのはそれだけで人生得だよな～」

「同じ服着ても、イケメンはお洒落しやれ、ザコメンはワロス。同じ事言っても、イケメンは飾かざらない、ザコメンは無神経。子供に話しかければ、イケメンは子供好き、ザコメンは誘ゆう拐かい犯……俺、迷子かなって思っただけだったのに……」

　何だ、何だ。過去に何があった？

　通じるものがあったのか、お互たがいを励はげまし始めたメンバー。お前はフツメンだよ、お前もフツメンだよ、お前だって中の下の上だよ、いやいや下の上の上だよとか何とか。

「雑誌はどうでも良いですから……それより狭霧さん、僕に用事があったんですか？」

「あ、うん。あのさ、モン・サン・ミシェルのこと聞きたくて」

　ガイドブックを開いて、有名なフランスの世界遺産の写真を見せる。

　どこに行くにせよ金銭的な事情から、観光ツアーには申し込まず、自力で行くのが前提だ。

　フランスに行くなら絶対外せないスポットだけど、アクセスに少々難あり。

　ミシェルはちょっと待ってくださいね、と言いながら携けい帯たいを操作して、サクサクと何かを調べている。

　どれどれ？　と覗き込んだけど、フランス語なのでさっぱり分からない。

「あとね、オムレツのこと知りたい。モン・サン・ミシェルで有名なオムレツがあるってテレビで見たんだけど」

「僕は食べたことありませんが、友人たちには好評でしたよ」

　ふむふむと頷うなずきながらメモを取っていると

「何々、モンサンミシェルって何？　ミシェルは王子って知ってるけど、モンさんって誰？」

「馬ば鹿かか、お前！　さんっつーのは、日本の敬けい称しようだろーが。フランスじゃ使わねーよ。モンとサンとミシェルの三人だろ」

　暇ひまを持て余あましたメンバーがガイドブックを奪うばって絡からんできた。

「おぉ！　すげぇじゃん！　この豪ごう邸てい、もしかしてミシェルの家～？」

「豪邸は羨うらやましいけど、生活するにはちょっとなぁ～。トイレが遠すぎて漏もらしそうじゃね？」

「問題ねーよ。机の上のベルを鳴らせば颯さつ爽そうとメイドさんが現れて、おまるが届くとか……それはちょっと人としてダメだな」

「メイドさんと言えば、オムライスに萌もえ文字だ！」

「そーいや、さっき野田がここには有名なオムレツがあるとか何とか」

「ってことは……それって萌え萌えオムライスっ!?」

「あーもう邪じや魔ま！」

　なんで世界遺産の写真を見て、メイド喫きつ茶さの話にワープするんだよ。フランスじゃなくて秋あき葉は原ばらの話をしているメンバーをしっしと払はらって、本を取り返して仕切り直し。

　なんだよーと言いながら、メンバーが離はなれてトランプをやり出した。それを確かく認にんしてから、こそっとミシェルに耳打ちする。

「あのさ、モンサンって何？」

　実は私も知らない。人じゃないとは思うけど、正確なところは分からない。

「モン・サン・ミシェルは、聖なるミカエルの山と言う意味です。モンは山、サンは聖なる、ミシェルは、大天使ミカエルのフランス読みなんです」

　ミシェルは携帯で調べたルートを走り書きしながら、私を見てにこりと笑った。

「へぇ～ミシェルって名前、天使からとってるんだ」

　ぴったりだ。ふんわりと柔やわらかそうな金色の髪かみ（今は短いけど）、透すき通るような目の色、死角のない完かん璧ぺきなミシェルの容姿は王子とも言えるけど、天使とも言える。

「キリスト文化圏けんでは聖書から名前を取るのは珍しくないんです。例えば、ミケランジェロとかラファエロとかもそうですよ」

　天使に名前負けしないのも凄すごいなぁと感心していると、照れた感じのミシェルが、名前仲間を挙げた。

　ラファエロは分かるけど、ミケランジェロのどこが天使？　と首を捻ひねる私に気付いて、ミシェルがMichelangeloと走り書きしたメモを渡わたしてくれた。

「ミシェル、エンジェルとも読めるでしょう？」

「本当だ！」

　これは面おも白しろい豆知識だ。未いまだに行き先をディスカスしている友だちに披ひ露ろうしよう。

「あとさー入場チケットの当日購こう入にゆうって結構並ぶ？」

「状じよう況きよう次し第だいだとは思いますが、調べてみますね」

　それからしばらくミシェルとフランスの見どころについて話していたけど、またも中断することになった。

　今度は空手メンバーではなく、例の雑誌を持ってきゃっきゃはしゃいでいる女の子の集団が、ミシェルを訪ねてきたのが原因だ。

　断だん髪ぱつで落ち込んだミシェルの人気が、雑誌の写真ひとつで一気に浮ふ上じようしている。

　ミシェルは困った顔をしながら断っていたけど、昨今の女子大生はかなり積極的だ。半ば強ごう引いんに連れ出されていった。

「狭霧さん」

　ミシェルが振ふり返りつつ、私の名前を呼ぶ。ミシェルの声を追って、女の子たちの視線が私に集まった。

「あとでメールしますね」

　私は分かったと頷いて、手を振った。

「うぉっ！　今の子たち、野田のことすげぇ目で睨にらんでいたぜ！」

「それは私も気づいた……。久々の絶対零れい度どビームだった……」

　大貧民をしていたメンバーが、ウヒョーと言った顔でドアを凝ぎよう視ししていた。

　ミシェルと連れ立って出て行った女の子たちは、ミシェルから見えない位置で私を睨んでいった。ミシェルに向けるうるうる潤うるんだ目をすっと細めて、バシュとレーザー光線。

　殺気に慣れているはずの私が、怯ひるんだ。

　女の子たちの熱っぽかった目が、一いつ瞬しゆんで氷点下まで落ちるのが怖こわい。

「たまにいるんだよね～有岡先せん輩ぱいとか、ミシェルとどういう関係なのか聞いてくる子」

　先輩は卒業したし、ミシェルは木下さんと付き合っていたから、暫しばらくはご無ぶ沙さ汰ただったけど。

「野田って男だけじゃなくて、女の子の敵でもあるんだなー……」

「女の子大好き～な俺らでも、あの勢いで問い詰つめられるとこわこわって思う時あるしなぁ～」

「年上のお姉さまの迫はく力りよくには俺らちびる時あるぜ」

「なんでそっちも？　さすがに女の子たちも、そこまで邪じや推すいしないっしょ」

　メンバーはうんうんと頷き合っているが、話が読めない。

「ちげぇよ！　お前について俺らに探さぐり入れてくんのっ」

「差し入れの時とか、試合の時とか、野田のこと聞いてくんだよ」

「俺も聞かれたことある。あの子、有岡君を追って空手サークルに入ったんじゃないの？　とか、ミシェル君が入るって知って、先回りしたんじゃないのとか何とか」

「先回りって私はエスパーかっ！……初耳なんだけど。その時言ってくれればいーのに」

　大部分の女の子は私を見て、ありゃないわ～あのシャツはないわ～あの子が有岡さんとミシェル君と？　ないわ～と引き下がったらしいが、中にはそれでも疑う女の子がいたそうだ。

　直接言ってくれれば、その場で先輩にしろミシェルにしろ、何ら疑うような関係ではないと説明したのに。

「俺ら、そういうことあったらまず有岡先輩に報告するよう言われてたから」

「へ？」

「俺も。先輩に言った後は何もなかったし、別に野田に言わんでもいいかーって」

「え？」

　それも初耳なんだけど。

「次は、一休さんしようぜ、一休さん」

「あ、私もやる」

　気を取り直して、トランプを囲む輪の中に入る。

　先輩の話は全く知らなかった。その件に関しては今度会ったとき、直接先輩に聞いてみよう。

　ちなみに一休さんとは。

　トランプを裏向きで輪になるように並べ、一枚ずつ捲めくり、一と九と三が出た場合、カードの上に手を置く。

　手を置くのが一番遅おそかった人がカードを回収し、最終的にカードが多い人が負けというゲーム。

　楽しかったけどトランプが廃はい棄き処分になった。怪け我が人も出た。白熱しすぎたと思う。







　トランプで良い汗あせを搔かいたので、飲み物でも買おうかと購こう買ばいに向かっている途と中ちゆう

「野田狭霧さん、やな？」

　女の子に呼び止められた。

　聞きなれない関西弁に、はて？　と振り返ればやはり知らない女の子。

　女の子から明らかな敵意を感じ、初対面だよなぁ～？　とまじまじ顔を確認する。女の子は猫ねこのような吊つり目と、強めにカールしている脱だつ色しよくした髪が特とく徴ちよう的で、背が低く少しぽっちゃりとしていた。

　三年の必修講義の教科書を持っているから、一つ下の学年かもしれない。

「あんたに話があるんよ。顔貸してくれへん？」

　くいっと近くの空き教室を、顎あごで示された。

　疑問形でいて、命令形のような響ひびきがある。

　このタイミングで、このシチュエーション。

　女の子の用件はすぐに察することが出来た。溜ため息いきを吐つきつつ、女の子の後に続く。

　中に入るなり女の子はくるっと私に向き直ると、ずいっと人差し指を突つきつけた。

「単刀直入に聞くで。あんた、水原っちとどういう関係なん？　付き合ってるん？」

　やっぱりな。

　苦笑いしながらふぅっと息を吐いて、低めの位置にある女の子に視線を合わせる。

「付き合ってないって。ミシェルとは同じサークルで、先輩後輩の……」

「……」

　……あれ？

「あれ？……ごめん、誰だれだって？　もう一回言って貰もらえる？」

　おかしいな。ミシェルでも、有岡先輩でもない名前が出てきたような……。

「せやから、水原っちとどういう関係なんって聞いてんのや」

「水原!?」

　想定外の人物の登場に驚おどろく。え？　水原ってあの水原英一で良いの？　と再度確かく認にんすると、そうやって言っとるやろっと怒おこられた。

「どうなんや？」

「いやいや、付き合ってないけど。全くそういう関係じゃないけど」

　ずずいっと女の子がにじり寄って、問い詰めてくるので手を振って全否定。付き合ってないんやな！　っと念を押したあとで女の子は立て続けに質問してきた。

「ほなら、水原っちにお菓か子し作ってるってのはホンマなん？」

「ちょっ、ちょっと待って。とりあえず……名前聞いていい？」
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　女の子は私を知っているようだけど、私は全く知らない。

　女の子ははっとしたように詰め寄っていた距きよ離りを広げ、こほんと咳せき払ばらいをした。

「つい熱くなってしもーて堪かん忍にんな。失礼やった。うちの名前は、野の々の宮みやさくら。苗みよう字じで呼んでな、さくらって名前嫌きらいなん」

「そうなの？　かわいいと思うけど」

　日本人っぽくて良いと思う。キラキラした名前が多い中、古風で雅みやびな名前は逆に新しん鮮せんだ。

「うちには似合わん」

　きつい見た目やってよく言われるんや、と野々宮さんはぷいっとそっぽを向いた。ちょっと吊り上がった目は勝ち気そうだけど、きついという感じはない。

「呼び名なんてどうでもええ。聞きたいのは水原っちの事や。もう分かっとると思うけど……うち、水原っちのこと好きやねん」

　ミシェルや有岡先輩に関しては何度か経験あるけど、水原に関しては初めてのことだ。

　水原は我が人生に恋れん愛あい必要なしと豪ごう語ごしているので、こんなケースがあるとは思わなかった。

　野々宮さんは、私の前の机にどっかりと座ると、水原を好きになったきっかけについて語りだした。

　水原は恋愛ごとには一いつ切さい関心を示さないので、興味津しん々しん耳を傾かたむける。

「うちと水原っちは同じゼミなんやけど、うちの元彼も同じなんや」

　野々宮さんは元彼の部屋を掃そう除じしたり、料理を作ったり、洗せん濯たくをしたりして、色々と尽つくすタイプだったらしい。

　野々宮さんの元彼はそれに感謝することもなく、調子に乗ってあれこれ要求、揚あげ句に浮うわ気き。

　不実を責める野々宮さんに

「だってお前、デブだから女としてはちょっとなぁ」

　悪びれもせずに言い放った。

「最低な男じゃん。捻ひねり潰つぶして良いレベルだよっ」

　ありえない。良かったら私がやろうか？　と奮起する私に比べ野々宮さんは

「うちもそう思う」

　と落ち着いている。野々宮さんの中では消化された過去の出来事のようだ。

　外部の私が怒っても仕方がないことだが、しかし腹立つ。

　そもそも野々宮さんはデブではない。確かに標準体重よりはちょっとあるかな？　と思うけど、ぽっちゃりの範はん囲いだ。

「うちのゼミにな、華きや奢しやでかわええ子がおるんや。元彼はその子に気ぃあるみたいやったけど、その子はなー水原っちに言い寄ってたんよ」

「へぇ……」

　水原のどこに魅み力りよくを感じるのか分からないけど、意外にもてている。

　あれか、あの天才とバカは紙一ひと重えを地で行く性格か？　それともマイペースだけど、義ぎ理り堅がたいところとか？

「元彼はその時から水原っち目の敵かたきにしとったんやけど……水原っちは相手にしとらんかったよ。元彼が菓子を掠かすめ取るまでは」

「あー……うん、先が読めた」

　大たい抵ていのことは気にしない水原だが、ことお菓子が絡からむと話は別。聞けば元彼は水原が大事に取っておいたお菓子を、いない隙すきを見て食べ尽くしたらしい。

　そりゃ、窃せつ盗とうだと呆あきれる。もちろんその時点で、水原は元彼を敵認識。

「水原っちゼミで殆ほとんど発言せぇへんのに、元彼のプレゼンだけは質問の形を借りた否定の集中攻こう撃げきをして困らせてた。ただ菓子の敵討うちしただけなんやろうけど、うちはすっきりしたんや」

　水原、グッジョブ。良くやった！

「うちな、それから水原っちのことよく見るようになって……」

　その華奢なかわいい子が

「水原君って眼鏡ない方が格好いいと思う。コンタクトにしたらどうかなぁ？　見たいなぁ」

　とかわいく強請ねだれば、次の日水原は眼鏡を三個かけてきたとか。しつこい女の子にうんざりしていたらしいが、それにしてもやることが馬ば鹿かだと思う。

　腹立つ元彼が

「なぁ、水原。お前はどっち派？　ロング？　ショート？　どっちにしてもふわっとした柔やわらかい髪かみが良いよなぁ。剛ごう毛もうは勘かん弁べん」

　髪が太くて広がりやすい野々宮さんに当てこするように言った時

「生えていればいいんじゃないか」

　物もの凄すごくどうでもよさそうに言ったとか。

「ぱっちりくりっとした目の女の子ってかわいいよな～。きつい吊り目とか勘弁。水原もそう思うだろ？」

　またもや野々宮さんに当てこする元彼の言葉に

「俺は実用重視だ」

　ぱっちりお目めよりも、視力二・五の方が好ましいと返したとか。視力〇・五以下のお前が言うなと思うけど。

　野々宮さんは外見を重視しない水原に、どんどん惹ひかれていったらしい。

「うちな、水原っちに二回告白して、二回振ふられとんのや」

　最初の告白は、コンマ一秒の間もなく断られた。野々宮さんは諦あきらめきれずに、再度挑ちよう戦せん。

　水原が甘党だという周知の事実を利用して、あれこれ話しかけるようにした。

「美味おいしい店の話とか振ると、反応してくれるんや。うちのおかん、料理教室開いとるん。うちも料理得意やねん。製菓も得意やから水原っちの気を引けると思ったんやけど、駄だ目めやった」

　二度目の告白は、手て間ま隙ひま掛かけて作ったお菓子も持参。付き合って欲しいと言う告白はコンマ一秒より速い速度で玉ぎよく砕さい。

　せめて菓子だけは受け取って欲しいと頼たのめば、それは受け取ったそうだ。

「一度食べれば、気に入ってもらえる自信あったんやけどなぁ」

　ふうとため息を吐つきながら、野々宮さんは鞄かばんからかわいい袋ふくろを取り出した。

　ふわっと漂ただようバターの匂においに、私のお腹なかがきゅうっと反応する。それを聞いた野々宮さんは食べる？　と袋からアルミに包まれたスイートポテトを手て渡わたしてくれた。

　礼を言って、早さつ速そく齧かじりつく。

「うわっ！　凄すごい美味しいよっ!!」

　一口食べて惜おしみなく拍はく手しゆ。お芋いもとバターがしっとりとして、口の中で解ほぐれた。一つ一つの工程を、全すべて丁てい寧ねいに手間隙かけて作った味がする。

「バターとお芋って合うんだな！　って改めて思った」

　んうまー、これ！　うまー！　と一口食べるごとに感想を言っていたら

「……まだ余ってるんよ。全部食べてええで」

「えっ？　良いの？」

　袋ごとスイートポテトを渡わたされた。三、四個は入ってる。

　せめて一、二個にしようと思ったら、ダイエット中なのでむしろ食べて欲しいと言われた。

　気にするほど太ってないのになぁと思いながら、遠えん慮りよなく戴いただいた。

　焼き加減が絶ぜつ妙みようで、バターの風味と甘さも程ほどよくて飽あきない。

「コクがあるね」

「生クリームと牛乳を混ぜるとコクが出るんよ」

「へぇ！　生クリームだけだと濃こく感じる時あるし、牛乳だとあっさりしすぎだよね。混ぜるのかぁ～」

「うちは芋二百に、生クリームと牛乳十ずつ入れとるよ」

　なるほどと話を聞きながらぺろっと食べ終えたら、野々宮さんが複雑な顔で私を見ていた。

「ごめん、やっぱり全部食べちゃ駄目だった？」

「それはええんやけど……野田さんって沢たく山さん食べるんやね。それでその体型？　って羨うらやましくてしゃーないだけ」

　食べても身に付かない体質なのは自覚している。

　胸の辺り、もうちょっと付いても良いよなぁと思うけどそううまくはいかない。

　野々宮さんが私を見て、はぁっと溜ため息いきを吐いた。

「そもそもうち、水原っちについて話しに来たのに、なしてスイートポテトの作り方で盛り上がってんのやろ？」

　出直すわと溜息を吐いて、席を立った野々宮さんにもう一度お菓か子しの礼を言う。

「水原っちがアメリカから帰ってきたら、うちもう一度告白するつもりやねん。その前に水原っちと野田さんが付き合ってんのか確かく認にんせな思った」

　安心したわ、と呟つぶやいて野々宮さんは去って行った。







　その日から二日後の午後一の授業。

　三十分ほど記き憶おくが飛び、講義終しゆう了りようのチャイムではっと目が覚めた。

　教授はプロジェクターを片付けているし、周りの学生は退出する支し度たくをしている。あーと思いながらノートを見れば、見事な象形文字が書いてあった。

　まずい、思いっきり寝ねた。この授業は知り合いがいないからノートを写させてもらうことが出来ない。それなのに寝るとは。

　でも、あの教授の眠ねむ気けを誘さそう声も悪い。そうだ、そうだと責任転てん嫁かしながら、教室を出たところでいきなり腕うでを摑つかまれた。

「うわっ！」

　何だ!?　と反はん撃げきの体勢を取ったものの

「待ってた！」

　キレ気味だが、聞きなれた声に力を抜ぬく。顔を見なくても、誰だれだか分かった。

「脅おどかすなよ。ここで、何してんの？」

　目の下にくっきりクマを作った水原が、むっすーと不ふ機き嫌げんオーラを背負いながら、突つっ立っていた。

「君を待ってた！　君、講義中寝すぎだろう。授業料を無む駄だにするにも程がある」

「……いつから見てた？　ってか帰んの今日の夜じゃなかった？」

　予定よりも早い帰国の理由を問えば

「菓子が不味まずかった！」

　とのこと。思った以上に過か酷こくな旅だったらしい。

　時差ぼけ必至の十三時間のフライト、ホテルからスイーツ散歩に繰くり出せば尽ことごとくお店のチョイス失敗。

　失意の中、情報収集して今度こそは！　と遠出。何時間もかけて行った店のスイーツは非常識な甘さで、テンションがた落ち。

　授賞式はつまらない上、夜の懇こん親しん会ではＨＡＨＡＨＡと笑いどころが分からないジョークを連発する男に絡まれ、心のより所であったデザートは砂糖の塊かたまり。

　そのまた次の日、砕くだけている希望を集めて、町へスイーツ散策。会のみんなへのお土産みやげ探しに奔ほん走そう。

　向こうの味覚に合わせた口コミ情報は当てにならないので、直感に頼たよってお店をチョイス。

　直感外しまくり。

　見た目が大人しいのを選ぶから失敗するのかと思い、森のシエスタと優やさしい味がしそうな名のケーキを選んでテイクアウト。

　ホテルに戻もどって見てみれば、やまんばのようなケーキが出てきて、味は言わずもがな。

　そのせいか悪夢を見て、睡すい眠みん不足。

　もう我が慢まん出来ないと、飛行機の便を早めてアメリカ脱だつ出しゆつ。

　しかし運悪く、両りよう隣どなりが重量級でプレス状態。

　さらに前の座席を思い切り倒たおされて、空間侵しん略りやく。そんな状態で眠ねむれるはずがなく、睡眠不足悪化して日本到とう着ちやく。

　怒おこっている水原には悪いが言い方に臨場感があるので、笑いたくなってきた。

「分かった、分かったよ。アメリカンスイーツにご不満なのは分かったけど……空港からそのまま来たの？」

　たばーっという勢いで話す水原を遮さえぎり、ばかでっかいスーツケースを指差す。

「直行しないと、君が出る講義に間に合わなかった」

「メールすりゃいいじゃん」

　さも当然のように言われたけど、メールすれば済む話だ。何で、出待ちしてんだ。

「それで、君の今日の予定は？」

「空いてる。何か作ってあげるからちょっと寝れば？　真っ黒のクマで人相悪い域に入ってるよ」

　十三時間以上のフライト、時差ぼけ、睡眠不足、旅の疲つかれで体は限界なのに、それを押して菓子の催さい促そくに来たようだ。

　呆あきれつつも帰宅を促うながし、スーツケース以外の荷物を持ってやろうと手を伸のばす。土産と分かる箱に気付いた。

「あれ？　でも美味しいお菓子もあったんだ」

　アメリカの菓子どんなだろ？　怖こわいもの見たさでパッケージを見ようとすれば

「触さわるな。それは死ぬほど不味い」

　取り上げられた。

「じゃ、何で買ったんだよ？」

　不可解な水原の行動に首を捻ひねりつつ、エレベーターに向かう。学校内をごろごろとでかいスーツケースを引く水原は地味に注目を集めていた。

「おや？　水原君」

　向かいから歩いてきた高こう齢れいの教授に呼び止められた。確かマクロ経済学の先生だったと思う。

　水原は顰しかめた顔をメガネのブリッジをあげる仕草で隠かくし、すっと軽く頭を下げた。

「帰国していたとは知らなかった。どうだった？　授賞式は。高名な先生方が集まっていたから、とてもためになる時間だったろう」

「ユウイギナ、ジカンデシタ」

　明らかに噓うそだと分かる棒読み。

　絶対的な温度差がある会話で、この教授が水原のゼミの先生だと分かった。

　水原はつまらぬものですが、と言いながらすすっとお菓子を差し出した。

　……それ、死ぬほど不味いって言ったやつじゃん。

　今回の論文はそもそも教授の独断でエントリーしたらしく水原はちょっとご立腹だ。加えて授賞式は半強制的に参加させられたので、教授への不満も倍増。

　あの菓子、嫌いやがらせ用だったんだ。

　呆れながら、研究室に誘う教授と断る水原の攻こう防ぼうを見守る。

「後日、また報告に伺うかがいます」

　無理やり話を打ち切り、右手でスーツケース、左手で私の腕を摑んで足早にエレベーターに向かう。

「腕、危ないって」

　振ふりほどきつつ、スーツケースに足を取られて転ばないようにしなよと注意する。

「これは軽いから問題ない」

　確かに持ってみると、見た目より遥はるかに軽い。軽すぎだろーとスーツケースを上げ下げ。

　何が入っているのか聞けば、何も入ってないと。

　スーツケースの三分の二は、持ち帰りスイーツ用のスペースらしい。今回のアメリカでは、そのスペースは活用されないまま終わった。

　口では文句言いつつも、少しは期待していたんだ。その期待は裏切られたわけなので、スーツケースから話題を変える。

「レンジさんたちへのお土産はどうしたの？」

「パフェ味の歯は磨みがき粉こ、買った」

　携けい行こう用歯磨き粉パフェ味、三本セット。

「すっきり甘くて、爽そう快かいだ」

「……へぇ」

　さっぱりするミントに決めている私は、けばけばしいレインボーカラーのそれにちょっと引いた。

　パッケージのキャラクターもプロテイン飲んでそうな筋肉隆りゆう々りゆうの変な人だ。

　でもレンジさんたちは甘いもの大好きだし、これもありだろうなぁと思っていたら、私の分もあると言われた。

　たまには味がついているのも面おも白しろいかもと気を取り直して手を差し出せば、私のだけアメリカンサイズ。

　でかいよっ！

「アメリカの菓か子しは甘すぎる。繊せん細さいさが足りない」

「水原、蟻ありが悶もだえ死ぬほど甘いのでも平気じゃん」

　水原はチョコケーキをココアと一いつ緒しよに食べられるほど甘党だ。一いつ般ぱん人よりも遥かに甘さへの許容範はん囲いが広い。

「君は本場の菓子を食べてないから分からないんだ。アメリカの菓子は甘すぎる。はちみつ原液で飲める俺が言うのだから間ま違ちがいない」

「……飲めんの？」

　はちみつより甘い菓子って想像が出来ないんだけど。それよりも原液で飲める発言ドン引きなんだけど。

「材料、足りないものはあるか？」

　スタスタと歩きながら問いかける水原に、うーん？　と首を捻る。

　そもそも何を作るか考えてなかった。

　水原は寝ね不ぶ足そくだし、疲れている。

　あまり胃に負担がくる菓子は駄だ目めだな。何作っても食べるだろうけど。

「水原んち行ってあるもの見てから、スーパー行ってくるよ。卵と牛乳も足りなそうだし」

　プリンとかブラマンジェにするかな。バナナケーキも良いな。

　うーん、でもこの場合は和菓子にすべきか？　和菓子ならどら焼きとか？

「プリン、ブラマンジェ、バナナケーキかどら焼きだったらどれが良い？」

「全部」

　聞いた私がバカだった。どら焼きにしよ。

　餡あん子こや白玉、生クリームとかバリエーション利きくし。調理時間もそんなに掛かからない。

　学生課窓口にある電光掲けい示じ板ばんの前を通り過ぎようとしたところで

「よぉ、水原。さっきすれ違ちがった教授にお前が帰ってきてるって聞いてな」

「どうよ？　自由の国、アメリカは」

　今時っぽい格好の男の子二人組に行く手を阻はばまれた。

　偶ぐう然ぜんだろうけどちゃらい感じの男の子の帽ぼう子し、Ｉ　ＬＯＶＥ　ＮＹってプリントされている。

「あのコンテスト、賞金出るんだろ？　奢おごってくれよ」

　賞金まで出るんだ、と半ば感心しながら傍ぼう観かん。水原はぐっと眉み間けんに皺しわを寄せ、迷めい惑わくそうな表情を浮うかべた。

「どいてくれないか」

「何だよ、付き合いわりぃな。俺たち同じゼミの仲間だろ」

　おちゃらけて、水原の進行を妨さまたげる男の子を

「やめろよ、お前。水原、今日帰ってきたんだろ？　疲れてるに決まってるじゃねーか」

　もう片方の男の子が押しとどめている。二人とも水原と同じゼミ生らしい。

「良いじゃん、ケチくせぇな。ちょっとくらい分けてくれたって……っいてぇっ！」

　水原は足止め食くらって苛いら立だちが増したようで、妨ぼう害がい行こう為いを続ける男の子の足をスーツケースで轢ひき逃にげ。

　中身が入ってないから、大して痛くはないだろうけど両者とも大人げない。

　正面玄げん関かんを出たところで、迷惑な感じでじゃれ合っている空手サークルメンバーを発見。

　何やってんだ？　こいつらと思いつつ、通り過ぎようとすれば

「野田ー。俺ら今からラーメン屋のチャレンジメニュー食いに行くんだけど、お前も行く？」

「成功すれば食事代ただ、プラス商品券一万円分っ！　失敗すればラーメン代と罰ばつ金きん三千円だけどなー」

　無む謀ぼうな挑ちよう戦せんへのお誘さそい。

　ラーメン三杯ばい、制限時間は十五分しかないらしい。さすがに無理だろ。アホなメンバーは一万円の使い道について盛り上がっているけど。

　いやいや、無理だから。

「遠えん慮りよしとく。無む茶ちやして」

　鼻から出すなよと注意しようとすれば、痺しびれを切らした水原に腕うでを引かれた。

「何なんだ！　何で日本なのに家に帰れないんだっ！」

　急いで帰ろうと思っている時ほど人とばったり出会う！　はよく起こる。

「分かった、行くよ。行くって！」

　これは相当やさぐれているなと思いながら、足並みを揃そろえる。

　学校から水原の家まで、通常の三倍以上の速さで歩いた。

「バターが足んない。スーパー行ってくるから後片付けでもしてなよ」

　冷蔵庫の中身をチェックしながら振り返れば、水原は眼めを擦こすりながら緩かん慢まんな動きで洗せん濯たく機きを動かしていた。

　家に着いて気が抜ぬけたのか、かなり眠ねむそうだ。

「ついでに何か夕飯になりそうなもの買って来てあげるよ。何食べたい？」

「シュークリーム」

「分かった。おにぎりとサラダね、具は何が良い？」

「カスタードと生クリーム」

「了りよう解かい。明めん太たい子ことツナね」

　インスタントの味み噌そ汁しるもつけよう。

　スーパーに行って、お菓子の材料と夕飯になりそうなものをぽいぽいカゴに入れる。

　三十分ほどで戻もどると、水原はドラマに出てくる変死体のような体勢でベッドに倒たおれていた。

　いつもはチンというレンジの音や、菓子の匂においで居い眠ねむりしていても起きるのに今日は全く起きる気配がない。

　野々宮さんについて話しておこうと思っていたけど、仕方がない。

　その日は寝ねている間に菓子を作って帰るという、模も範はん的なこびとの行いをした。







「ミシェルのおかげで、本日も女の子大量、差し入れ大量なのだー」

「今日は何と、木下さんも来てくれる予定なのだー」

「お掃そう除じっ、お掃除っ」

　ばっさばっさと箒ほうきを振り回し。

「殺虫っ～殺虫～ゴキブリさん～出てきなさい～」

「ここかなぁ？　ここに隠かくれて、いけない本でも読んでいるのかなぁ？」

　がったごととテーブルや扇せん風ぷう機きなどを動かし。

　ひょっほーいとハイテンションのメンバーを見て、ドアを閉めたくなった。冬に突とつ入にゆうしている時期なのに、暑苦しいことこの上ない。

　そもそも掃除など普ふ段だんからやっておけば良いものを、ここ最近は木下さんの足が遠のいていることもあり荒あれ放ほう題だいだった。

「狭霧さん、どうしたんですか？」

　中を見るなりドアを閉めた私を見て、ミシェルが不思議そうに首を傾かしげた。

　ミシェルの多大な協力のおかげで、卒業旅行の行き先がフランスに決まった。

　航空チケットの手配や、ホテル、交通機関、レストランなど詳くわしい情報をアドバイスしてくれるというので、部室で待ち合わせしたけど、場所のチョイスを誤ったかもしれない。

「うぉっ！　やべぇ、やべぇやつがいたぞっ」

「げぇ、これは……お父さんだっ！」

　ドアを開けると一いつ匹ぴきの黒々としたゴキブリを見て、メンバーが慌あわてふためいていた。

　ゴキブリはノロノロと触しよつ角かくを動かし、壁かべを這はっている。動きがのろいのは、さっきの殺虫剤ざいが効いているせいだなと思ったら飛んだ。

「うわぅ。攻こう撃げき飛行隊かっ！」

「みんな伏ふせろっ！」

　意外とみんな大きなゴキブリが苦手らしい。

　仕方がないので、得意の足技で瞬しゆん殺さつする。ゴミ箱に捨てようと抓つまみ上げれば、なぜかメンバーからブーイングを食らった。

「野田っ～お前、なんつーイケメソなことをっ！」

「南な無むーじゃねぇだろっ！　もっと他ほかに言うことはないのかっ!?」

「素す手でっ!?　素手で鷲わし摑づかみっすかっ!!」

　なぜブーイング。

　そもそも誰だれのせいで、ゴキブリが出現したと思っているんだ。そういう意味を含ふくめて睨にらんでやれば、さー続き続きと作業に戻った。

「野田～この英会話の本、見やすい場所に置いといて～。木下さんが勉強家なのね！　って思ってくれるように目立つところに頼たのむぞ」

「分かった」

　本ほん棚だなの一番上のグラビアアイドル写真集の間に並べてやる。

　掃除していたメンバーは、早くも遊びに移行。どったんばったんうるさいので、そろそろ止めないと隣となり近きん所じよから苦情が来そうだ。

「アイ、ラブ、ユイーっ！」

「アイ、ラブッ、ユーイッッ！」

「アーイッ、ラビッッ、ユ───イッ！」

　うるさい。耳を塞ふさぎながら、張り切っているメンバーにアドバイスを兼かねた警告。

「やっぱりそういうのは、言葉よりも態度だよ。百の言葉よりも、一の行動の方が相手の心を摑むもんだよ。ねぇ、ミシェル」

　私だけじゃ説得力に欠けるので、ミシェルに援えん護ごを頼む。

「言葉よりも行動。確かにそうですね、僕もそう思います」

　ミシェルはにっこりと同意してくれた。

「例えばさ、今みたいに隣から苦情が来そうなほど誰かが騒さわいでたとして。そういう場合黙だまれって言うより、ストレートに蹴けりを飛ばす方が気持ちが伝わるっしょ？　そういうこと」

「どういうことっ!?」

「それはつまりこれ以上騒ぐと蹴り飛ばすぞ、こらぁっていう制裁予告!?」

　その通り。深々と頷うなずくと、メンバーはばっと口を閉とざして黙もく々もくと箒を動かし始めた。

「今日、優ゆ衣いが来るんですね」

　ミシェルが確かく認にんするようにメンバーに尋たずねると、イエッッス、オィィッスとやる気漲みなぎる返事があちこちから来た。

「……狭霧さん」

　呼びかけに反応して顔を向けると、ミシェルが私のカバンを拾い上げていた。

　掃除するために脱ぬいだコートを肩かたにかけられ、腕を通すように促うながされる。

「場所変えませんか？　ここじゃ、話がし辛づらいですし」

　ミシェルは私の首に緩ゆるくマフラーを巻きながら、ドアの方へ押した。

「んー？　まぁ、そーだね……」

　ミシェルが色々と資料を持ってきてくれたけど、ここでは広げることが出来ない。木下さんが来れば、大盛り上がりで相談どころじゃなくなりそうだ。

　行きましょうとミシェルに急せかされ、木下さんに関してミシェルをライバルと見なしているメンバーからは快く送り出された。

「でもさー部室じゃなかったら、どこで話す？」

　部室から出ると途と端たんに集まる女の子たちの視線。雑誌は一週間前に発売されたばかりなので、まだまだホットなニュースだ。

　ミシェルと歩いているだけで、四方八方から視線を感じる。物もの凄すごく居い心地ごこちが悪い。

　ミシェルは困った顔をしつつも、あまり気にせずあれこれ楽しそうに私に話しかけてくる。

　あの女は誰だ？　的な視線がビシバシ痛い。

「おっと。ミシェル、ちょっとごめん」

　お尻しりのポケットの中で、携けい帯たいが震ふるえている。

　脇わきに避よけて画面を確認すれば、野々宮さくらとの表示。メールではなく、電話だ。

　番号交こう換かんしたとはいえ、連れん絡らくが来るのは初めて。友達のカテゴリーには入っていない野々宮さんからのコールに、少し躊躇ためらったものの通話ボタンを押し耳に当てる。

「はい？」

「野田さん？　今、電話してもええ？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　そろそろ四限が始まる時間だけど、私は講義を取っていない。

「今、どこにおるん？」

「Ａ棟とうの空手サークルの部室の傍そば」

　正確にいえば、Ａ棟の階段の踊おどり場だ。雑音で声が聞き取りづらく顔を顰しかめた私に気付いて、ミシェルが誘ゆう導どうしてくれた。

「Ｂ棟の二〇二号室に来てくれへん？　話があるん」

「へ？　うーん、でも今ミシェルと一いつ緒しよにいるんだよね」

「王子も一緒に来てかまへんよ。長くはかからん」

「え？　うーん」

　野々宮さんの話って、水原のことだろう。

　ミシェルは話が読めなくて困るだろうし、わざわざフランス情報を集めてきてくれたのに待たせるのも悪い。

　答えを渋しぶっていると

「いきなりで悪う思うんやけど……お願いや」

　切実な響ひびきが強くなった。ちょっと迷った末保留。

「ちょっと、ミシェルに聞いてみる」

　困った顔でちらちらとミシェルを見る私に気付き、どうしたんです？　とミシェルの方から聞いてくれる。

　友達が話したいことがあるらしくてＢ棟に寄り道していいか聞くと、ミシェルは構いませんよと快かい諾だくしてくれた。

　Ａ棟から、Ｂ棟はそう遠くない。

　Ｂ棟はＡ棟や本館と違ちがい、小規模な教室が多いのでゼミや少人数の講義に使われる。

　ぐっと人が少なくなったＢ棟の廊ろう下かを歩く。

　空き教室が多いので、ここでミシェルとフランスの話が出来るかもしれないなぁと思いながら、指定された二〇二号室のドアを開ける。

　教室の中には必死に何かを訴うつたえる野々宮さんと、口をへの字に曲げムッとした水原がいた。

　早口でがなり立てる野々宮さんに、うんざりと迷めい惑わくそうな表情を向ける水原。

　これは巷ちまたでよくある修しゆ羅ら場ばと言うものだろうか？

　野々宮さんは、三度目の告白を水原にすると言っていた。

　そこから推察するに、断った水原に尚なおも野々宮さんが迫せまるといったのが今の状じよう況きようだろうか？

　でもなんで野々宮さんは、私を呼んだんだろう？

「野田さん！」

「えっと……？」

　込み入った話と察したミシェルが、ドアを閉めた。外の音が遮しや断だんされて、嫌いやな沈ちん黙もくが広がる。

「野田さんは、どう思ってるんっ!?」

　いきなり話を向けられて言葉に詰つまる。他人の恋れん愛あいごとに口を挟はさむのは、私には難しすぎる。

「……そういうのに部外者が入るのはちょっと……二人で話をした方が良いんじゃないかな」

　二者間でどうぞと、そそっと退室しようとすれば

「そう。君にはあまり関係がない」

「あるやんっ！」

　水原と野々宮さんの声が被かぶった。

　好きです、すまないが君の気持ちは受け取れない、そんなっでも私っ、諦あきらめてくれ……失恋のちょっと切ない雰ふん囲い気きと言うより、ファイティング中の熱いものを感じ状況把は握あくに困る。

「あのさっ野々宮さんが……その…告白したその後、と言うのが現在の状況だと思うんだけど、私から水原に付き合えとか、野々宮さんに別の男が良いよとか、そういうこと言えないし、言わないよ」

　話が読めずに困っているミシェルにも悪いので、教室を出ようとすれば

「そんな話はしとらん！　一人暮らしの男の家に、女が一人で行くことに関しての話やっ」

　野々宮さんが叫さけんだ。

　一人暮らしの男の家に……。なんだかちょっとばかり、心当たりがある。

　どうやら全くの無関係と言うわけではないらしい。

「君は人じゃないから問題ないと何度説明しても分かってくれない」

「意味分からへんし、モラルの問題やっ」

　またも議論を始める水原と野々宮さん。ミシェルがどういうことですか？　と尋ねると野々宮さんは、私が水原の家でよくお菓か子しを作っていることを説明しだした。

　野々宮さんの話を聞いたミシェルの顔が、はっきり分かるほど強こわ張ばった。

「うちは野田さんが水原っちの家で作ってるってことまでは知らんかった。しかも週に何日もやろ？　それで付き合ってない言われても納なつ得とくできへんわっ」

「狭霧さん……一人暮らしの男の人の家に通ってるんですか？」

　くるっと私に向き直ったミシェルが真しん剣けんな顔をしていて、答えに詰まる。

「そうなんだけど……。そう言われると誤解されそうだけど、そういうんじゃなくて……」

　確かに水原は一人暮らしだし、生物学上で言えば私たちは性別が異なるのでその通りなんだけど、でも違う。

　私と水原の特とく殊しゆな関係をどう説明すれば良いか分からずに、うーんと唸うなってしまう。

「水原っちが野田さんと付き合ってる言うなら、うちかて仕方あらへんと思うし諦めもつく。でも違う言うし。水原っちは野田さんが自分に菓子を作ってくれるだけと言うけど、でもそれならうちでも良いやんか！」

　でも水原っちはダメや言う……トーンを落とし野々宮さんが呟つぶやいた。

　言葉を探していると、落ちた野々宮さんの勢いを受け継ついだようなミシェルに

「狭霧さん、そんなことしてっ！　身の危険を感じることはないんですかっ!?」

　がしっと肩かたを摑つかまれた。

　はい？……身の危険??

「俺はある」

　大いにあると即そく答とうした水原の言葉は、ミシェルに聞こえてないようだった。

　私が武力行使するのは、水原が菓子を独り占じめしようとした時だ。

　完全なる被ひ害がい者しやぶるなっと水原を睨にらめば

「狭霧さんは自分が強いと思って、油断が多いですけどっ……でもっ狭霧さんは女の子なんですよ？」

　いつにないきつい口調のミシェルに肩を引かれ、視線がぶれる。

「危ないと……っ思わないんですかっ!?」

　びっくりして一歩下がれば、トンとドアに背中がぶつかった。

　危ないのは俺と俺の罪なき家電たちという水原の訴えは、またもやミシェルには聞こえていないようだった。

　聞き慣れないミシェルの荒あららげた声とソフトでない行こう為いに、しどろもどろになる。

「いやっ、そのっ…誤解させているけど、私と水原はそんなんじゃなくて……」

　ミシェルは想像力が逞たくましいので、見けん当とう違ちがいなことを心配しているのかもしれない。ミシェルの白い肌はだがうっすら赤く染まっていて、気持ちが高ぶっているのが分かった。

　日本人にはない吸い込まれそうな色の目が強い。

　ミシェルらしからぬ行動に、えぇぇ？　と狼狽うろたえながら手を外そうとしたけど外れなかった。

　ミシェルが心配するようなことはないんだよ～と焦あせりながら、フォローを頼たのむと水原に視線で訴える。

　それを受けた水原はしかりと頷うなずいた。

「俺が野田さんに何かするんじゃないかと疑うのは、空が落ちてくるのでは？　と心配するくらい無む駄だな時間だ」

　うんうん、杞き憂ゆうと何度も頷く。

「そもそも俺は野田さんを女と見なしていない」

　私も水原を男だと思っていないので、こくこくと激しく同意を示す。

「敢あえて言うなら、種族を超こえた友情だ」

「そう！」

　大きく深く頷いた後、ん？　となる。

「……性別！　性別を超えた友情ね」

　即そく座ざに訂てい正せい。

　頼むからこびと発言はしてくれるな！　それでちーちゃんの時は話がややこしくなった。

　こびとの話題は避さけつつ、うまく説明しようとしたけど、ミシェルの態度は柔やわらかくなるどころか硬こう化かしていった。

「何の危険もないって言いますけどっ……僕にはそう思えません！……家に行くのやめてもらえませんか？……僕の勝手なお願いだってわかってはいますけどっ…でもっ」

　あまりにも近すぎるミシェルとの距きよ離りに、背中にあたるドアを開けようとすれば、がしゃんとカギを閉められた。

　カギはすぐに開けることが出来るけど、何だか追いつめられている感じがして焦る。

「いや、本当にっ！　もしっ、仮にっ、そういう事が起こったとしても危険はないっ。だって私は黒帯、水原は格かく闘とう未経験者だし」

　地球が滅ほろんでもありえない話だけど。

　でも第三者には説明しづらい私と水原の関係なので、仮定法を使って否定する。

　有段者である私が素人しろうとの水原にしかけちゃ本当はダメだ。でも今いま更さらだし、その辺りは無視。

「試合とは違います。ルールがなくてこんな風に押さえられたらどうするんですっ？　僕だって狭霧さんほどの段は持っていませんよ」

　肩に置かれた手はそのままに、ミシェルに両手を押さえられた。

「え？　えぇっ？　あのっ、そっそうだな……まずは関節の弱点を狙ねらって……」

　美形が凄すごむと迫はく力りよくあるな、と困こん惑わくしながらも分ぶん析せきすれば

「ならやってみてください」

　長すぎる脚あしでドアに固定された。

　自分よりも体格が良い相手と戦う場合、接近戦は極力避け、間合いを取ってここぞという時に懐ふところに入って一発で決める。

　最初から体勢が不利な場合は、負けるに決まっている。

「あのっとりあえずっ、まずは落ち着こう。そう、冷静に落ち着こう！」

　近いっ近いっ！　と今までにない距離に焦って間合いを取ろうとするけど、その手段がない。

「僕は落ち着いています」

「確かに！」

　落ち着いているとは言えるけど、いつものミシェルではない。そのいつにないミシェルの様子に焦っているのは私の方だ。

　近いっ、近すぎる。

　顔がぶつかりそうなほど近い距離で覗のぞきこまれ、ぎゅっと目を瞑つむりながら俯うつむく。

「あり得ない事態を想定し、揉もめられても困る」

　言いながら、水原が間に入ってミシェルと私を離はなしてくれた。

　ありがとう、レフェリー水原。次はもう少し早めに頼む。

　普ふ段だんとは違ちがいすぎるミシェルにちょっと戸と惑まどっていた私は、離れた距離にほっと息を吐つく。

　結構な力で摑まれた肩に痛みが残っていたので、無意識に手で押さえればミシェルがはっとしたように表情を戻もどした。

「すっ、すみません。かっとなってつい……っ」

　謝りながらミシェルが私の肩に手を伸のばすと、水原がそれを弾はじいた。

　むっとしたようにミシェルが眉まゆを寄せ、水原を睨む。

　無言のままの二人の間に、険悪な空気が流れている。数秒のことなのに、異常に長く感じた。

　水原はミシェルから視線をそらさずに、ふぅっと溜ため息いきを吐いた。

「世間一いつ般ぱんではどうかは知らないが、野田さんが俺の家に来るのは全く可笑おかしなことではない。なぜなら野田さんは、俺のこび」

「あー……」

　やばい、こびとが出そうだ。

「世間一般から見てどうという話ではなくっ！　僕がっ、狭霧さんを好きだから、止やめてほしいって言ってるんですっ！」

　よぉしっ！　こびと発言、遮さえぎられた。

　安心したのもつかの間、その後のミシェルの言葉が遅おくれて脳内に届く。

「へっ？」

「……」

「……はい？」

　間が抜ぬけた私の声が、教室の床ゆかにぽんっと落ちて転がった。

「……とりあえず、三人とも離れや」

　停止ボタンを押したような、誰だれも動かず話さない時間が流れた。

　その沈ちん黙もくを破るように、野々宮さんがはいはい、おどきなさいよ、と軽いノリで嫌いやな空気が流れる私たちに割って入ってくれた。

「王子は熱くなりすぎや」

　クールダウン、クールダウンと言いながら、野々宮さんは持っていたノートで二、三度ミシェルを扇あおいだ。

「水原っちもそれに合わせてどないすんねん。それから野田さんは……フリーズ状態から戻ってきてや」

　ぽんと肩を叩たたかれる。

　うん、と答えたものの脳が正常に働かない。

　ミシェルを見れば思わぬ強さでひたっと見返され、動どう揺ようから油が切れたブリキのオモチャのような動きをしてしまった。

「何や思わぬ方向に状じよう況きようが動いて、うちもびっくりなんやけど。王子は野田さんのことが好きやってん？　恋れん愛あい的な意味合いで」

　好きには色んな意味がある。確かく認にんするような野々宮さんの言葉に、ミシェルは強く頷いた。

「はい。まさか……こんな教室の片かた隅すみで、しかもこんな風に勢いで告白するつもりはなかったんですが」

　ミシェルの迷いない言葉の強さに、驚おどろきとか嬉うれしいとか困るとかそういった感情はなしに、ぽかんとしてしまう。

　今までミシェルがそんな素そ振ぶりを見せたことはなかったし、そもそもミシェルの理想は私とは正反対の女の子だ。

　ショコラさん捜そう索さく時に、散々語られたので事細かに覚えている。

　一言で言えば、木下さん。

　色素の薄うすいふわっとした髪かみ、華きや奢しやで小こ柄がら、フリルとレースが似合う、ともかく全すべてが砂糖菓が子しのように甘く守ってあげたくなる女の子。

　ミシェルの理想に私が当てはまるものは、ママンと同じクッキーを作れる一点のみ。

　まさかと思うけど、その一点で？

「狭霧さんは、恋愛に関して積極性がないから、僕は安心していたんです。ライバルも今は遠ざかっていますし、自分を磨みがいてからと思っていたんですが……」

　ミシェルは水原を見て

「そう悠ゆう長ちようにしてられません」

　言葉を続けた。

「でも、うち信じられへん。王子なら女の子なんて選び放題やんか。それに王子の理想は、あの木下優衣やろ？　野田さんとはタイプが違うよな気がするわ」

　野々宮さんが、私の気持ちをそのまま代弁してくれた。

　あの時の話題は何度も学内新聞に載のったし、その度たびミシェルが理想的な女性としてショコラさんを語っていたので、学内で知らない者はいない。

　野々宮の言葉を聞いて、ミシェルはそれはっ……と言葉に詰つまった。

「ママンのクッキー私が作ったから……？」

　やっぱりそれっ!?　それはちょっと……と引きつった顔でミシェルを見れば

「ちっ……違いますっ！」

　前のめりで全否定された。

「僕が狭霧さんを好きになったのは、クッキーとは関係ないんですっ！……でもっ…その…」

　後半に行くにつれて、ミシェルはボリュームを落とし言葉を濁にごした。言いづらそうに口を開いては閉じて、言い淀よどんでいる。

「そのっ……僕は狭霧さんに熱く語ってしまったでしょう？　ショコラさんのこと……その僕が今いま更さら好きだって言って、信じてもらえるか不安だったんです」

「あー……まぁ、うん」

　半信半疑の私は、素す直なおに頷うなずく。

　ここに来ても、いまいちミシェルの言葉に現実味がない。力の入らない私の言葉に、ミシェルははぁっとため息を吐いた。

　ミシェルの容姿だとアンニュイな感じが様さまになるなぁと、妙みようなところに意識がいってしまう。

「狭霧さん」

　ミシェルは野々宮さんに離された距きよ離りを半歩進め、正面から私に向き直った。

　ミシェルに視線を合わせようと上を向けば、穏おだやかなミシェルとは思えないほどの強い目で見返され、たじろいでしまった。

「あなたが好きです」

「……っ」

「あなたがクッキーの作り手であろうと、そうでなかろうと、僕はあなたが好きです。だから……すごく嫌です。あなたに近い水原さんの存在がすっごく嫌だっ！」

　ミシェルはすっごくの部分に力を込めた。

　ミシェルは嫌きらいという言葉を使わない。あまり好きではないとソフトな言い方を常にするので、嫌という言葉が強く感じる。

　吐き捨てるようにすっごく嫌呼ばわりされた水原は、不ふ機き嫌げんそうに眉を顰ひそめている。

「信じて貰もらえるかとか、優衣や有岡先せん輩ぱいに言われた言葉に迷って、気持ちを伝えることを躊躇ためらっていたけど。でも今はそんなのどうでも良くなって……あなたに近い水原さんが嫌でっ……」

「…えっ……と、あの…ミシェル？」

　どんどんと早口になっているミシェルの言葉の意味がよく分からなくて、それを止めるように無意識に右手を上げれば、それを取られそっと握にぎられた。

　基き礎そ体たい温おんが低いのか、ミシェルの手はいつもひんやりとしている。

　でも今は熱く、汗あせばんでいた。

　そこからミシェルの本気が伝わってきて、今更ながら脈みやく拍はくが速くなる。

　ミシェルははぁと自分を落ち着かせるように、息を吐いた。

　私も速まる心臓に手を置こうとしたけど、ミシェルの力が逆に強まって離してくれなかった。

「あなたが好きなんです」

「……っ」

「どうしようもなく」

　ミシェルは握ったままの私の手を口くち許もとに当て、目を伏ふせた。

　どこぞの王子のように様さまになる仕草の相手が、私だという事実に動きが固まる。
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　長い睫まつ毛げを震ふるわせて目を開けたミシェルは、微び動どうだにしない私ではなく水原に顔を向けた。

　水原はいつもと変わらない表情でメガネをかけ直し、ミシェルを見返した。

　二人の向こうで、野々宮さんは、こっちが恥はずかしくなるわ～と顔を扇いでいた。

　そんな中で私はアホみたいに突つっ立ったままだった。何が何だか、脳が正常に働かない。

　青天の霹へき靂れき。ミシェルが私を好きだなんて、一度たりとも考えたことはなかった。

　ずっと前、私はミシェルを好きだった。

　ミシェルは男の子に異性として意識されることがない私を、女の子扱あつかいしてくれた。

　それは凄すごく嬉しかったし、ミシェルを好きになるきっかけとなったけど、私が特別でないことくらい分かっていた。

　だからこそ木下さんとミシェルが付き合った時も、苦いものは心のどこかにあったけど、祝福することが出来た。

　ミシェルの理想を知って諦あきらめが根底にあったせいか、好きだという気持ちは自然と消化していった。

　だから今ミシェルの告白を受けて、狼狽うろたえるしかない。

　ミシェルを好きだった頃ころはドアを開けてくれたり、さり気なく危険から遠ざけてくれたりとミシェルが当たり前のように行う行こう為いにドキドキしたりした。

　でも今は違ちがう。

　ミシェルからの告白に動揺を露あらわにしつつも、それでも何とか自分の気持ちを伝える。

「ミシェルのことは私も好きだ。でもそれは後輩としてで、異性としてじゃない。だからごめん」

　恋愛経験がない私は、多分ミシェル以外からだったらドキドキして、何と返事しようか迷いに迷ったと思う。

　でも、好きだったミシェルだからこそ分かる。気持ちがあの頃と変わっている。

　好きだったという事実を隠かくして伝えた私の気持ちに、ミシェルは悲しそうに目を揺ゆらした。

　酷ひどく感傷的で切なげに細められた目。透すき通った目には薄うつすら水の膜まくが張って、零こぼれてはいないけど長い睫毛を濡ぬらしている。

「えっ……と、あの…」

　悲しげな表情におろおろしていると、ミシェルは曇くもらせた目をゆっくりと伏せた。そして次に目を開けた時には、涙なみだの名残なごりはなかった。

「諦めません」

「え？」

「諦められないんです、あなたが好きだ。狭霧さんをただの先輩と思えなくなったのはずっと前からなんです」

　ずっと前？　その言葉を聞き返してしまう。

「僕がマロンクリームをあげたこと覚えていますか？」

「え？　うん」

　ミシェルから砕くだいたマロングラッセの入ったバニラ風味のマロンクリームを貰ったことがある。ミシェルのママンがフランスから大量に送ってきたらしい。

　それは口くち溶どけまろやかで、雑味がなく、こ、こんな素す晴ばらしきものが世の中にっ！　と衝しよう撃げきを受けた。その感動を暫しばらく引き摺ずり、ミシェルへ再び礼を言いに行ったのを覚えている。

「あなたはサークルのまとめ役で、頼たよりにされていたから、しっかりしている人だと思っていました。でもあの時の狭霧さんは、ただのマロンクリームに子供のようにはしゃいでいて、夢中になって語っていて、僕の中にあった狭霧さんのイメージが違うものになったんです」

「……イ、イメージ変わるほどの……はしゃぎようだったっけ…？」

　イメージが覆くつがえるほどはしゃぎ回るって、どんなだったんだろう……あの時の自分。

　マロンクリームの味しか記き憶おくになくて、ちょっと焦あせる。

　年とし甲が斐いもなくはしゃいですみません、と反省モードに入りそうになった私に

「それからなんです。それからあなたが気になりだして……小さなことでも全力で喜ぶあなたが可愛かわいいと、気づけば目で追っていました」

「かわっ…！」

　私にはあまり関係がなかった言葉をさらっと告げられた。

　ミシェルは可愛いとかきれいとか、育ち故ゆえか何の衒てらいもなくさらっと口にするけど、不慣れな私はどういう反応をすればいいのか分からない。

　でもこれだけは言いたい。あのマロンクリームは小さいことじゃない。

「狭霧さんはいつだって前向きで、優やさしくて、しっかりしているけどどこか抜ぬけていて、そんなあなたを見ている内にどんどん好きになったんです」

「えっ…えっと…っ」

　言われ慣れない言葉のオンパレードに、たじたじになる。

　どんな顔をすればいいのか分からなくて、俯うつむいて一歩下がれば、それを止めるようにミシェルに手を引かれた。

　柔やわらかい声に仕草、ナチュラルなレディファーストしかしないミシェルの強めな手の引き方に驚おどろきつつ、顔を上げれば。

「あなたが好きです」

　切ない目でじっと見つめられ、何度目か分からなくなった好きという言葉を告げられた。

　思いもしなかったミシェルからの告白に動どう揺ようし、冷静になろうと深呼吸したけど、到とう底てい無理なことだった。







『好きです』『諦められない』

　ミシェルからの告白の言葉は、夜になっても、頭の中をぐわんぐわん回っていた。

　そんな私に、弾はずんだ声の野々宮さんが電話をかけてきた。

「水原っち、うちが菓か子しを作ってええて。せやから水原っちのことはうちに任せてやっ！」

　ミシェルで頭が一いつ杯ぱいで、水原と野々宮さんのことが頭の隅すみに追いやられていたけど、きっかけはそもそもこの二人だった。

　どういう話し合いがなされたのか詳くわしくは教えてくれなかったけど、どうやら野々宮さんが粘ねばり勝ちしたらしい。

　でもよく考えると、野々宮さんが私の代わりにお菓子を作るというのは水原にとってメリットが多い話だ。

　第一に、私よりも野々宮さんの方が製菓の腕うでが遥はるかに上だ。加えて水原に特別な気持ちを持っているから、意気込みが違う。

　野々宮さんは水原のリクエストを、その日の気分や市場価格で却きやつ下かしたりしないだろう。

　色んな条件を鑑かんがみても、野々宮さんは水原にとって理想の相手だった。

　なにより。ちょっと前、何かの話の流れで水原と将来の夢について話したことがあった。

　水原は社会人になってお金が貯たまったら、世界スイーツ巡めぐりに出る計画を立てていた。

　今でも広こう範はん囲いに動いているけど、それだけではなく各国のローカルスイーツにまで手を伸のばしたいらしい。

　この部族の伝統的な菓子は村人が成人する儀ぎ式しきの日のみ作られるから手に入れるのは難しいかもしれないが云うん々ぬん言いながら、ジャングル奥地の地図を開いて詳しよう細さいを調べていた。

　どこまで行くんだよ……とちょっと心配になった。

　スイーツ巡りしながら、グローバル規模で優ゆう秀しゆうな人材をスカウトし、菓子に囲まれて四十代から楽しいシニアライフを始めると壮そう大だいな夢を語っていた。

　老後早いよっ！　って突っ込んだけど。

　実際問題、社会人になれば水原の家に行って、菓子を作る時間は大おお幅はばに少なくなる。

　慣れない環かん境きようでお菓子を作っている余よ裕ゆうはないだろうし、あったとしても互たがいが空いている時間を合わせるのも難しい。

　だけど野々宮さんは、時間に余裕がある三年生。

　卒業後はお母さんの料理教室を手伝うという進路も決まっているので、この先就職活動に時間を取られることもない。加えて菓子作りの腕もプロ級となれば、言うことなしだ。

　水原の家でお菓子を作るのはほぼ日課のようになっていた。

　それが急にぽっかりとなくなるのは寂さみしいけど、水原と私の関係が卒業後もずっと変わらず続くと思っていたわけじゃない。

　少し早まっただけだ。

　ミシェルに好きだと言われたこと、野々宮さんがお菓子を作るので水原の家に行かなくなったこと。

　クリスマス前の二つの出来事は。

　私の残り少ない大学生活に、思うよりも大きな変化を齎もたらした。
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「調子にのんなよ、どブス」

　振ふり返ると同時にばたばたと遠ざかっていく足音と、その声を発しただろう女の子の背。

　それを見送ってはぁっとため息を吐つく。

　ミシェルから衝撃の告白をされて二週間ほど。

　学内の見知らぬ女の子に、悪意を向けられるようになった。すれ違ちがい様の悪口や、いつの間にか忍しのばされる悪意ある手紙などの嫌いやがらせ。

　恋こいする女の子の勘かんは良すぎる。

　女の子の恋れん愛あいセンサーが作動し、私とミシェルに何かがあったことを感知したらしい。

　ミシェルが吹ふい聴ちようするわけないし、水原や野々宮さんにしたってそうだ。

　なぜばれたんだろう……と自問自答。

　誰だれかがいる時のミシェルの態度は以前と変わりはない、と思う。

　でも私がちょっと挙動不ふ審しんになっているかもしれない、とも思う。

　信じがたいことにミシェルが私を好きになってくれた。でも私のミシェルへの気持ちはとうに消化されていたから断った。

　ミシェルには諦あきらめられない、と言われた。

　……この状じよう況きようにどういう対応していいのやら。ミシェルにどう接すればいいのやら。

　以来私はミシェルと話す時に妙みように緊きん張ちようしてしまう。

　そしてそんな私の心境を察して、努めて普ふ段だん通りに振る舞まってくれるミシェル。

　と思えば

「すみません。狭霧さんを困らせて……悪いなと思う気持ちもあるんですけど…意識してくれて嬉うれしいと思う気持ちもあって……」

　困り顔で、心臓に悪すぎる言葉を向けられたり。止やめてくれ、吐と血けつしそうだ。

　ミシェルへの態度はぎこちないものになってしまって、そこから女の子にばれたのかと思う。

「さーぎり。聞いてる？」

　学内のカフェで卒業旅行の計画を一いつ緒しよに立てている友人が、ディスカッションを止めて私に注目していた。

「あ、ごめん、ごめん。何だっけ？」

　大事な卒業旅行の話し合いをしていると言うのに、思考がついミシェルに飛んでしまった。行き先がフランスのせいだ。

　頭を搔かいて誤ご魔ま化かしつつ、パリのカフェ情報誌に手を伸ばせば

「王子と何かあったわけ？」

　ピンポイントの質問をされた。

「……」

　沈ちん黙もく。

「……へっ!?　なんっ…なっ…なんでっ？」

　動どう揺ようも露あらわに、何か絶対ありました！　と露ろ骨こつな反応をする私を見て、友人たちが互いに顔を見合わせている。

　何でいきなりミシェル？　合っているだけに動揺が隠かくし切れない。

　落とした情報誌を拾うために屈かがみこんだけど、机にぶつかって更さらに色々落とした。

「狭霧……あんたさ、王子が載のった雑誌見た？」

「えっ？　見たよ？」

　メンバーが群がって読んでいた有名雑誌のクリスマス特別号。

　いつもの柔やわらかい雰ふん囲い気きとはちょっと違う、斜ななめに逸そらした視線が大人っぽいミシェルの写真が載っていた。

「あれ見て何とも思わないわけ？」

「えっ？……何ともって…いや、プロのカメラマンが撮とるとクォリティが違うなと」

「じゃなくて。そこに載っていた王子の好きなタイプ、まんま狭霧じゃん」

「……へっ？」

　好みのタイプ??

　雑誌はすぐにミシェルに取り上げられたから、写真しか見てなかった。

　そんなの書いてあった？　私に当てはまる？

　状況が飲み込めない私にため息を吐きつつ、友人が記事内容を教えてくれた。

『好きなタイプ、しっかり者でさっぱりしているけど、ドジな所もあって、甘いものとか小さな事でも喜んでくれる女の子』

「それに当てはまるのって王子の周りじゃ狭霧くらいしかいないと思う」

　その流れでナチュラルに尋じん問もんされる私。

　告白されたと白状すれば友人たちは驚おどろいておらず、やっぱりねという反応。

　その反応に私の方が驚いてしまう。

「いや、この間フランスで行く美術館が決まらなくて、お薦すすめのところあるか狭霧が王子にメールしたら、ちょうど空き時間だからって来てくれたじゃん。その時の王子の態度さ」

「あからさまだったよね」

　だよね、あれはね～と頷うなずき合っている友人たち。えーっと……どの辺が？

「王子はさ、一年も前から狭霧のこと好きだって言ったんでしょ？　狭霧は全く気付かなかったわけ？」

「……うん。ミシェルが優やさしいのなんて老ろう若にやく男なん女によ問わずだし、特に私が特別って感じじゃ……。サークルの先せん輩ぱいだから立ててくれているってのはあるけど」

「狭霧が気づかなかっただけじゃないの？」

　友人から向けられる呆あきれを含ふくんでいるような視線。

　いや、ミシェルには一いつ切さいそんな素そ振ぶりはなかった、と思う。

「あんた鈍にぶいからなぁ」

「鋭するどい方ではないけど、鈍いと言われる方じゃないと思うんだけど」

　何だか友人三名が揃そろって、信じていない目で見てくる。

「じゃ、ラブラブだった細ほそ田だ君と西にし村むらさんが別れたって気づいてた？」

　細田君と西村さんは選せん択たく言語のクラスメートだ。

　英語の他ほかに、中国語、ドイツ語、フランス語の中から一言語が必修で、一緒にフランスに行くこの友人たちとも、選択言語が一緒で仲良くなった。

「細田君、ユーターン就職だからなぁ～」

「遠えん距きよ離り恋れん愛あいは難しいって。社会人になったばかりなら特に」

「でも卒業するまで待てばいいのにね。授業中のあの微び妙みような空気は、こっちまで気まずいよ」

「……」

　別れたの気づいてた？　と質問をされたけど、友人たちはさすがにそれは気づいているだろ、といった雰囲気で答えは求められなかった。

　だからあの二人って付き合ってたのっ!?　とは言い出せなくなった。

　まずい。あまり自覚はなかったけど私って鈍いのだろうか。

　眉まゆを寄せて考え込んでいると、自分が鈍いって気づける子は鈍くないんだよ、と禅ぜん問もん答どうのようなことを言われ、更に悩なやむ。

「でもほら、鈍どん感かん力が高いと現代社会生き抜ぬきやすいらしいからさ」

「鈍感力あるとストレス溜たまりにくいって言うし」

　友人からフォローが入った。でも現代社会と恋愛って別問題だと思う。







　坊ぼうさんも猛もうダッシュの忙せわしない十二月が過ぎ、年が明けた。

　毎年恒こう例れいの空手サークルの初はつ詣もうでは、有岡先輩の要望で四日に行くことになった。

　確かに三が日は混こむから四日の方が良いかもなぁと賛成したら、三が日は吾わが輩はい出社により、と書いてあり完全なる自己都合だと分かった。

　まぁ、大学生は冬休みがまだあるので別に良いけど。社会人って本当大変そうだ。

　先輩はイベントコンサルタント会社の営業マンだ。

　式典や発表会、結けつ婚こん式の二次会、同窓会などのイベントを企き画かく提案したりサポートしたりする。

　先輩の就職先を聞いて、天職だ、これほどの天職があるのかっ！　と誰もが思った。

　そんなわけで四日。四日でも神社は結構な混雑具合。

　人が少ない入り口付近で待ち合わせをすることにしたけど、珍めずらしくも木下さんが少々遅ち刻こくするとの連れん絡らくがあった。

　境けい内だいの中に入ってしまうと、電波の状況が悪くなりそうなのでそこで待機。

「では待ち時間を有意義に過ごすため、今年の抱ほう負ふ発表会を開かい催さいしたいと思う」

　三が日休まず働いていたのに、バリバリ元気そうな有岡先輩は醬しよう油ゆせんべい片手にイソベ餅もちを食べつつ、甘酒を飲んでいた。全部、米。

「はい！　彼女を誰だれよりも幸せにする、を今年の目標にしたいと思います！」

　メンバーの一人が先せん陣じん切って挙手。良いけど、まず彼女を作ることが第一段階だと思う。

　しかし新年早々、きつい突つっ込みは止めようと寛かん容ような心でいたら、それは抱負じゃなくて妄もう想そうだろ！　と他のメンバーが突っ込み喧けん嘩かに発展した。

「はい！　大学とモブポジション、卒業！」

　両方無理だろっ！　と突っ込みが入ってまたも喧嘩。

　新年早々喧嘩は止めれ。寒いからポケットから手を出したくない。

「諸君。抱負とは一年の決意であり、手の届く現実的なものにすることで高いモチベーションを維い持じできるのだ。それを踏ふまえ、表明して頂こう」

　ごちゃごちゃ喧嘩するメンバーを呆れたように見つつ、イソベ餅をむにょーんと伸のばして食べる先輩。

「そう言う有岡先輩の抱負は何なんですか？」

「俺か？　俺は取とり締しまり役やくに昇しよう進しん」

　先輩が一番アホだ。

　うーさむっ！　と首に巻いたマフラーの中に鼻まで突っ込んでいると

「雪が降りそうですね」

　ミシェルが薄うつすらと曇くもった空を見ながら、私の右側に移動して来た。

　空を見ながら白い息を吐はくそんな動作でさえ様になっていて、着き飾かざった人が多い正月の神社でも目立っている。

　シンプルな服装でも人目を引く。新年もキラキラしさが変わらないなぁ、と思ったところで、さっきよりも若じやつ干かん寒さが和やわらいでいるのに気付く。

　冷たい風を遮さえぎるように風上に立ってくれたらしい。

　ありがとう、と言えばミシェルはにっこりと笑った。

「さて野田の抱負を心して聞こうか！」

　先輩にマイク代わりのイソベ餅を向けられたので、

「時間を無む駄だにしない、です。先輩がやった抱負発表会のせいで既すでに破られましたけど」

　互たがいの抱負にヤジ飛ばし合って、カイロをぶつけ合う喧嘩に発展したメンバーを指さす。

　近くに地方テレビ局が。アホな大学生として映らなきゃいいけど。

「なるほどなるほど。お金はなくなったら稼かせげばいいが、時間はなくしてしまったらそれで終わりだからな」

「何を良いこと言ってんですか」

　ふむふむと大げさに頷いた先輩はイソベ餅をほれ、と私に渡わたしつつ

「ミシェルはどうだ？」

　ミシェルに水を向けた。

　ミシェルは思案するように口元に手をやって、ちょっと悩んでいたけど

「そうですね……諦あきらめないこと、です」

　爽さわやかに微笑ほほえみつつ、そう答えた。

「……っごぉほっ」

　ごくん。

　思わず飲み込んでしまった大きめのイソベ餅が、喉のどの辺りに引っかかって噎むせ込んだ。

「狭霧さんっ!?」

「野田が餅詰つまらせたーっ！」

「おまっ！　正月にシャレにならんことをっ」

「誰か飲み物っ！」

「汁しる粉こで良いかっ!?」

　殺す気か。暖用に持っていた缶かんコーヒーを貰もらって、事なきを得た。

「すみません。……つい…」

　ミシェルが私の背を撫なでつつ、謝罪して来た。いや、本当簡単に狼狽うろたえるので意味深な発言は止やめて欲しい。

　そうこうバタバタしているうちに木下さんがやって来た。鮮あざやかな朱しゆ色いろの着物を着て。

　大和やまと撫子なでしこ、まさに大和撫子。

　楚そ々そとした雰ふん囲い気きを纏まとった木下さんは、着物だからいつもよりも小こ幅はばに歩いていて、いつにも増して可愛かわいらしさが溢あふれていた。

　言うまでもなくメンバー大興奮。

「遅おくれてごめんなさい」

　寒さで頰ほおをちょっと赤く染めた木下さんが、白い息を吐きつつ遅刻の謝罪。

　首を傾かしげた拍ひよう子しに簪かんざしがしゃらんと鳴って、それすら可愛さを示す効果音のようだ。

「うわぁ～眼福……」

　同性の私ですら、そう思った。ご利り益やくがありそうなほどの華はなやかさで、同じ気持ちだったのかメンバーの数人がありがたや～と拝んでいた。

「ミシェル、どうかしら。着物を好きだって前に言ってたから」

　はにかみながら、袖そでを持ってミシェルに見せる木下さん。

　ミシェルが日本に留学したのは伝統文化に魅みせられたためで、日本古来の衣装も大好きだ。

「とっても似合ってますよ」

　ミシェルと木下さん。この二人が揃そろうと、ドラマの撮さつ影えいのようになる。

　ともあれ、全員揃ったので参拝。

　予想以上の込み具合で大変だった。待ち時間何と四十分。

　参道は人で溢れていて、縦の流れが若干異なるから最初はみんな横並びしていたけど、徐じよ々じよにずれてきてしまった。

「はぐれると合流が難しい。メンバーの確かく認にんを怠おこたるな」

　偉えらそうに宣のたまっていた先せん輩ぱいが真っ先にいなくなっていた。あの人はも～本当にさ～とぶつぶつ呟つぶやいていたら、他ほかのメンバーが見当たらなくなった。

　……私もはぐれた。

　順風満まん帆ぱんな社会人生活を祈いのって賽さい銭せんを投げ入れた後、人がひしめき合う参道を逸それて、脇わき道みちへ。

　この人混みじゃ、探し出すのは無理かなぁ？　と思っていたけどあっさり見つかった。

　木下さんを取り囲むむさ苦しい一団は悪い意味で目立っている。

　そこからちょっと離はなれたところで話しているミシェルと有岡先輩もビジュアル的に目立っていた。

「あ、先輩良いなぁ。イカの姿焼きどこで買いました？」

　焦こげた醬油の香こうばしい匂においに引かれて、先輩たちに近寄る。

「みたらし団子にも引かれてます。焼きそばと、お好み焼きも外せなくて、行列が出来ている焼きトウモロコシも捨てがたくて。どれにしよ」

　主食は一つだけかなぁ。財さい布ふの事情で。

　悲しいことに最近、屋台の物価が上がっているような気がする。

「野田……お前な」

「はい？」

　先輩がちょっと呆あきれたような視線を送ってきた。いや、何で？

　首を捻ひねっていたら、わしゃわしゃ撫でられた。髪かみの毛、ぐっしゃぐしゃ。

「何するんですかっ！」

「お前の空気の読めなさは、称しよう賛さんに値あたいするレベルだと思ってな」

「は？」

　有岡先輩だけでなくミシェルまで苦く笑しようしている。意味が分からず二人を見上げれば

「買いに行きましょうか」

　ミシェルが先輩のイカ焼きを指さした。

　うん、と頷うなずきながらも二人の空気がどこかおかしいのに気付いて、首を傾げる。

　何かあったんですか？　と口を開こうとした時

「ミシェル、さっきの質問だがな」

「はい」

「むろん、ただの後輩などと思っていない。俺にとって野田は実の弟のような、いや実の弟以上の存在だ」

「……？」

　ミシェルと先輩が妙みような会話を交かわした。

　実の弟以上って、先輩の弟さんに申し訳なく思ったけど先輩一人っ子じゃん。

　ミシェルと連れ立ってイカ焼きを買いに行く途と中ちゆう、何の話だった？　と探さぐりを入れたけど、はぐらかされた。何なんだ。

　イカを齧かじりつつ戻もどると綿わた菓が子しを持った木下さんが、良かったら一つどうぞ、と柔やわらかく微笑みながら差し出してくれた。

　可愛い女の子に似合う屋台メニューで、メンバー全員一いつ致ちで綿菓子に決定。献けん上じよう。

　でも一人一個ずつ買ってくるな。

　むさい男が大量に凝こり固まって綿菓子持っているのは、知り合いでも近寄りがたい、というか近寄りたくない。
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　一月半ば。冬休みが終わってすぐの、後期試験に備え始めなくてはいけない頃ころ。

　私と野々宮さんは、コピールームの壁かべに凭もたれ、項うな垂だれていた。

　はぁぁぁぁぁ。

　ふぅぅぅぅぅ。

　ため息の数だけ幸せが逃にげると言うなら、この狭せまいコピールームは私達から逃げた幸せで溢れかえっている。

「野々宮さん、何かあった？」

「野田っちこそ。辛しん気き臭くさいやんか」

　お互たがいをちらっと見て、ため息の多さを指し摘てき。そして同時にため息。

「何や、話してみぃ」

「うん……実はさっき、木下さんと会ったんだけど…」

　後期試験の日程が張り出され、試験対策に励はげみ始めたけど四年はそれほど難解でなく、何とか乗り越こえられそうだ。

　三年までが大変なんだよなぁ、と思っていたら野々宮さんから必修講義ノートのヘルプ要よう請せい。

　菓子のお礼になるので、二つ返事で了りよう承しよう。

　親泣かせのメンバーを探って、優評価のノートを探す。私のノートも残してあるけど、字がダイナミックで読みにくい上に、まとめ方も褒ほめられたものではない。

　待ち合わせのコピールームへ行く途中、ばったり木下さんに出くわした。

　木下さんは白いもこもこのコートに、薄うすピンクのポンポンで髪を結ゆっていてウサギのようだった。特別何もしてなくてもいるだけで心が癒いやされると絶大な人気を誇ほこる木下さん。

　いつものことながら、沢たく山さんの男の子に囲まれていた。

　私に気付いた木下さんは、その輪を抜ぬけ躊躇ためらいがちに寄ってきた。何かを言いたげに、大きな目を揺ゆらしている。

「どうかした？」

　何だろう？　と思いながら話を促うながせば

「あの、ミシェルから告白されたって本当でしょうか？」

　声優ですら憧あこがれそうな甘い声で問いかけられた。

　不自然に固まる私に、目をうるうるさせながら答えを待つ木下さん。

　木下さんに話しかけるタイミングを見計らっていた男の子たちがどうしたの～？　と集まってきた。

　本当ですか？　と再度木下さんに聞かれ、えーっと……と狼狽え。

　公衆の場ではっきり肯こう定ていすることは出来ないし、でも否定することも出来ない。

　木下さんが私を呼び留めたのは電光掲けい示じ板ばんの前で、人が常に多くいるところだった。

　木下さんはいるだけで注目を集めるけど、その発言が聞こえたのか足を止める人がちらほら。

　その話は今度ゆっくり、と慌あわてて逃げ出して来たけど、どうなったんだろう。

　大部分の人は、ミシェルが私に告白したなんて信じてないようだったけど、数人の女の子からアサシン的な視線を感じた。

　嫌いやがらせが悪化しそうな気がしてきた。いや、確実に悪化する。

「……それは災難やったな。女の嫉しつ妬とは怖こわいんやで。ネットワークも広いしな」

「だねぇ…」

　人の口に戸は立てられない。噂うわさ話ばなしはびっくりするくらい早く回ることがある。尾おひれ背びれが付いた上に手足が生えて、もはやこれ別もんじゃね？　と思うものになったりもする。

　そんな噂の主になったことは今までなかったし、ましてや大量に女の子の敵を作ったこともなくて、対処に困る。

「それで？　野々宮さんはどうしたの？」

　鬱うつ々うつとしてしまうので、私の話は終わりっ！　と切り上げて野々宮さんに話を向ける。

　野々宮さんは鞄かばんの中にあったお菓子の袋ふくろに目を落としつつため息を吐ついた。

「……菓子で水原っちを陥かん落らく作戦がうまく行ってへんのや」

「へっ？　なんでっ？」

　スイーツは水原に対し、唯ゆい一いつかつ絶対の武器だ。加えて野々宮さんのお菓子は、超ちよう一いち流りゆう。

　この間など、手間がかかる代表格のバウムクーヘンを作っていた。フライパンの幅はばに合わせ、芯しんを作りそれに生き地じを巻き付けて焼くという神かみ業わざで。

　そんな野々宮さんのお菓子で懐かい柔じゆうできない原因が思い当たらず首を傾かしげつつ、野々宮さんを見たけど、長いため息しか返ってこなかった。

　うーんと頭を捻っていると、ポン！　とバレンタインという単語が浮うかんだ。

「あれだ。バレンタインが近いせいじゃない？」

　一月末から二月初しよ旬じゆんにかけて、大学生は後期試験がメインイベントとなる。

　一いつ般ぱん学生の大半が単位取得に四苦八苦している時に、しかし秀しゆう才さいバカの水原は全く異なることに全精力を注いでいる。

　この時期になると売れっ子アイドルもびっくりの秒刻みのスケジュールを立てて、チョコ取得に命を懸かける。

　そのため家にいる時間も極きよく端たんに少なく、出回っているものも世界レベルなのでさすがの野々宮さんでも旗色が悪いのかもしれない。

「ちゃうねん。……うちの菓子だけならまだ良かったんやけどなぁ」

「ん？」

　またまたため息。

「水原っちの様子がおかしいねん」

　水原は野々宮さんのお菓子のみならず、期間限定垂すい涎ぜんもののスイーツを前にしても、心ここにあらずな様子を見せるらしい。

　雑誌チェックをしている時も、目が文字を上うわ滑すべりしているのが丸分かりで。

「少し前までは、いつも通りやったんや」

　バレンタイン特集の本を買い漁あさり、読みふけり、綿密な計画を立てていた。

　今年はこびとテロがないだろうから、ここも行ってみるか、社会人になる来年は十分な時間が確保できないだろうし悔くいがないように泊とまりの計画さえも含ふくまれていたらしい。

　ちなみにこびとテロとは、言うまでもなく私のことである。

　三年時の必ひつ須す授業は難しいし、楽な講義は一、二年で取り尽つくしているから選せん択たく授業までも難しいしで、最も単位取得が困難な年であった。

　去年の私は単位を落とすかもしれない恐きよう怖ふに駆かられ、いるかな？　いたらいいな、いてくれ～と、水原の研究室や家に押しかけていた。

　いなかったらそれはそれで仕方ないとアポなしだったが、結構な確率で水原はいた。

　り、理解できませんっ……と教科書握にぎりしめてあわあわしている私に、理解できない君が理解できないと言いながら、試験勉強に付き合ってくれた。

　予定を聞けば何もないと言っていたけど、後のレンジさんたちの会話で、水原がいくつものチョコ計画を取りやめていたのだと知った。

　テロしてすみませんでした。

　それに気づいた私は、そう言って水原に平謝りした。

　水原は私の履り修しゆう科目も頭に入っているし、試験日程も私がやばくなっているだろう講義も把は握あくしている。

　いなかったら諦あきらめよう、と突とつ撃げき訪問していたが、水原にしてみれば来るのか？　と逆に気になって引き返すことがあったらしい。

　邪じや魔ましてすみません。しかもそれに全く気づかないですみません。いつも家にいること疑問に思わないですみません。

　反省と感謝を込めて、暫しばらくリクエスト通りのお菓子を作った。

　そんな風に私が去年のバレンタイン兼けん後期試験の出来事を回想している隣となりで、野々宮さんが短いため息を吐いて肩かたを落とした。

「理由を聞いても、何もない言うんや。でもどう見ても水原っちの様子、おかしいねん」

　野々宮さんは何度も探さぐりを入れたが、水原からは、何でもないとしか返ってこないらしい。

　理由を教えてもらえないことも、野々宮さんのため息の原因になっている。

「うーん。あの水原がお菓子を前にしても、元気ないって私にも理由がわから……」

　ないと言いかけて、言葉を止める。

　お菓子を目の前に、それでも浮かない顔をする水原。

　それは過去に一度だけ見たことがある。

　夏、水原のお母さんがお兄さんの結けつ婚こん式の招待状を渡わたしてきた日。あの時水原は菓か子しを食べているのに、苦いものを食べているようなそんな表情を見せた。

　ちらっと覗のぞき込んだ招待状に記されていた結婚式の日付はその時から半年以上後。

　水原のお兄さんの挙式は二月二十一日、もうすぐだ。







　水原のこびと好きは小さい頃ころから筋金入りだ。

　水原がこびとマニアとなった所以ゆえんは一冊の絵本にあった。ものに執しゆう着ちやくがない水原が唯一大切に扱あつかっていたそれは、誤解からお父さんが取り上げて燃やしてしまった。

　お父さんは元より、お母さんもお兄さんも泣いて止める水原の味方にはならなかった。

　その事と焦こげた絵本は幼い水原に深い傷を残した。

　水原の実家は老舗しにせの旅館を営んでいて、家族でどこかに行く時間などなく食事時ですら別々に過ごす。

　そんな状じよう況きようで、一度できた溝みぞが埋うまるはずもなく。

　水原もお母さんも言葉を濁にごしていたので詳くわしくは知らないけど、それからも色んな不和があったらしく、水原は中学卒業を機に祖父母に身を寄せ、上京。

　祖父母が亡なくなった時、水原は未成年であったのにそのまま自立。学費はその頭脳により無む償しよう。生活資金はどこぞで身につけた株のノウハウでやりくり。

　現在に至る。

　水原は基本的に誰だれかに頼たよるのを良しとしない。私への些さ細さいな頼たのみ事ですら、最初は金銭のやり取りを発生させようとした。

　それは性しよう分ぶんもあるだろうけど、親から当然のように与あたえられるものが少なかったせいもあるのかなぁ、と考えるとちょっと悲しくなる。

　そんなわけで、野々宮さんから水原の様子を聞いた時から非常に気になっていた。

　しかしまさかこんな状況で遭そう遇ぐうするとは。

「……君は一体、何をやってるんだ」

「……」

　お昼を少し過ぎた頃に、知らないメアドからメールを受信した。

　その本文には、どうしよう～助けて。今すぐ、図書棟とうにある郷土資料室に来て!!　と言う怪あやしい一文が。

　怪しい。でもメアドを知っているって知り合い？

　誰すい何かするメールしても返信はない。

　危き惧ぐした通り、女の子からと思われる嫌がらせはちょっと悪化したのでこのメールも怪しい。

　けど、メアドを変えた友人に何かあったという可能性も捨てきれない。迷った後に、言われた通りに郷土資料室に行ってみれば、見事閉じ込められた。

　やっぱりね、ふっ、分かっていたさと思いながら、この時間に学校にいるのはと携けい帯たいを取り出せば、まさかの圏けん外がい。二重のトラップだったか。

　郷土資料室の利用頻ひん度どは低い。

　でも閉館時には見回りをするだろうから、最悪その時には気づいてもらえる。

　そう思うけど空調が効いていないこの部屋は、非常に寒い。

　ふと外を見れば誰もいない中庭に面しており、これまた良さげな立派な木が傍そばに生えていた。

　少し悩なやんだ後、決断。よし、脱だつ出しゆつしよう。

　資料室は図書棟の二階だし、がっしりとした木は私の体重を十分支えてくれそうだ。万一落ちても下には柔やわらかそうな草が茂しげっている。

　冬の寒い時期に、図書棟の周りを誰かが通るとも考えづらい。

　資料室から木に乗り移って、へへん楽勝、楽勝とひょいひょい下りているとどこからか視線を感じた。

　ん？　と周りを見れば、不ふ審しん者を見つけたような顔をして立ち尽くしている水原の姿が。

　そして先ほどのセリフに戻もどる。

「いや～……呼び出しを受けて行ってみれば、郷土資料室に閉じ込められまして……」

　水原は個人研究室を明け渡す準備をしていて、近くを通りかかったらしい。

　重要な研究資料を家に運び込まなくてはいけないそうだが、重そうな両手の紙かみ袋ぶくろの中には、大量のスイーツ情報誌。

　研究ってそっちかい。

　えっちらおっちらとそれを運んでいる時に、異常にゆさゆさ揺ゆれる木に気付いて、まさか猿さる？　と疑って近づいてみれば私が飛び降りてきたと。

「郷土資料室は利用申しん請せいがない限り閉へい鎖さされているぞ。開いていたのか？」

　郷土資料室はカウンターで利用申請をして鍵かぎを借り、使用が終わったら鍵を返すという特とく殊しゆシステムが用いられているらしい。

　私が来た時は、鍵は開いていた。

　つまりは誰かが鍵を開けて待機し、やってきた私をそのまま閉じこめたという事か。

「……利用申請する時って、氏名と学がく籍せき番号を記入するのかな？」

「そうだ。ただ開示はされないぞ。個人情報だからな」

「だよね……」

　悔くやしいが犯人は分からずじまいだ。

　しかし数分で脱出したことは、犯人を出し抜ぬいてやった優ゆう越えつ感があり、心へのダメージは少なかった。

　水原が念のためそのメールを見せてみろと言うので、バッグから携帯を取り出して目が点。

　着信十二件、留守電五件、メール三十八件。

　ぽかんとしたまま確かく認にんすれば着信は非通知で、留守電を聞けば無言で切られていた。

「どうしたんだ」

　携帯を見るなり固まった私を見て、水原が訝いぶかしげな表情を浮うかべた。

「いや……寂さみしい人妻とか、彼氏と別れたばかりの社長秘書とか、夜勤で忙いそがしくて恋こい人びとが作れない看護師さんから会いたいってメールが……」

　何だこれ。さやかって誰？

「馬ば鹿か。開くな」

　本文を確認しようとすれば、水原に止められた。貸してみろと手を出されたので、ぽんと携帯をその上に置く。

　件名からして怪しいメールの発信元を数件見て

「どこかで情報が漏もれたな。君のアグレッシブなメアドはソフトの無差別送信で一いつ致ちしづらいものだが、絶対ないとは言い切れない。君の友人がウイルスに感かん染せんしたとも考えられる。原因は分からないが、複数の業者に漏れているようだ。こういうのは一度漏れると広がる。メアドを変えるかフィルターで暫く指定受信するか、どちらかにすべきだな」

　解決策を提示。

　よく説明書なしですいすい操あやつれるなぁと感心する。

　私はあまり機械が得意な方ではなく、説明書を読むのも苦手だ。メアドを登録するのもよく分からず、有岡先せん輩ぱいに任せたら微び妙みようなメアドにされた。

【drop-kick-dekiru.noda182ko@～】

　ドロップキック出来るのだ！　一発ＫＯ。

　先輩にどや顔で見せられた時はむかついたが、登録の直し方も分からないし誰かに頼むのも面めん倒どうでそのままにしてある。

「君、そもそも携帯のセキュリティ甘くないか？」

「あーそういうのあんまりよく分からなくて……」

　スマホを持って何年も経たつが、未知のアイテムだ。

　大学の入学祝いにスマホをプレゼントされたのだが、私の手には余る代しろ物ものだった。

　最初は通話のやり方すら分からなかった。機能が多くて、その上複雑で使いこなせない。

「せめてフィルターはかけておくことだ」

　水原が呆あきれたような表情を浮かべて、携帯を返してくるけどフィルターのかけ方がよく分からない。

　私の表情からその事を読み取った水原が設定画面を出してくれ、パソコンから送信されて来たメールの全受信を拒きよ否ひして、必要なメアドを指定受信しろと説明してくれた。

　しかしずらっと並ぶ表示画面のリストが理解できない。

　何これ、ファンタジー。

　うーんと指を彷徨さまよわせれば水原が木に寄りかかって、長期戦の構えになった。

「まずここに、パスワードを入れろ」

「ゼロ四つ」

「……そこからか」

「何が」

　水原はそれから暫しばらく私の携帯を弄いじっていた。まずはパスワードの変へん更こうから、セキュリティソフトの導入など。

　モバイルセキュリティの無料版でおすすめはここのなんちゃら、うんちゃらで、でも最初は有料版の無料お試ためし期間でウイルス確認云うん々ぬんで、このアプリはデバイス紛ふん失しつ時に遠えん隔かく操作でうんちゃらかんぬん、だそうだ。

　なるほど、全くわからん。

　最初はいちいち私に説明をして、どうするか？　どれにするか？　と確認を取っていたけど、言っている意味がチンプンカンプンで、じゃそれでお願いします！　と適当に良い返事をしていたら無言で作業するようになった。

　ありがたい。

「ウイルス感染はしていないようだな」

　数十分後に戻ってきた私の携帯は、パワーアップして迷めい惑わくメールや非通知着信、ウイルス感染などをブロックする力を付けていた。

　ありがとう！　と礼を言うと、この程度誰だれでも出来るんだがなと言いながら、水原は去っていこうとした。

「あ、待って」

　とっさに引き止める。

　荷物を手に顔だけ振ふり返った水原に

「……げ、元気？」

　健康のお伺うかがい。

「見ての通りだが」

　何言ってるんだ？　と言わんばかりに、怪け訝げんそうな顔を返された。

「えーっと……」

　引き止めたものの、核かく心しんに迫せまる質問は出来ない。

　様子がおかしい原因はお兄さんの挙式なのか、そして結婚式に参加するのかしないのか、聞けばあっさり答えてくれそうだけど、それから先の言葉が続けられない自分が予想できる。

　それなら最初から何も言わずに別れれば良かったけど、改めて水原を見れば少し瘦やせたような気がして何か言わずにいられなかった。

　それは野々宮さんの健康を考えたスイーツ効果かもしれないけど。

　数秒、気まずい沈ちん黙もくが走る。

「……」

「……」

「……あ、そーだ。これあげる」

　思いついて、バッグを漁あさる。

　そう言えば柚ゆ子ずジャムを持っていたのだ。携けい帯たいの礼も兼かねて瓶びんを渡わたせば、水原はちょっと首を捻ひねった。

「マーマレードか？」

「ううん、柚子ジャム。この時期になるとママの同どう僚りようが、親せきの近所の農家の人から柚子を大量に貰もらうらしくて、お裾すそ分わけしてくれるんだ。だから毎年恒こう例れいで作ってる」

「真っ赤な他人をそこまで詳くわしく説明しなくても良いと思うが」

　うるさいな。分かっているけど、毎年ママがそう言って嬉うれしそうに持ってくるから、私も何となくそのまま覚えてしまった。

「要冷蔵で三ヶ月は日持ちするから」

　作ったジャムはパウンドケーキに入れたり、パンケーキのトッピングにしたりして、数週間で使い切るから消費期限を気にしたことなかった。けど通常は三ヶ月ほど日持ちするはずだ。

「ベーシックに食パンやスコーンに塗ぬったり、ヨーグルトに入れるのも良いけど、冬はお湯で割って柚子茶にするのも良いよ。マグカップにスプーン三杯ばいくらいかな」

　使い方を挙げれば、水原はふーん色々あるんだなとちょっと感心したように呟つぶやいた。

　いやいや、私が言っているのって、何の変へん哲てつもないジャムの使い方だけど。

「今まで、何に使ってたんだよ」

「酒のつまみに」

「その発想はなかった」

　ワサビとか塩とかは聞いたことあるけど。

　水原はそれを紙かみ袋ぶくろの下に入れながら、試験は大だい丈じよう夫ぶか？　と聞いてきた。

　任せろ、今年はいける。四教科しかないし、もっとも難しいとされる簿ぼ記きだが検定のためにみっちり勉強したから、事前にちょっと復習するだけでいけそうだ。

　余計な心配を掛かけないために自信ありげに頷うなずいてみるけど、前科ありのせいか水原の視線は疑わしそうだった。

　口だけ自信満々で、単位を落としてしまっては格好がつかないので、家に帰って早々机に向かった。







　後期試験が始まった。

　この日は単位取得が最も難しいと言われる簿記の試験だった。しかし六月の検定時に水原の家庭教師付きでみっちり勉強したので自信がある。

　ケアレスミスさえ連発しなければ、単位は取れるだろう。

　午後の簿記の試験に備え、午前中は部室で最終確かく認にん。

　お昼は、集中力が出そうなスタミナ丼どんを食べた。

　それから部室に戻もどって、試験用具を回収。

　さて、頑がん張ばるぞと試験教室の席に着いたところでトラブル発生。

　なんと、電でん卓たくが全く反応しない。

「……っ！！！」

　え～っ何でっ!!　と焦あせって電源を連打。それから闇やみ雲くもにボタンを押してみたけど、うんともすんとも言わない。

　教きよう卓たく脇わきの時計にとっさに目をやりながら、動かなくなった電卓をバンバンと叩たたく。午前中は何ともなかった電卓が、数字を表示しなくなった。

　あと十分で簿記の試験が始まってしまう。そんな危機的状じよう況きように、頭が真っ白になる。

　どんなに勉強したとしても簿記の試験に電卓なしに挑いどむのは、エベレスト登頂に短パンとビーサンで挑むようなものだ。

　百パー死ぬ！

　あわあわとしている私に気付き、同じく簿記を履り修しゆうしているメンバーが話しかけてきた。

「野田、お前なんで電卓持って踊おどってんの？　そろそろ担当教官が来るぜ」

「壊こわれたんだよっ！」

「「「マジでっ!?」」」

　緊きん急きゆう事態に気付いたメンバーが

「電池切れじゃねぇーの？」

「入れなおしてみろよ」

　言いながら、接せつ触しよくを確認するけど直らず。そもそも電池は二日前に切れ、換かえたばかりだ。

「電池が不良品だったんじゃねぇの？」

「でもさっき部室で勉強していた時は何ともなかったんだよっ！」

　どうするんだよ？　どうしよう？　落ち着けよ、落ち着けるかと無意味なやり取りで時間を浪ろう費ひする。

「俺ら、ダチに電卓持ってないか聞いてやるよ」

「だけど時間的に厳しいかもしんねぇーぞ」

　携けい帯たい電でん話わを持って廊ろう下かに向かうメンバーを、望みをかけて拝む。

　私も何人かに連れん絡らくを取ったけど、誰も電卓は持ってなかった。

　昨今電卓機能が付いていない携帯電話などないから、敢あえて電卓を持ち歩く人はいないようだ。

　そもそも学校にすら来ていない友人ばかりに連絡してしまった。

　テスト期間は履修しているものがなければ、家で勉強に励はげむのが当たり前の選せん択たくだ。

「俺、電卓もう一個持ってっけど……」

　廊下で電話をかけていたメンバーが戻って来て、希望ある言葉を呟いた。

　それを拾い、ばっと顔を上げる。

「えっ!?　貸して貸してっ！」

「でもこれちょっと問題あるんだよなぁ」

「良いよ。ちょっとくらい！」

　少しくらい使いづらくても、途と中ちゆうで表示が消えようが反応が遅おそかろうが、ないよりはましだ。

　貸して貸してと手を出して、せがむ。

「これ、キータッチ音が消せねぇんだよ。それでもい」

「いいわけあるかっ！」

　試験中にぴっこぴこ鳴らしていたら即そく座ざに退場させられる。ぬか喜びさせやがって～っ！　と解決策を見いだせないでいるうちに、担当教官が前から入って来た。

　……終わった。

　がっくりと肩かたを落として項うな垂だれる私に、暗算で行けっ！　インド人だ、インド人になりきるんだっ、ナマステっと無理なアドバイスを飛ばしてメンバーは席に戻った。

　暗算で出来るわけがない。計算自体は難しくはないが、桁けた数すうが半はん端ぱなく多いのだ。

　問題用紙が回って来たので項垂れたまま、それを後ろに回す。

　単位を一つ落としたからと言って、卒業できなくなるわけではない。でも成績に不可が付くのは、就職先に提出する関係上避さけたかった。

　問題用紙が全学生に行き渡るのを待つ間、無意味にかちゃかちゃとシャーペンの芯しんを出し入れする。

　はぁとため息で問題用紙が飛ぶのを手で押さえながら、それでも繰くり返し諦あきらめの息をついていると、控ひかえめに背中を突つつかれた。

「……？」

　ちらっと後ろを見れば、知らない女の子が電卓を差し出してきた。

「これ、野田さんって人まで回してって」

　後ろから回って来たよ、小声で伝えられた内容に目が輝かがやく。ありがと！　と礼を言って、前に向き直る。

　誰だれだか知らないけど、助かった。

　メンバーが連絡を取ってくれた誰かが、届けてくれたようだ。打って変わってやる気漲みなぎらせて、試験に臨のぞんだ。

　試験終しゆう了りよう後、助かった、今度奢おごる、と熱く礼を言いつつメンバーに電卓を返そうとすれば

「俺のダチじゃねぇーぞ」

「俺も違ちがうけど？」

　全員に否定された。

「へ？　じゃ……これ誰の？」

　お前のダチじゃねぇの？　と言われたけど、私が連絡を取った子はみんな学内にいなかった。

「……？？？」

　その友人の友人とか？　と思ってかけた子に聞いてみたけど誰も心当たりがなかった。

　結局誰のものか分からない電卓が、そのまま手元に残された。
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　最近増えた野々宮さんからの、お菓か子し食べてくれへん？　の依い頼らいメールを受信。

　了りよう承しようの返事をして、待ち合わせ場所を決める。

　水原の食しよく欲よく減は変わらずで、野々宮さんのハイクォリティのお菓子が大量に余っている。

　ダイエット中の野々宮さんは自分で食べることは極力避けたいらしく、有り余るお菓子は私のもとへ。

　とはいえ、私一人で食べきれる量じゃない。

　好きに分けたって、と言われているので食べきれなかった分は万年欠食メンバー行きになるから問題はないんだけど。

　でもやっぱりお菓子の余り方と、それを渡わたす時の気落ちした野々宮さん。

　そこから水原の様子が気にかかってしまう。

　水原のお兄さんの結婚式まであと数日。出席するにしても、しないにしても相当それがストレスになっているんじゃないだろうか。

　基本的に水原は、やらなくてはいけない難解事を後回しにしない。むしろとっとと終わらせよう、と可能な限り先に終わらせる性格だ。

　それなのにお母さんが来た時だけは例外だった。

　やっぱり家族間の不和は……とつらつら考えていたせいで油断した。

　ちーちゃんから、学校内では人通りが少ないところにはいかない、なるべく友達と一いつ緒しよにいること！　と嫌いやがらせに対するアドバイスを貰もらっていたのにやらかした。

　一人で利用頻ひん度どの低いＢ棟とうへ。

　しかも鏡に不気味な女の人が映った、恐おそる恐る友だちと調べに行ったらそこに鏡はなかったとかうんちゃらで敬遠されている女子トイレに行ってしまった。

　曰いわく付きのトイレの個室に入ったその数十秒後。

　上から大量の水が降ってきた。もちろん、怪かい奇き現象などではない。

　あんまりなことに茫ぼう然ぜんとする私に聞こえてきたのは、空のバケツが転がる音と、複数の女の子の笑い声と、走り去る足音。

「……マジで？」

　まさか大学でこんな小学生の苛いじめみたいなことが起こるとは。

　ちーちゃんに言えば、苛めなんて幾いくつになってもやることは変わらないのよっと怒おこられるだろうけど。

　それはまずおき、この惨さん状じよう。

　フックに引っ掛かけたバッグの被ひ害がいは少ないけど、肝かん心じんの私は水みず浸びたしになっている。

「……どうしよ」

　濡ぬれた服を絞しぼってみたけど、この寒さはやばい。何せ二月、一年の中で最も寒い月だ。

　不幸中の幸いで、コートは部室に置いてきていた。

　それに部室には空手衣が何枚かある。誰のものか分からない汚お物ぶつと化したものだけど、背に腹は代えられない。

　コートと空手衣を持ってきてくれるようメンバーに連れん絡らくしようとして、手が止まる。

　ミシェルが適任だけど、嫌がらせの原因がミシェルに関係している。

　ミシェルが知ったら気に病やむから隠かくしておきたいけど、現場を見られてしまうと隠し通せる自信がない。

　他ほかのメンバーに頼たのんだところで、空手衣ー？　何でー？　トイレで誰と戦うのー？　無む駄だに盛り上がって結局ミシェルが来ることになりそうだ。

　どうすべきか良い考えが思いつかず唸うなっていると、携けい帯たいが着信を知らせた。

　震ふるえるせいで手こずりながら画面を見れば、野々宮さんの表示。

「野田っち？　何かあったん？　何度も電話してもでぇへんから」

「……あ、ごめんっ！」

　野々宮さんとの待ち合わせ時間をかなり過ぎていた。

「何かあったん？」

　歯の根が合わなくて滑かつ舌ぜつがおかしい私に気付いてくれたようだ。

　トイレで水が降ってきたことを話せば、すぐ来てくれると。

　助かった、ほっと一安心。がたがた震えながら待つこと十分弱。

　急いで駆かけつけてくれた野々宮さんは私の姿を見て絶句していた。

　思った以上の濡れ具合だったらしい。

「……あんた、風邪かぜ引くで。これ羽織っとき」

　野々宮さんは着ていたダウンコートを脱ぬいで差し出して来た。

「いや、でもコート濡れる」

「そんなん気にしとる場合やないでっ。髪かみもびしょ濡れやんか」

　ぽたぽたと髪から水すい滴てきが滴したたって来て、野々宮さんのコートを濡らしている。クリーニングして返さねば。

「どないしたらええんやろ。……このまま帰るわけにもいかへんし…」

「部室に戻もどればコートがあるんだ。空手衣にコート着て家に帰ろうかと」

「……それ変質者やで」

　変質者っ!?　確かに奇き異いの目で見られるかもしれないけど。

「部室にタオルとかないん？」

「雑ぞう巾きんしか……」

　もともとはタオルだったのかもしれないけど。

「ひとまず保健室へ行くで。ベッドもあるから、まずそこで体温めや。あんた自覚ないかもしれへんけど、顔が土気色やで。めっちゃ怖こわいねん」

「う、うん。寒い……」

　保健室へ急いだけど、寒さで感覚がなくなって、普ふ通つうに歩くのに手間取ってしまった。

　水浸しの靴くつが歩くたびに変な音を立てるし、濡れた髪の毛を野々宮さんのミニタオルで括くくっているしで、本館の保健室に着くまでちょっと視線を集めていた。

　やっとの思いで辿たどり着いた保健室は、幸いなことに誰だれもいなかった。

「あんた、濡れたもん全部脱いだ方が良いで。そんでこのシーツ巻いとき」

　野々宮さんが棚たなを漁あさってシーツを取り出した。勝手に使って良いのかと思ったけど、弁べん償しようすれば良しとしよう。

「……学校で素すっ裸ぱだかって落ち着かないんだけど」

　シーツを受け取りながらも、野々宮さんの提案に難色。

　全部脱いでシーツって、それこそ変質者だ。

「当たり前やろ。まったり落ち着いとったらびっくりや。でも仕方あらへんやん。そのままやとベッド濡らしてしまうし、あんたかなり寒いんやろ。顔が真っ白やで」

「いや、でもさぁ～……」

　水を含ふくんだ服に体温が奪うばわれて、寒さの極限に来ている。

　それでもうーん……と渋しぶれば、シーツに擬ぎ態たいして掛かけ布ぶ団とん被かぶっとき、と保健室の空調のリモコンを探している野々宮さんから投げやりなアドバイス。

　シーツに擬態、出来そう……と鏡で自分の顔色を見てぷっと笑えば、野々宮さんに笑ってる場合やないやろ！　と怒られた。

　確かに笑っている場合じゃない。

「近くのコンビニに行ってくる。下着や靴くつ下した売っとるやろうから」

　野々宮さんは早口でそう言いながら、財さい布ふだけ持って保健室を出て行った。

　何から何まで本当に申し訳ない。

　手元のシーツと自分の惨状を見比べてちょっと悩なやんだけど、確かにこのままでは風邪を引いてしまう。

　具合が悪い振ふりをして、ベッドに寝ねていれば誰も構わないだろう。

　ため息を吐つきつつ、ドアの鍵かぎを閉め手早く脱いでシーツを巻き付けた。

　それから掛け布団を被ってドアの鍵を開け、急いでベッドにもぐり込む。

　野々宮さんが戻ってくるまで閉めておきたいけど、保健室を個人的な理由で施せ錠じようは出来ない。

　誰も来ないことを切に祈いのりつつ、掛け布団の中に引っ込む。

　さて、これからどうするか。

　タクシーで帰るのが一番いいんだろうけど、かなりのコストを覚かく悟ごしなければならない。

　大学から家までは車で四十分ほど。タクシーに四十分乗ったら、幾らかかるか分からない。

　それでも払はらえる範はん囲いならと、ネットを開いて撃げき沈ちん。

　タクシー代云うん々ぬんの前に現在都内で雪が降っているとのニュースがポップされた。

　雪が降ったら渋じゆう滞たいは確実だ。タクシー代が恐るべしな金額になる。

　そもそも電車が止まったらタクシーも摑つかまらないし、帰れなくなる。まだちらほらと降っているだけみたいだから止まる確率は低いけど、どうなるか分からない。踏ふんだり蹴けったりとはまさにこのことか。

　これ以上の不幸が訪おとずれない事を祈っていたら、携帯が震えた。

　画面に表示されたミシェルの名。

　何てバッドタイミングっ！　と思いながら普ふ段だん通りを装って、通話ボタンを押す。

「あのっ、狭霧さんが保健室へ行くのを見たって聞いたんですけどっ！」

「……」

　開口一番、耳に優やさしいミシェルの声が心配そうに響ひびいた。

　誰だ……。ミシェルに余計なことを言ったのは……。

「あーうん、ちょっとね。でも大したことないから」

　努めて明るい声を出して、大だい丈じよう夫ぶなことをアピール。

「怪け我がしたんですかっ？」

「ううん。怪我はしていないよ」

　ミシェルが怪我の有う無むを聞いてくるということは。

　私がびしょ濡れになっていたことまでは知らないようだ。

　良かった、とほっと息を吐いていると

「えっ!?　じゃあっ体調が……？　あのっ、今部室なのでっ、そっちに行きますっ！」

　心配そうな色を濃こくしたミシェルがそう言って、電話を切った。

「……へ？」

　保健室への用事は怪我か病気かの二パターン。

　怪我でなければ、病気。ミシェルはそう判断したようだ。

　今は特に大学で風邪が大流行していて、試験のために無理をして来る学生も多く、学内はウイルス蔓まん延えん中だ。私もその影えい響きようを受けたと思ったらしい。

　切れた携けい帯たい電でん話わに目を落としてから、自身を見る。全身湿しめっているし、シーツだけだし。

　こっちに来るって……。ばっと掛け布団を引っ摑んで、ベッドに伏ふせる。

　いや、まずいっ。幾いくらなんでもこの格好はまずいっ。

　そもそも保健室にいる理由を何て言ったらいいんだっ？

　どうしよ、どうするんだっと掛け布団で作った暗くら闇やみの中でパニック。ミシェルに来られたらまずい理由が満まん載さいだ。

　野々宮さん、帰ってきて～と心の中で叫さけんだところで

「狭霧さんっ！　大丈夫ですかっ？」

　息を切らしたミシェルが飛び込んできた。

　は、早いな……万ばん事じ休す…。

　こんもりとした掛かけ布ぶ団とんの山だけでは誰だか分からないだろうけど、ベッドサイドには私のバッグが置いてある。

　当然ミシェルは私だと気づいて、優しく揺ゆすってきた。ベッドに寝ていることから体調不良を確信したようだ。

　気き遣づかうような、音量を落とした声で容体を聞かれた。

　いや、体調が悪いんじゃないんだけど……どうしよ、この状じよう況きよう。

「狭霧さん。コート持ってきました。寒いのに薄うす着ぎは良くないですよ」

「……ありがと」

「声がちょっと掠かすれてますね。風邪でしょうか？　熱はありますか？」

「うっ……。いや、あの…体調悪くないって言うか、至って元気なんだけど……」

「……？　ともかく顔を見せて貰もらっても良いですか？」

「……無理」

　心配しているミシェルの様子が掛け布団越ごしに伝わってくる。

　いや、ミシェルが心配するような体調不良じゃないんだけど、だったら出て来いと言われてもそれも困るわけで、どうしたら良いんだ。

　ミシェルがそっと掛け布団を引く。すかさず抵てい抗こう。

「狭霧さんの病院嫌ぎらいは知ってますけど、あまり酷ひどいようなら行った方が良いですよ。僕、付き添そいますから」

　宥なだめるようなミシェルの声に被かぶせて、くしゃみ連発。ミシェル、風邪とますます確信。

「……えーっと……今はちょっと都合が悪くて……」

　私は怪我にしても体調不良にしても、ちょっとのことでは病院を頼たよらない。

　別に病院嫌いってわけじゃなくて、明日あした治るような気がするから行かないだけなんだけど。

　今回もその類たぐいの拒きよ否ひだと思ったミシェルが、少し強めに掛け布団を引いてきた。

　抵抗できる力加減だったけど、タイミング悪くくしゃみが出て指が外れた。

「まず体温計で熱をはかりっ……なっ！」

　気遣わしげなミシェルの声が跳はね上がった。心配そうな顔も驚きよう愕がくに変わっている。

　布団の下からむき出しの肩かたが見えれば、そりゃびっくりするよね。どうしよう。

　ミシェルは青い目を見開いて私を凝ぎよう視ししていたけど、動どう揺ようして何歩か後ずさりしたため、簡易の衝つい立たてにぶつかった。

「あぶなっ！」

　それが倒たおれそうになったので、とっさに手を伸のばして支える。その動きのせいで掛け布団が落ちてしまい、巻き付けていたシーツまでも緩ゆるんだので慌あわてて押さえた。

「うわっ……えっ??……なんっ…」

　ミシェルの狼狽うろたえが半はん端ぱでないので、こっちもパニック。

　ミシェルは頰ほおを赤くしながら茫ぼう然ぜんと私を見ていたけど、目が合うと慌てて手で顔を隠かくした。

「これにはっ……深い事情があってねっ！」

　驚おどろきのあまり言葉になりません！　状態のミシェルに、こちらもどうして良いか分かりませんっ！　と慌てふためいていると、がらっとドアが開く音が聞こえた。

　まずいっ！　と掛け布団を拾い上げようとした私よりも早くミシェルが動き、それを被せてくれた。

　けど結構な勢いだったので、二人してベッドに転てん倒とう。

　ミシェルが慌てて飛びのいて、衝立にぶつかった。

「……あんたら、何しとんねん」

　待ち望んでいた野々宮さんの声が聞こえた。

　大きめの紙かみ袋ぶくろをぶら下げた野々宮さんは呆あきれたように私とミシェルを見て、ぐらぐらしている衝立をベッドの傍そばに置いてくれた。

　ほら、と差し出された紙袋を反射的に覗のぞき込めば、一番上にはビニール袋ぶくろが乗っていて、中には下着と靴下が入っていた。

　その下には暖かそうな厚手のシャツとセーター、裏毛がついたズボンにスニーカー、カイロが。

「風邪かぜ引く前に、着き替がえた方がええんちゃう？」

　着替えを急せかす野々宮さんの声に被せて

「うわっ！……ぼ、僕っ、外でっ、待ってますからっ！」

　そう叫ぶと、ミシェルは慌てて保健室を出て行った。

　ガラガラ、ピシャンとドアが閉まる音が響いたあと、少しの沈ちん黙もく。

　野々宮さんははぁっとため息を吐つきながらベッドに腰こしを掛かけた。

　肩かたを落として力なく俯うつむく野々宮さんにどうしたんだろ？　と思いつつ、とりあえずは着替え……とシャツを取り、それが見覚えのあるものだと気づく。

「あれ？　このシャツさ……」

　よくよく見れば、このモヘアのセーターも見たことがある。

　問うように野々宮さんを見れば、野々宮さんははぁっと深いため息を吐いて、何もない床ゆかをじっと見つめた。その目が揺れているような気がして、へい？　と動きが止まってしまった。

「……水原っち、うちの菓か子しのために学校に来ぃへんのに、あんたが困ると来るんやなぁ……」

　ぼそっと呟つぶやかれた言葉は、聞き取れないほど小さい。

「……野々宮さん？」

「電話したんよ。家、近いの知っとったから。……自分でやっといて、落ち込むって何やねん、ほんまに……」

　顔を上げた野々宮さんの目の縁ふちに零こぼれそうな涙なみだが溜たまっていて、うっ！　と仰のけ反ってしまった。

　実を言えば私は、女の子の涙に頗すこぶる弱い。

　目に見えて狼狽えた私を野々宮さんが軽く笑って、その弾はずみにポタンと涙が零れ落ちた。

「うぇぇっ……あのっ…」

「うちな……噓うそ吐ついとったんよ。あんたと水原っちに」

「……噓？」

　野々宮さんは片手で顔を隠した。

　でもその下から伝わる涙が見えて、慌ててバッグを漁あさってハンカチを探すけど見つからない。

　ハンカチ、ハンカチ、どこだっ!?

　おたおたとする私に、ええからあんたははよ着替え、と野々宮さんが口元で小さく笑った。

「ほんまはな、あの時幾ら粘ねばっても、うちがあんたの代わりに菓子作るの受け入れてくれへんかった。せやから……うち、噓吐いたん。あんたと王子が付き合うことになったって……」

　ぽつりぽつりと話し出す野々宮さん。ずずっと小さく鼻を啜すすったので、ティッシュを探す。

「あんたと王子が付き合ってる思ったら、水原っちはあんたを家に呼んで菓子を作るよう頼たのむことは出来へん。そないして水原っちに美味おいしい菓子作ろ思った。あんたよりうちの方が製菓の腕うでが上やし、代われる自信はあったん」

　野々宮さんの製菓はプロと並び立てる。得意と言っても素人しろうとの域を出ない私。比べるまでもない。

「せやけどどんな菓子作っても、ダメやった」

　小さくしゃくり上げた拍ひよう子しにポタポタと涙が落ちる。泣いている女の子を前にどうしていいか分からず、茫然と膝ひざ立ち。

「その内に水原っち、様子おかしなってうちの菓子だけじゃなく他ほかのお菓子もあまり食べなくなった。しつこく聞いたら、兄の結婚式に出席するのが少々気が乗らないだけだ、教えてくれたんよ。うち長い間水原っちを好きで、ずっと見てた。せやから知っとる。それがお菓子食べれへんくらい水原っちにとって重いことなんやって」

　水原、お兄さんの式に行くことにしたのか。

　義ぎ理り堅がたいところがあるから、実の弟が来ないことに対する世せ間けん体ていを考こう慮りよしたのかもしれないけど。

「元気出して貰いたくて、手の込んだ菓子幾いくつも作ったん。プロにも負けへん、と思う菓子を作って届けた。でもダメやった。お菓子食べたあとあんな顔されてずっと頑がん張ばれるほど、うちも強くない」

　泣き顔なのに強い目で見つめられて、胸がドキッとしてしまった。

「それでもやっぱりうちは水原っち好きや。……せやから野田っち、水原っちに菓子作ってやってくれへん？」

「……へ？」

　接続詞のおかしさと、かみ合わない話の流れについて行けない私を置いて、野々宮さんはすっくと立ち上がった。

　あーなんや、すっきりしたわ、と言葉とは裏腹の痛々しさを感じる笑えみを見せたあと、言葉に詰つまっている私から顔を背そむけた。

「さて帰らへんと。雪降っとるし、電車止まると厄やつ介かいやで」

　野々宮さんは封ふうを切ったカイロを投げてきた。

　既すでに化学変化が始まっているカイロは暖を取るのに十分な熱を発している。

「うちな、あんたのこと嫌きらいやない。もしあんたが木下優衣みたいな計算大得意な女やったら死んでも諦あきらめへんけど……」

　野々宮さんは小さな声で、水原っちに菓子作ったってと呟いて保健室から去って行った。

「ちょぉっ…！　待ってっ！」

　慌てて追いかけようとしたけど、出来なかった。まだズボン、はいてなかった。

　身み支じ度たくを終えて、今いま更さら遅おそいよなと分かりつつ、きょろきょろと保健室周辺を見回す。

　そして未いまだに真っ赤な顔を両手で覆おおって座り込んでいるミシェルを発見した。

　保健室に人が来ないよう見張りをしていてくれたらしい。

「さっきはごめん」

　色んなことが重なって、あちこちに思考が飛んでしまい上手うまく考えられない事にも頭を悩なやませつつ、とりあえずミシェルに謝罪。

「ぼ、僕の方こそっすみませんっ！　狭霧さん、嫌いやがっていたのに布団……っ！」

　まだ動どう揺ようが残っているのか上ずった声で謝り返してくるミシェル。

「ミシェルはただ心配してくれただけだし。でも、さっきのことは忘れてくれると助かる」

「ど、努力はしますっ」

　そう言いながら私を見たミシェルは、私の髪かみが湿しめっているのに気付いて眉まゆを顰ひそめた。

「狭霧さん、髪が濡ぬれて……。そもそもどうして」

「あー……雪が降ってるからさ。今日は帰ろうか」

　あからさまに誤ご魔ま化かす私を問い詰めたそうな様子を見せたけど、雪が降っているのは事実だ。

　話を続けようとするミシェルを促うながして外に出れば、ちらほらと降る雪がうっすらと地面に積もっていた。

　風が吹ふくと斜ななめに雪がぶつかってきて、冷たい。

「……帰りましょう」

　仕方ないという気持ちを滲にじませて軽く息を吐いたミシェルは風と雪を遮さえぎるように私の斜め前を歩いて、駅まで送ってくれた。

　ミシェルは心配なので家まで送ります、と言ってくれたけど、雪で電車が止まる可能性があるのでお断りした。

　ホームで別れるぎりぎりまで心配してくれていたので

【心配かけてごめん、無事に家に着きました】

　家に着くなりメールを送ってみれば、すぐに返事が来た。

【安心しました。それで今日一体何があったのか、聞いても良いでしょうか？】

　やっぱり気になるよね、と頭を悩ませてしまった。

　暫しばらく悩んだのち、不注意で水を被かぶってしまったと送信。全くの噓と言うわけではない。

　湯上がりでほかほかしつつベッドに転がれば、次に頭を占しめるのは野々宮さんと水原のこと。

「う～ん……」

　唸うなり声を上げつつ、畳たたまれた借りた服に目を落とす。

　水原と野々宮さんに何があったのか正直あまり分かってない。

　ミシェルが私に告白をしてくれたあの日の夜、野々宮さんから水原のお菓子はうちが作る！　とメールを貰もらって、それと同時に水原からのお菓子要よう請せいメールが途と絶だえた。

　ぱたりと途切れた関係に寂さみしい気持ちはあった。正直に言えば、かなり。

　でも私と野々宮さんのレベルは歴然としているし、何より水原に向かって全力疾しつ走そうしている野々宮さんの邪じや魔まをするのは気が引けた。

　敢あえて首を突つっ込まないようにしてきたけど、やっぱり水原の様子が気になるし、野々宮さんの言葉も気になる。

　まずは、と野々宮さんに電話をしたら

「うちは今傷心なんやっ！　ええからあんたは水原っちに菓か子し作ったれっ！」

　ガチャ切りされた。あまりの声量に耳がきーん。

「……なっ…何なんだ…」

　暫く携けい帯たいを前にむむむと唸っていたけど、このままぐだぐだ悩んでも仕方ない。服の礼も言いたいので、水原の携帯電話に発信。

　水原は件名にしか用件をいれないくせに、電話よりもメール派だ。だから電話しても出るかどうかは五分五分だった。

　出なかったら服の礼だけはメールで送ろうと思っていたけど、数コール目で画面の表示が通話に変わった。

「はい」

「あー私……野田狭霧だけど…」

「知っているが」

「ご存じでしたか」

　初っ端ぱなからぎこちない会話。

　水原との会話に気を張るって初めての経験だと思いながら、本題である服の礼を告げる。

「助かった。ありがとう。あれがなかったら雪の中で途と方ほうに暮れるところだった」

「別に。学校に行く用事があったから、ついでに届けたまでだ。用件はそれだけか？」

「んー……んー。それだけって言うか…」

　野々宮さんとの事とか、お兄さんの結けつ婚こん式の事とか聞きたいことはあるけど、聞いて良いことなのかよく分からないし、どう切り出せばいいのかも分からない。

　無意味なハミングをして、通話を引き延ばしていると

「何やった？　何に困っている？」

　と聞かれた。何かに困って電話して来たと思ったらしい。

　過去に色々と手をお借りしているので、こいつまた何かやったのか？　と疑ぎ惑わくを生んだ。

「違ちがうって。そのさ……お兄さんの結婚式に行くって聞いたんだけど…」

「あぁ。出席することにした。兄との結婚は、将来的に旅館の女将おかみになるということだ。先方は了りよう承しようして結婚を望んだらしいが、気がかりは少ない方が良いだろう。結婚式さえ出れば、体面は守られるしな」

　気になってつい聞いてしまったけど、こういう時の適切な言葉が思いつかない。

　水原の事務的な声に気が乗らない以上の気き鬱うつさを感じて、気まずさに携帯電話を持った手が汗あせで湿ってきた。

　手をハンカチで拭ぬぐっていると、こほっと水原が小さく咳せきをした。

「……具合悪い？」

　若じやつ干かんペースが遅おそい話し方にも、気け怠だるさを感じる。いいや、と否定する声も何だかだるそうだ。

　流行はやりに乗って風邪かぜ引いたか？

「風邪ではない。……少し寝ね不ぶ足そくなだけだ」

　寝不足？　と聞き返せば、最近嫌な夢を見る、と。

「夢の中で俺は実家に戻もどっていて、家族と一いつ緒しよに暮らしていた。そこには数人のこびともいて、最初は楽しい夢なんだが、俺がお菓子を作ってくれるよう頼たのむと、こびと達から煙けむりが上がるんだ。何だ？　と思った時にはこびとの全身が火に包まれていて、どんどん燃え上がっていく。こびとは炭化した手を見せながら、これでお菓子が作れると思う？　とケタケタ笑いながら死んでいった」

「……こえぇぇぇ。なんつー夢だ……」

　ホラーを超こえてグロイ。私はホラー映画で恐きよう怖ふを感じることはないけど、スプラッタ系はダメだ、気持ち悪くなる。

「嫌な夢を見るから眠ねむるのが嫌だと思う気持ちと、健康維い持じのために十分な睡すい眠みんはとるべきであるという気持ちが鬩せめぎ合い、やはり寝なければならないだろうと強制的に寝ようとするんだが、眠れない」

　それは私もたまにある。寝よう寝ようと思うと目が冴さえる現象。

　聞けば、水原は明日あしたの昼の便で北海道へ行くそうだ。結婚式の日程はまだ先だったけど、お母さんが数日早い航空チケットを送ってきた。

　お父さんに会うのプレッシャーなんだろうな。それもきっと安あん眠みん妨ぼう害がいになっているんだろう。

「快眠、疲ひ労ろう回復のツボって知ってる？　人体のどっかにいくつかあるらしいから片っ端ぱしから押してみるとか」

「普ふ通つうそう話を振ふった場合、そのツボがどこにあるかの説明も付属すべきではないか？」

「ごめん、知らない」

　脳天にあるとか、首の根元辺りにあるとか聞いたことあるけど確かではない。

「効果を知らないのに勧すすめるか？」

「だってさ、安眠方法って人それぞれに合うものが違うじゃん。私、眠れない時は、経済学の本を読んだりするよ。試験前とか特に効果覿てき面めんだけど、水原には効かなそうだし」

「……君、本当に今回の試験大だい丈じよう夫ぶだったのか？」

「問題ない、任せろ」

「絶対に任せない」

　そんな風に脱だつ線せんしたままどうでも良いことをつらつら話していたら、電話の向こうで水原が欠伸あくびをしているのが分かった。声も何だか眠そうなものになっている。

　まだ良い子の時間だし、肝かん心じんな話は聞けてないけど、せっかく訪おとずれた眠りの兆きざしを逃のがしてはいかん。

「明日早く起きなきゃいけないだろうからそろそろ……」

　電話を切ろうとすれば

「……君が…」

　半分眠りに落ちているような声で、水原が会話を続けてきた。

「……君が王子と付き合っていないと聞いた」

「ん？　うん」

「君は相手をいつも欲しがっていたじゃないか。せっかくの告白をなぜ断る？」

「なぜって……そうだな。今は残念ながらミシェルが向けてくれる気持ちと同じものを返せないからかな。中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで関係を変えたくないというか……」

「……そうか」

　ミシェルではなくて合コンの時に知り合った人となら、もっと軽く考えて付き合えたかもしれないけど。

「まぁ、それでも色々と考えちゃうけどね。……って水原？」

　さっきまであった相あい槌づちがない。

　小声でばーかばーかと言ってみたけど反応なし。暫く無言でいたけど、反応なし。

　通話中に寝てしまったようだ。ここ数日グロイ夢を見て寝不足だったらしいので仕方がない。

　おやすみ、と小さく挨あい拶さつして電話を切った。







　電話を切ってから、あれこれ悶もん々もんと考えていたけど、うだうだ悩なやんでも仕方がないとキッチンへ移動。

　今日の礼に水原へお菓子を作ることに決めた。

　野々宮さんの言葉と、思った以上に帰省がストレスになっている水原が気に掛かかる。

　明日の朝、ちょっとお邪じや魔ましよう。そう決めたは良いものの、何を作るかが決まらない。

　バレンタインの世界レベルのお菓子も、野々宮さんのハイクォリティなお菓子でもダメとなると私だって手て詰づまりに近い。

　唸うなりながらレシピ本を積み上げていると、脇わきに避よけていた料理本が雪崩なだれを起こした。

　拾い上げようとして、その書名が目に留まる。

「……園児が喜ぶ弁当レシピ…」

　スイーツ弁当はどうだろうか、と閃ひらめいた。

　食しよく欲よくがなくても見た目だけで楽しめそうだし、何より水原はそういうのが好きだ。

　早さつ速そく材料をチェックして、おかずに見えそうなお菓子を検討。

　レシピのノートに思いつく限りのアイデアを書き出してみる。

　メインは海の苔り巻まき、これは速そつ攻こうで決めた。

　節分の日にママと恵え方ほう巻まきに似せたロールケーキを作ったので、レシピは頭の中に入っている。

　海苔をブラッククレープ、ご飯をロールケーキ、具にフルーツを代用することで、海苔巻きそっくりのロールケーキが出来る。

「求ぎゆう肥ひと白あんと、ピスタチオでシューマイとか」

　醬しよう油ゆ入れに黒糖を入れると、更さらにシューマイ度が上がる気がする。

　肉が来たら次はサラダ系か。

　生チョコを刻んだドライフルーツ入りのホワイトチョコでコーティングして、ポテトサラダにするのはどうだろう。

　アルミカップに入れると、それっぽく見えそうだ。

　全体的に白っぽいので色合いを良くするため、薄うす焼やき抹まつ茶ちやクッキーでバランとか。

　それから……と頭をフル回転させていると、ママがキッチンに顔を覗のぞかせてきた。

　スイーツ弁当の話をすれば、面おも白しろそうっ！　と乗ってきてくれたので

「あ、じゃあさ。この間作ってくれた大学芋いも！　あれ作ってっ！」

　協力をお願いする。

　ママが作る大学芋は冷めてもしっとりと甘塩っぽくて、きっと水原も気にいるはずだ。

　海苔巻きをメインに三品のおかず。

　やっている内にあーだこーだと盛り上がり、楽しくなってきた。

　たまたま次の日はママの公休で、私も授業がない日と知っているパパはほどほどにしなさい、と苦笑いするだけで強くは止めなかった。

　全すべてのおかずを作り終えて、用意していた箱に詰つめる。

　うん、弁当だ。弁当に見える。出で来き栄ばえに満足してハイタッチしようとしたら

「ちょっと待って。デザートがない」

　ママが言い出し、時刻は三時を回っているにもかかわらずデザートを作ることに。

　ここまで来ると妥だ協きようは出来ないというか、ハイになっているというか。

　苺いちごムースを作って、箱に詰めて今度こそ完成。

　ママと大興奮でハイタッチして、高こう揚ようした気分のままベッドへ行けば、急激な眠ねむ気けに襲おそわれた。当たり前だ、五時を過ぎている。

　アラームをセットすることも忘れ、そのまま就しゆう寝しん。

　そしてお約束で寝ね坊ぼうする私。

　寝ぼけ眼まなこで時計を確かく認にんして、しまったっ！　と飛び起きる。

　水原のフライトは十三時。水原の家に行って渡わたす予定だったけど、もう間に合わない。

　羽はね田だに直接向かうしかない。

　会えるかどうか分からないけど、弁当を引っ摑つかんで家を飛び出す。

　電車に飛び乗ってからメール。

　メールを受信した水原は、羽田に来る？　と思っているだろうけど、返信はいつも通り簡潔な場所の指定のみだった。

　家を出てから一時間半。羽田空港、第二旅りよ客かくターミナル、二階の出発ロビー。

　指定された場所へ行けば、人混ごみに紛まぎれて本を読んでいる水原を発見。

　おーいおーいと手を振りながら近づけば、私の声に気付いた水原が顔を上げた。

「一体どうした？　羽田まで」

　物事に動じない水原もさすがに怪け訝げんそうな顔をしている。

　ちょっと待って、とジェスチャーをしてから滲にじんだ汗あせを拭ぬぐって息を整える。思った以上に羽田は広くて、競歩で移動してきたので息が切れた。

「出発前にごめん、時間は平気？」

　飛行機利用のシステムを良く知らないので、まず時間の確認。

「それは平気だ。トラブルが起こった場合を想定し早めに家を出ている。今からカフェでも行こうかと思っていたところだ」

　まったりカフェタイムを奪うばう気はないので、早速本題に入る。

「実はこれを渡したくて。弁当なんだけど。昨日の礼と……まぁ、励はげましも兼かねて」

「弁当？」

　水原の眉まゆがピクリと跳はねあがった。

　何を言いたいかは分かる。みなまで言うな、とジェスチャーで水原の言葉を差し止める。

　私が持つ弁当箱を、水原は爆ばく発はつしないだろうなとばりばり警けい戒かいした顔で見ていた。

　失敬な！　と思ったけど、製せい菓か以外の料理スキルが終わっている自覚はあるので、黙だまって包みを解ほどく。

「ところで君、目の下のクマがジャイアントパン…ダ……」

　水原が不自然に言葉を止めた。視線は私の手元の弁当箱に固定されている。

　ただの弁当ではないと気づいてくれたようだ。

　クマが酷ひどいのは知っているので、ジャイアントパンダは聞き流すことにする。

「昨日ママと作ったんだ。リアリティが足りないから、すぐ分かると思うけど全部お菓子で作った。食欲ないって聞いてたから、これなら食べ……っちょぉ！」

　説明途と中ちゆうで、弁当を持っている両手を摑まれた。

　弁当をじっくり見ようとしたようだけど、持っている私ごと引っ張るな。

　それから暫しばらく水原はスイーツ弁当を検分していた。お気に召めして頂けたようで何よりだけど、配置が気に入らないらしく、何やら思案顔で場所を入れ替かえていた。

　暇ひまなので水原が持っていた羽田ターミナルの情報誌をパラ見する。

　来るときは急いでいたから周りを見る余よ裕ゆうはなかったけど、空スイーツ美味おいしそうだ。

「水原。このアップルバウムクーヘンって」

「店はここから近い。しっとりまろやかで絶ぜつ妙みような柔やわらかさのバウムクーヘンの中に、丸ごと煮に詰つめたほんのりとした酸味のアップルが入っている羽田空港限定販はん売ばいものだから買って損はしない」

「商品名を言っただけで、そこまでの情報を返してくることに恐おそれ入るよ」

　数十分後、ようやく気が済んだらしい水原と羽田空港スイーツ散策へ。

　羽田スイーツは外国人もターゲットにしているからか、その発想はなかったっ！　的な珍めずらしいものが沢たく山さんあった。

　せっかく来たから、と空スイーツを幾いくつか購こう入にゆうし、お洒落しやれなカフェまで堪たん能のうしていたら、離り陸りく時間が迫せまっていた。

　小走りで保安検査場へ向かうも、肝かん心じんの水原が遅おそい。

「ちょっ、何ちんたら歩いてんの？　時間ないじゃんっ、急ぎなよっ！」

「君が隙すき間まを多く作りすぎたせいだ。あまり揺ゆらすと弁当が寄る」
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「アホかっ！　飛行機に乗り遅おくれる方が大問題じゃん！」

　焦あせりを見せない水原を急せかしながら、慌あわただしく北海道へ行く姿を見送った。
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　卒業まで二週間を切った。

　そう思うと、この汚きたなくて臭くさい部室すら名残なごり惜おしくなるから不思議だ。

　感かん慨がいに浸ひたる私の周りで、どったんばったんと遊んでいるメンバー。うるさい。

　淡あわいピンクのワンピースを着た木下さんが来れば、桜だっ！　お花見だっ！　と大おお騒さわぎするメンバー。やっぱりうるさい。

　騒さわぐメンバーを呆あきれて見み渡わたせば、隅すみで本を読んでいたミシェルとばっちり目が合ったけど、恥はずかしげに逸そらされた。

　この間のことをまだ気にしているらしい。

「そーいやさ、野田」

「んー？」

　忙いそがしいので生返事。

　私が卒業することで、実質空手サークルのまとめ役がいなくなる。頼たよりになるミシェルと木下さんに引き継つぎするためノートを作成中だ。

「お前この間、何でびしょ濡ぬれだったの？」

「……」

「クソ寒いのにこいつ元気だなぁって……っいってっ！　何で飴あめ投げてくるん……っ！」

　ビシッと額に当たった弾だん丸がん代わりの飴に文句を言おうと顔を上げたメンバーが、私から漂ただよう黙ってろオーラに気付いて、口を閉じた。

　大人しく飴を食べようとしたところ、腹を空すかせた他ほかのメンバーに襲しゆう撃げきされ、取り合い。そっちに構っている暇はないので放置する。

　ミシェルから視線を感じる。気づかない振ふりでノートに集中。

　あの日のこと、不注意で水を被かぶったとミシェルに説明したけど、詳しよう細さいについては知らせてない。

　下手へたに誤ご魔ま化かすとボロを出しそうなので、はぐらかしを貫つらぬくことにした。

　しかしここで思わぬ伏ふく兵へいが。

「もしかして野田さん、ミシェルを慕したう女の子たちに何かされたのではないでしょうか」

「……えっ？」

　さらっと流れた髪かみを押さえながら、心配そうに私を見つめてくる木下さん。

　黙って欲しいけど、可か憐れんな木下さんに飴をぶち当てることは出来ない。

　ミシェルは木下さんの言葉を聞いて驚おどろきの表情をしている。あちゃーと思った私は、黙ってのジェスチャーを木下さんに向けたけど、気づいてくれなかった。

　どういうことです？　と詰つめ寄るミシェルに、必要以上の説明をする木下さん。

　聞けば、木下さんもミシェルと付き合った時に少なからず被ひ害がいに遭あったらしい。

　美男美女のお似合いカップルだったけど、万ばん人にんから祝福されたわけじゃない。

　ミシェルもうちのメンバーから相当僻ひがまれていた。木下さんだって、同じようなことがあってもおかしくはない。

　自分と私を重ね合わせ憂うれい顔をする木下さんを、メンバーが必死に慰なぐさめている。

「狭霧さん、濡れたのってっ……優衣の話は本当なんですか!?」

「いやぁ……まぁ、その…」

　問い詰めるミシェルの顔がばりばりに強こわ張ばっている。何とか誤魔化そうとしたけど、ちょっと難しそうだ。

「嫌いやがらせって言っても大したことなくて。この間はあまり使われてないＢ棟とう地下の女子トイレなんかに行っちゃったからさ……」

　もごもごと言い訳、フォロー。

「うわぁ、お前あの曰いわく付きのトイレ行ったの？　勇気あんなぁ」

「あの学校七不思議の一つのトイレだろ。何か最近、井い戸どから出てきたような青白い顔のずぶ濡れの女がいたとかで、ますます怖こわがられてんぜ」

「いやぁ～私、怖いの平気だからさ。……と言うか、それ私じゃ？」

　敢あえてメンバーとの会話に意識を向けてみたけど、ミシェルに腕うでを摑つかまれているため難しい。

　硬こう質しつな声と強張った顔で迫られ、えーっとですね……としどろもどろ。

　普ふ段だん穏おだやかな人が雰ふん囲い気きを変えると結構な迫はく力りよくだ。

「……狭霧さん、ちょっと外でお話し出来ませんか？」

「えー…えーっと実は私、野々宮さんと待ち合わせしててさ。そろそろ時間……」

　わざとらしく時計を見て、時間稼かせぎ。

　それは噓うそではなく、コンビニで立て替えて貰もらったお金を返すために野々宮さんと待ち合わせしていた。

「それなら送って行きます」

　有う無むを言わさずに部室から連行。お断り出来る雰囲気ではなく、大人しく待ち合わせ場所を言ってしまった。

　野々宮さんより早く着きたくないので、牛歩。残念ながら牛歩の効果なし。

　この間の話をしようと、使われていない教室を待ち合わせ場所にするんじゃなかった。

「僕のせいで、狭霧さんが嫌がらせを受けていると言うのは本当なんですか？」

「いや、ミシェルのせいってわけじゃ……っ」

　空き教室のドアを後ろ手に閉めながら、ミシェルが単刀直入に切り出した。

「本当なんですね」

「……その…ちょっと…」

　迫力負け。

　気まずげに顔を逸らしつつ白状すれば、ミシェルが悲しそうに顔を俯うつむかせた。

「言ってくれなかったのは、僕が頼りないからですか？」

「ちがっ、頼りないとかじゃなくて、その……本当に大したことなかったし、ミシェルきっと気に病やむだろうな……と思ったからで……」

　ミシェルが気にするほど大したことはなかった。

　陰かげ口ぐちや悪口なんて聞き流せばいいし、不幸の手紙だって読むだけで返事するつもりはなかったし、足を引っ掛かけられそうになっても、通りすがりにぶつかられそうになっても、それを避よける反射神経はあったし、本当に大きな被害はなかったのだ。

　水をかけられたのは、完全に私の不注意が招いたことだ。

　使われてないトイレになんて行かなければ、避さけられたことだった。

　そう一生懸けん命めい説明したけど、ミシェルはますます悲しそうに顔を曇くもらせた。

「あの、ごめん。もうちょっと気を付けるから」

「そうじゃないんです、狭霧さん」

　ミシェルは肩かたを落として小さく首を振った。

「嫌がらせに気付かず、相談すらされなかった自分にがっかりしているだけです」

「えっと、あの、それは……」

　嫌がらせはミシェルがいないところで行われていたから気付かなくても仕方ない。

　加えて女の子はミシェルの前では虫も殺せないような特大級の猫ねこを被っていた。

　そうフォローしても、ミシェルは俯いたままこっちを見てくれなかった。

「あんたら、今度はまた何を揉もめとんのや」

　がらっと入ってきた野々宮さんが、いつもと変わらない様子で教室に現れた。

　その事にほっと安心してしまう。

　ミシェルは野々宮さんが来たからか、力なく会え釈しやくして教室を出ていこうとしたけど、野々宮さんがそれを止めた。

「何や、深刻そうやん。うちのことは気にせんで話続けたって。うちは隅で聞いとるから」

「聞くんかい」

　野々宮さんの目が好こう奇き心しんに溢あふれている。

　でも凹へこみ方が半はん端ぱないミシェルとこのまま別れたくなくて、もう少し周りを警けい戒かいすることと、何かあったらミシェルに言うことを約束してみた。

　それでもミシェルは寂さみしげな笑えみを浮うかべていて、うぅっと胸が痛くなってしまう。

　いつも爽さわやかに笑っている優やさしいミシェルのそういった表情を見るのは凄すごく嫌だ。

「いつだって僕は情けないことばかりしていますね……」

「いや、そんなこと」

　ないんじゃないかなぁ～と言おうとした途と中ちゆうで、ミシェルにそうなんです、と沈しずんだ声で遮さえぎられた。

　まずい。ミシェルが物もの凄すごくネガティブになっている。

「伊豆の時もそうでした」

「へ？　伊豆？　夏合宿の??」

　今の状じよう況きようと夏合宿との関連性が全然見えない。内心首を傾かしげながらも、片桐さんの不器用な仲直り大作戦を思い出し、苦く笑しようしてしまった。

「あの飲み会の夜、狭霧さんにベタベタ触さわろうとしていたＭ大の人、覚えていますか？」

「……？　そんな人、いたっけ…？」

　ミシェルの言葉に眉まゆが寄ってしまう。

　有岡先せん輩ぱいと片桐さんに気を取られていたから、他の人の動きはそんなに見てなかったけど、うちのメンバーはもちろんのことＭ大の部員も木下さんの気を引こうと躍やつ起きになっていた。

　私に注意を向けるような奴やつはいなかったと言い切れば、いたんですよ、と。

「手相を見てあげると狭霧さんを傍そばに呼ぼうとしていた男の方、分かりませんか？」

「うーん……いたかなぁ？」

　あまり記き憶おくはないけど話を進ませるために、いたかも…と言ってみる。

　私が覚えていないのはバレバレだったようで、ミシェルは緩ゆるく笑った。

「僕はその事に気付いていたけど、何もしなかった。あなたのことは、有岡先輩が目を光らせていたし、僕は優衣をガードするのに手いっぱいだった。でもその夜に有岡先輩に言われたんです」

　野田を好きだと言うなら、野田を守れ。

「僕はあの合宿の時には既すでに、あなたに特別な思いを持っていました。けれど、有岡先輩のその言葉は気持ちを伝えるのを留とどまらせた。先輩の言葉はもっともだったから」

　ミシェルはそこで言葉を止めて、俯きながらくるりと背を向けた。

「今なら僕は間ま違ちがいなく狭霧さんを選びます。前よりもずっとあなたを好きになって、相応ふさわしい男になりたいと思って……ですが僕は何一つ変わってないし、あなたを守れていないと今回のことで思い知ったんです」

　ミシェルの背がちょっと震ふるえているのに気付いて、狼狽うろたえる。

　背を向けているので分からないけど、泣いているんじゃないかと焦あせる。

「もっとずっといい男にならなきゃダメですね、僕……」

　背を向けたまま出ていこうとするミシェルを引き止めようと手を伸のばしたけど、野々宮さんに止められた。

「野田っち。ストップ。止めといたって」

　教室のドアに寄りかかっていた野々宮さんからは、教室を出ていく時のミシェルの顔がばっちり見えたんだろう。

　嫌いやがらせのことを言わなかったのは、優しいミシェルを傷つけたくなかったからだった。でも結果的に、泣きそうになるほどのダメージを与あたえてしまった。

「あんな完かん璧ぺきな王子でも恋こいっちゅーのは思い通りにいかへんもんなんやな」

　とりあえず野々宮さんにお金を返す。どよーんと凹んでいる私の横で、野々宮さんが呟つぶやいた。

　恋れん愛あいは思い通りにいかない。確かにそうだ。

　あんな真っ直すぐに気持ちを向けてくれるミシェルに、同じ思いを返せれば、と何度も思った。

　私がミシェルを好きだった時に、ミシェルの気持ちは私になくて。

　ミシェルが私を好きになってくれた時には、私の気持ちは違ちがうものに変わっていた。

　ほんの少しタイミングがずれていれば、重なったはずだった。

「王子も次の恋に目を向けられたら、楽やのになぁ。うちはそうするつもりやで」

「ん？」

　ミシェルのことを考えていたため、反応が遅おくれてしまった。

　野々宮さんは明るい声で

「次の恋に行くんや」

　きっぱりと宣言した。

　おぉぉぉ？　と困こん惑わくする私を置いて

「せやから野田っち、うちのことは気にせんでええよ」

　すっきりとした笑顔を見せると、ぽかんとする私を置いて教室を出て行った。

　何の心境の変化か、野々宮さんは水原のことをすっぱりと諦あきらめることにしたらしい。

「……」

　恋愛って難しい。

　そう一人呟いた言葉は、誰だれもいない教室にぽとりと落ちて転がった。
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　あっという間に卒業式になった。

　卒業式のその日は、良い天気だった。

　着なれぬ袴はかまを着て、学位を受け取ると本当に卒業なんだなと実感して寂しくなる。

　もしかしたら、二度と会わないかもしれない。そう考えると別れの言葉も感かん慨がい深くなって、握あく手しゆする手に力が籠こもった。

「よぉっす！　野田。卒業、おめっとさん」

「これ俺らから！」

　どんっと渡わたされたどでかい袋ふくろに顔が引きつる。

　なにこの大きさ。中を覗のぞけば、駄だ菓が子しが大量に入っていた。卒業のギフトでどうしてこうなった？

「だって、お前花とか沢たく山さん貰もらいそうじゃん」

　野田ってさ女の子から花束一いつ杯ぱい貰いそうだよなぁ。……許せん。

　これ貰って下さいっ！　と頰ほおを赤らめた可愛かわいい女の子に貰うんだろ……許さん。

　そんな話し合いの末、花束を却きやつ下か。それぞれ私の好きそうなお菓子を持ち寄ることにしたらしい。

　ありがとう、でももうちょっと考えろ。

　袴はかま姿すがたでサンタクロースみたいな袋を担かつぐことになってしまった。

「野田さん。卒業おめでとうございます。お気に召めして貰えたでしょうか」

　木下さんがちょっと困った顔で、私の反応を窺うかがってきた。

　いや、正直邪じや魔まだけど嬉うれしいと言えば嬉しい。

「あとこれ。俺ら、作りました。じゃかじゃん！」

　誇ほこらしげに取り出された手作り感溢あふれる本。

　マジックで書かれたタイトルは〝ぐっと来る女の子の仕草と発言集〟。

「……」

「これを読めば、野田も一歩女の子に近づけるぜ！」

「ここ、俺が作った！　上目づかいしながら、不安そうな顔で胸むな元もとをぎゅっと握にぎる！　これでぐっと来ない男はいないっ」

　せっかくなので実じつ践せん。ぐっ、とな。

「……って握んのは俺の胸ぐらじゃねーよ」

　そんなことをして遊んでいると、キャーと女の子の悲鳴が聞こえた。

　何だ？　と思って顔を上げれば

「狭霧さん」

　大きめの花束を持ったミシェルが微笑ほほえんでいた。

　ここまで花が似合う人間はいないと思って見つめていると、きらきらと眩まぶしい笑え顔がおでそれを渡された。

　ピンクを基調にした可愛らしい花束は色んな種類の花が入っていたけど、チューリップとカスミ草しか分からなかった。

「僕はまだまだ狭霧さんに相応しい男には遠いけれど、あなたを諦めたわけじゃありません。どうかそれは覚えておいて下さいね」

　花を受け取った時に耳元で囁ささやかれて、顔が赤くなってしまった。

　まごまごと返す言葉に迷っていると、後ろからバシンッと肩かたを叩たたかれた。

「卒業、おめでとうな。うちも花持ってきたんやけど、タイミング悪かったかもしれん」

　野々宮さんは、マーガレットの小さなブーケを私に差し出しながら、ミシェルから貰った花束に目をやっていた。

　ううん、嬉しいよと受け取る。

　その後も知っている女の子や、知らない女の子から花束やプレゼントを貰った。

「狭霧、凄すごい荷物だね」

　卒業式にはママが来てくれた。

　会場の一角が着き替がえ用のスペースとして開放されているので、そこで袴からパーティドレスに着がえて祝賀会に行こうと思っていた。

　袴と花はママが家に持って帰ってくれる予定だったけど、いくら何でもこれは多すぎる。

　袴も嵩かさ張ばるしなぁ～と頭を悩なやませていると、私に気付いた水原が近寄ってきた。

　てっきり私に用だと思ったのに、違った。

　ママにいつぞやの礼を述べている。フランス土産みやげの感謝を未いまだに忘れてなかったらしい。

　ママも直接お礼を言いたかったみたいだから、いい機会だったけど。

　ママと挨あい拶さつを済ませた水原が、大量の荷物を見て怪け訝げんそうな顔をした。

「その大きな袋は何だ？」

「駄菓子とかスナック菓子」

「なぜ」

　最後の最後までやってくれる。本当に良かれと思って選んでくれたので、無下に出来ないのが辛つらいところ。

「君、それ全部持って帰れるのか？」

「どうだろう……」

　両手で抱かかえた花束は、新装開店の時に置かれる花輪みたいになっている。

　どうしよ、これ。祝賀会に持っていくのも何だし、いっそ一度家に帰るべきか？　それとも駅のコインロッカーとか。でも花だしな……。

　うーむと荷物を睨にらみながら考え込んでいると、水原が菓子の袋を拾い上げた。

「水原？」

「少しの間なら俺の家に置かせてやる」

「えっ!?　ほんとっ？　ありがとう」

　水原の家はここから近い。ママにその事を伝え、袴と花束だけを持って帰って貰うことにした。

　そんな風に自然な流れで、水原の家に来たけど、水原と会って話すのはあの空港以来だ。

　水原の家に来るのは、何ヶ月ぶりになるんだろう。

　見慣れた部屋は何も変わっていなくて、なぜかほっと安心してしまった。

「何か飲むなら自分でやってくれ」

「うん」

　マグカップを二個取り出して、紅茶が置いてある棚たなを漁あさる。

　紫むらさき色いろのパッケージに惹ひかれてそれを取り出せば、ラベンダーティーと書いてあった。

　ラベンダー、北海道で購こう入にゆうしたに違ちがいない。

「それで、どうだった？　お兄さんの結けつ婚こん式とか……ご両親とか…」

　聞きづらいことなので、もごもごと言葉が籠ってしまう。

「特に変わりはなかった」

　形式に沿って、お兄さんのお相手の家族に挨拶をして来たらしい。

　水原は色んな会に参加していて、年上の人と接する機会が多いので、そういう場をそつなくこなすことが出来る。

　水原のお母さんは水原が来たことにはしゃいでいて、色々と話をしたがっていたらしいけど、旅館を営んでいるため、大した時間は取れなかった。

　お父さんは結婚式で滞とどこおった仕事を穴埋うめするのに、お兄さんも遠路遥はる々ばる来てくれた相手側の親族の接待に共に忙いそがしく、水原といる時間は取れなかった。

　水原は例によって例のごとく、全く気にせず札さつ幌ぽろに繰くり出し、スイーツ散策。

　結婚式以外に家族が集まる機会はなかったらしい。

　それじゃ、本当に特に変わったことはなかったんだと言えば、水原はちょっと黙だまり込んだあとベッドに置いていた袋から一冊の絵本を取り出した。

　こびとのくつ屋。

　そのタイトルの表紙には、柔やわらかいタッチのこびとが描えがかれている。

「この絵本のこびと……」

　水原が描くこびとに似ている。

　中を開いてみると、誰だれもが一度は読んだことがあるあのお話。

「帰り際ぎわに父親が無言で渡してきた。この本は、あの時のものと同じものだ。絶版になったが、どうやってか手に入れたらしいな」

　淡たん々たんとした声でそう言いながら、表紙のこびとを指で触さわった。

「この本が入っていた袋は色褪あせていて、もしかしたら父親はずっと前からこれを渡そうとしていたのではないかと思った」

　言われて袋を見れば、色褪せている上に捩よじれがあった。

　強く握りしめていたようなそんな跡あとだ。

　水原を見れば、無表情のままその部分を伸のばしていた。

　水原のお父さんは、寡か黙もくで頑がん固こだと聞いていたから、後こう悔かいしていたけどそれをうまく表現できなかったのかもしれない。

　そう言えば、水原はこびとを撫なでる手を止めた。

「実家にいた時はよく嫌いやな夢を見ていた。嫌な夢を見ると、父親と話したくなくなった」

　今回の帰省でも嫌な夢が水原の寝ね不ぶ足そくの原因になっていた。心配になって

「今回は怖こわい夢は見なかった？」

　そう聞けば

「見た。君が出てきた」

　との返答。どういう夢で、どういう意味だっ！

「君がナポリタンを作るのに、返り血を浴びた殺さつ人じん鬼きみたいになった時のことだ。君は失敗を誤ご魔ま化かそうと、うへへと包丁を持ちながら薄うす笑わらいを浮うかべていた」

「……あったね、そんなこと」

　パスタなんて茹ゆでて、和あえるだけなのに何でそうなったんだろう。

「この間もさーパパが体調崩くずしたんで、お粥かゆを作ってたら仕上げの段階で、お粥が弾はじけてさ。それを見てたママが大笑いして、ポップコーンみたいだったね！　って。言われてみれば確かにっ！　って笑いながら片付けしたんだけど、一体何でお粥が弾けたんだろうね？」

「俺が知るか。俺は君の父親に同情する」

　水原はそう言い捨てると、北海道銘めい菓かをポイポイ放ほうってきた。残らずキャッチ。

　バターサンドうまー、ラングドシャもうまーと、お菓子を堪たん能のうしながらもついにやにやしてしまった。

　それを見た水原が気持ち悪いな、という顔をしたが、家族仲の改善がちょっとでも出来たことはやっぱり嬉うれしい。

「あれ？　水原食べないの？　このオレンジピールチョコ、最高に美味おいしいよっ。このクリームたっぷりのパイシューとかっ」

　もしかしてお兄さんの結婚式が終わっても、食しよく欲よく減が治ってないのだろうか？

　お菓子を食べる手を止めて、水原の様子を窺うかがえば

「マドレーヌが食べたい」

　と言い出した。

　マドレーヌ？　テーブルの上に並べられた北海道銘菓の中にマドレーヌはない。

　今日貰もらった焼き菓子詰つめ合わせに入ってるかな？　と中を見ようとしたけどラッピングが厳重過ぎて開かない。

「水原、ハサミ貸して」

　ハサミを貸してくれるように頼たのめば、二番目の引き出しを指差された。

　その引き出しを開ければ、文具が整理整せい頓とんされて収められている。

　ハサミを取ろうとして、そこに入っていた真新しい電でん卓たくに目が留まる。

「……あれ？」

　持ち主不明のせいで、未いまだ私の手元に残されている電卓と同じものだ。

　これ人気商品？　確かに私が持っていたものより使いやすかった、ってちょっと待てよ。……もしかすると…。

「……あの、さ。もしかして簿ぼ記きの試験の時、電卓貸してくれたの、水原だった……？」

　浮かんできた可能性に顔を引きつらせながら聞けば、水原はちらっと私が握にぎっている電卓に目をやった。

　返答はなかったけど、多分そう。答えない時は肯こう定ていの場合が多い。

「うえぇっ！　水原も簿記履り修しゆうしてたよねっ？　まさか電卓なしで試験受けたのっ!?」

　驚きよう愕がくの事実に、顔がムンクみたいになる。やばいっ！　と動どう揺ようしまくりの私に

「別にそれほど問題はない。評価も優だった」

　あっさりと。どうやったら電卓なしで優が取れるんだ??

「よ、よく私に気付いたね……」

　簿記試験が行われた大講堂は百人以上の学生が集まっていた。

「すぐ目につくから」

　確かにわーわー騒さわいでいたから目立っていたかも。私の方は水原に気付けなかった。

　電卓が非常事態で、周りに目を向ける余よ裕ゆうがなかったというのもあるけど。

　それはともかくとして。

「ごめんっ！　あと、ありがとうっ」

　謝罪と礼を言いながら、お菓か子しの箱を開けて中を確かく認にん。幸いなことにマドレーヌが入っていた。

　こ、これでお礼になるとは思いませんがっ！　電卓の代金もお支し払はらいをっ、とごちゃごちゃ言いながらそれを差し出す。

「いらない」

　恭うやうやしく両手に乗せて献けん上じようしたそれはなぜか、素そっ気なく拒きよ否ひされた。

「えっ!?　何で？　マドレーヌ食べたいって……」

「いらない。俺は焼きたてが欲しい」

「へ？」

「焼きたてのマドレーヌが食べたい」

「……あぁっ！」

　視線を合わせないまま言われた言葉に、水原の要求が分かった。

　電卓のお礼にもなるので、只ただ今いまお作り致いたします！　と言いたいが、汚よごしちゃいけない服を着ているので今日は無理だ。

「今日は祝賀会があるので、後日改めてということでいかがでしょうか？」

　遜へりくだってそう聞けば、水原はそれでいいとばかりに頷うなずいた。

　その後は祝賀会に行くまで、ラベンダーティーを飲んでだらだら過ごした。

　どうでも良いような話ばっかなのに、なぜだか妙みように楽しかった。
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　ちーちゃんが、タラバガニを懸けん賞しようで当てた。ちーちゃんはああ見えて、宝くじは欠かさず買うし、葉書やネットでの懸賞の応おう募ぼをよくやっている。

　大量のタラバガニ、嬉しいけど困ったちーちゃんにお呼ばれ。有岡先せん輩ぱいと水原と私とちーちゃんでカニ鍋なべをすることになった。

「卒業めでたし。カニ娘むすめ、カニ眼鏡。これは俺からの卒業祝いだ。謹つつしんで受け取りたまえ」

　時間よりも少し遅おくれてやってきた先輩の手には、エビやらホタテやらの魚ぎよ介かいが入った発はつ泡ぽうスチロールの箱が握にぎられていた。

「おぉ！　豪ごう華か～ありがとうございます。で……なんですか。その呼び名は」

　カニ娘って嫌だ。カニ眼鏡よりもマシかもしれないけど。

「先輩は何なんです？」

　カニ娘役をやる気はないけど、恒こう例れいのやり取り上先輩の配役を聞く。

「カニ岡おか」

「何ですか、その適当な設定」

　意味が分からん。

「俺はカニが好きだから。カニに集中したい」

「じゃあ、やらなきゃいいじゃないですか」

「カニ女め神がみはキッチンか？」

　カニの出資者であるちーちゃんは、格が高い。

　女神扱あつかいされたちーちゃんが呆あきれた顔をしながら、先輩から魚介を受け取っている。ちーちゃんは手際よくエビやホタテ貝を食べやすいよう処理を始めていた。

　役に立たない私は、ひたすら灰汁あくを取る係。

　ぐつぐつと煮にえ立つ鍋が吹ふきこぼれないように温度調節しながら、野菜を投入。

「言っとくけど、一度箸はしで取ったものを鍋に戻もどすのはなしだからね」

　隣となりでタラを投入している水原を肘ひじで突つつく。

「失敬だな。俺はそんな非常識なことはしない」

　何言ってんだかと視線を返されたが、やりかねない。お菓子は除き、水原の偏へん食しよくはお子様レベルだ。

「この辺、もう煮えてるわよ」

　ちーちゃんがひょいひょいと、皿に移してくれたのでワクワクしながら箸をつける。こんな豪華な鍋はそうお目にかかれるものではない。

「ってか、先輩。本当にカニ好きなんですね……」

　先輩は黙もく々もくとカニの殻からから中身を取り出している。先輩のそんなシリアスな表情は、空手の試合以外見たことがない。

　むしろ今までで一番精せい悍かんな顔をしている。

　カニ岡の名はだてじゃないらしい。

「……水原。人の皿に入れるのもなしだから」

　カニについてきた白菜に顔を顰しかめた水原は、そのまま私の皿にイン。白菜美味しいのに。

「野菜も食べなよ。春しゆん菊ぎくとか」

　ぽいぽいと体に良さそうな野菜を、水原の皿に突っ込む。

「さーちゃん、親切ぶって嫌きらいなもの水原君のお皿に入れないの」

　ちーちゃん、目ざとい。ばれたか。

　野菜は大たい抵てい食べられるけど、春菊の苦みが受け付けない。好き嫌いするとちーちゃんに怒おこられるので、見てない隙すきに水原の白菜と私の春菊をトレード。

　鍋の残り汁じるにご飯を投入し、カニ雑ぞう炊すいまで食べつくした私たちは、かなり満腹になった。

「あー凄すごい食べた～」

　ぽこっとなったお腹なかを摩さすりながら、後ろ向きに転がる。

　ちーちゃんは、ちゃっちゃと鍋を片して、テーブルを拭ふいている。

　手伝おうとしたけど、お腹が苦しい。食べ過ぎた。

「さーちゃん、消化に悪いわよ」

「だって、お腹がぱんぱんなんだよ。ちーちゃん、手伝わないでごめん～」

「いいわよ。一人でやる方が早いから」

「ちーちゃん、酷ひどい……って先輩。また大人しいと思ったら…」

　ちーちゃんが日本茶を入れてくれたので、食後のまったりムードに突とつ入にゆう。

　先輩はどこから持ってきたのかアルバムを見ていた。先輩が大人しいと碌ろくな事をしていない。

「千里さんの許可は取ったぞ」

「ちーちゃん～……」

「良いじゃないの」

　小さい頃ころの写真は、私とちーちゃんがよく二人で写っている。小さい頃からちーちゃんは私の面めん倒どうを見てくれたし、私もちーちゃんに懐なついていた。

　七五三や入学式、卒業式、正月、クリスマスなど主だったイベントに、私とちーちゃんが揃そろわないことはほぼない。

　両家合同の夏の旅行は、小さい頃の恒例イベントだった。

「この写真は傑けつ作さくだな！　ミニ野田が三輪車でウィリーしている」

　自分で言うのもなんだけど、三輪車を乗りこなしている感がありありの写真。危なげなく後輪のみで、方向転てん換かんしている。
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「俺はこの写真の方が良い」

　いつの間にか先輩の隣に移動し、水原もアルバムを見ていた。水原が良いと指さしたのは、私が三輪車で車を追いかけている写真だった。

「何これ？」

　記き憶おくが曖あい昧まいにしか残っていないので、何をしているのか自分ながら分からない。

「これはね、さーちゃんが私と離はなれるのを嫌いやがって三輪車で追いかけようとしたの。私の両親も、叔父おじさんたちも焦あせっちゃって。止まりなさーい、狭霧っ！　って叔父さんの声が聞こえたから、何かと思ったらさーちゃんが三輪車で並走していたのよ。たかが三輪車って思うけど、さーちゃんのスピードは凄かったわ。みんなが将来、この子は競輪選手になれるって絶賛するくらい」

「それってさ……でもまだ車のスピード出てない時だよね？」

　普ふ通つうの走行速度でそれが出来たら、都市伝説になっていると思う。

　車から降りてきたちーちゃんの足にしがみ付いて大泣きしている私のアップ写真が、次に貼はられていた。

　なぜか大泣きしている私の眉まゆ毛げがぶっとい。先輩も水原も、そこに注目している。

「……あのさ、覚えていたら教えて欲しいんだけど。この眉毛……何？」

　自分ながらこれも覚えていない。でもこれは多分、太いマジックで眉毛をなぞっている。

「叔父さんたちが目を離した隙に描かいてしまったそうよ。強く見えるって本人はご満まん悦えつだったらしいけど、叔父さんは落とそうと色々苦心したらしいわ。叔母おばさんは、そういうことやりたいお年とし頃ごろだよねって笑ってたけど」

　何を考えていたんだろう…小さい頃の私。

「油性でやるとは、小さくても野田だな！」

「額がほぼ眉毛になってるぞ」

「先輩も水原もうるさい」

　帰ったらアルバムを確かく認にんしよう。

　眉毛塗ぬったのこの日だけなら良いんだけど。この日だけだと思いたい。

「しかし妹キャラとしての残念さよならクォリティはさておき、ミニ野田の容姿だけは世間の理想に適かなっているな」

「でしょう！　さーちゃんは、それはもうっ可愛かわいかったんだから」

　思い切り身内贔屓びいきな発言をしたちーちゃんは、嬉き々きとして別のアルバムを取り出した。

　もう止やめて欲しいんだけど……。過去の過あやまちほど、恥はずかしいものはない。

「水原君。その写真、そんなに気にいったんならあげるわよ。データ化してあるから」

「ちーちゃん……いらないって」

　水原はまださっきの、眉毛の写真を見ていた。困った顔をしているちーちゃんと、眉毛ぶっとい顔で大泣きしている私のツーショット。

「ありがとうございます。出来ればこれも」

「いるのかよっ！」

　水原はアルバムから例の写真を引っ張り出し、別のページの写真も指さした。何かと思って覗のぞき込めば、幾いく分ぶん大きな鍋なべつかみをはめて、オーブンからクッキーを取り出している私の写真。

　この日のことは覚えている。

　ママの誕生日に初めて一人でクッキーを作った。

　小麦粉で顔を汚よごしながら、どこか誇ほこらしげにも満足げにも見える私の顔。

　確か、小学二年生の時だった。パパが後ろで見ていてくれて、私はママと一いつ緒しよに作るのと同じ手順で頑がん張ばった。

　クッキーの厚みがまちまちで所々焦こげている。バターが多すぎたのか、綺き麗れいに型抜ぬきされていない。多分焼くときの温度も適温じゃない。

　写真を見る限り美味おいしそうではないけど、ママが凄く喜んでくれたのを覚えている。

　この日を境に、お菓か子し作りがもっと好きになって、一人でも作れるようになった。

　眉毛さえマジックでなぞられていなければ、とても良い思い出だ。







　あとがき




　この度たびは拙せつ作さくをお手に取って頂き、誠まことにありがとうございます。

　二冊目までも出版して頂けたこと、切に嬉うれしく思っています。




　私は今、マレーシアに住んでいますが、コミュニケーションって難しいなと思うことが多々あります。

　それは小説にも通じますが、人それぞれ受け取り方や考え方が違うのだな、と。

　同じ文化をベースにしている日本人だからこそ、分かりあえることもありますが、同じ文化のはずなのになぜと戸と惑まどうことも沢たく山さんありました。

　この前の出来事なのですが。

　中国人の友だちが夕飯に招待してくれまして、手て土産みやげ持参で伺うかがいました。

　店か!?　と思うほどの料理を振ふる舞まってくれ、当然みんなで褒ほめちぎったわけです。

　中国人の女の子は、大したことないよ、こんなので良ければ毎晩来て、と照れながらそう言ってくれたのですが。

　本当に毎晩行く強つわ者ものがいた事件が勃ぼつ発ぱつしました。しかも日本人で。

　私は小説の中でも、口に出したセリフと本心は違う、それを読んだ人は読み取ってくれるはず！　と思いながら書いているシーンが少なからずあるのですが。

　それはどの程度、私と読んでくれた人が共有しているものか少々悩みました。右の例はさすがに極きよく端たんすぎですが。

　手ぶらで来てね（ケーキ位は持ってこい）、お返しとか気にしないで（倍返しだ）。

　それぞれの常識や会話の相手との距きよ離り、流れや空気などで判断して想像するもので、全すべての人が私と同じカッコを共有しているわけではないんだな、としみじみ思いました。

　しかしだからこそ、面おも白しろいなと思ったりもします。




　最後になりましたが、期限切ってすみませんでした、根気強く付き合ってくれてありがとうございます。編集者の木藤さんへ。

　また突とつ然ぜんマレーシアに行くと言い出し、本当に行って帰ってこない私を、それでもサポートしてくれる家族へ。

　出版に至るまでお世話になった色んな人たちや、貴重な時間を使って読んでくれた人へ。

　心からの感謝と謝意を。このご恩は忘れません！





本ほん堂どうまいな　　









[image: ]




　社会人になってそれなりに忙いそがしく、水原の家に行く頻ひん度ども激減するだろうなと思っていたけど、そうでもなかった。

　慣れない仕事で時間が取りづらくなったのは予想通りだけど、それを押して水原の家に行きたい理由が出来た。

　本人は大変不本意だったようだが、水原が子こ猫ねこを飼い始めた。

　飼うに至るまでの経緯いきさつは至って単純だ。

　その日水原は会社の傍そばに引っ越こしをするため荷物をまとめていて、私もそれを手伝っていた。

　キッチン用品を抜かせば水原の荷物は少ない。段ボールは割れもの、洋服、小物、こびと、書しよ籍せきとカテゴリーに分けられシンプルにまとまっていた。

　手こずったのはやはりキッチンで、用よう途と不明の道具の始末に困った。

　水原は捨てよう、とあっさり断だん捨しや離り宣言だが、私は貼られた値札にそれを躊ちゆう躇ちよ。使ってないのに捨てるのは勿もつ体たいない。

「なら君にやる」

　使い方不明のものを頂いた。大量に貰もらっても困る。そこで緊きん急きゆうキッチン会議を開き、捨てるものと、残すものと、うちで貰うものを吟ぎん味みした。

　その最中、荷物を運び出すために開け放していたドアからいきなり子猫が飛び込んできた。

　五ご匹ひきの似たような子猫が、片付けたばかりの部屋でころころとじゃれあって遊んでいる。

　私と水原は目をぱちくり。

　そんな私たちの横を、何も知りませんよという顔つきでふてぶてしく通り抜けていくデビーナ。

「増やすな」

「デビーナ、いつの間に産んだのっ!?」

　侵しん入にゆう者たちが何者か、一いつ瞬しゆんで悟さとった。

　アパートを出ていく契けい約やくの関係で、もうすぐ大家さんが来る。一いち時じ凌しのぎとばかりに段ボールに入れて保護したのが運のつきで、水原と私は里親探しをすることになってしまった。

「何で俺が……」

　私も協力したのだが、顔の広さは水原に敵かなわない。

　スイーツの伝つ手てを辿たどって四匹の貰い手は見つけることが出来たのだが、最後の一匹、やんちゃなのに、体が弱い猫が残ってしまった。

　五匹の中で一番体が小さく、しかし暴あばれん坊ぼうだったその子の里親を見つけるのは難しかった。

　結局、仕方なしに水原が引き取ることになった。幸いにして水原の引っ越し先はペット可の物件だ。

　とはいえ実家が旅館であり、早々に一人暮らしをした水原がペットを飼った経験はなく。

　私も蟻ありとザリガニしか飼ったことないので、子猫に関する知識など皆かい無むで。

　新社会人になって早々、子猫に手を焼きまくった。

　病院に連れて行ったり、必要なものを揃そろえたり、育て方を教えて貰ったり。

　しかし、今まで子猫を飼ったことはなかったけど、見ているだけで癒いやされる存在なんだなぁとしみじみ思った。

　何をやってもかわいい。悪戯いたずらしていてもかわいいので、怒おこるのが難しい。

　めろめろ状態と言うのを、実感している。

　そんなわけで、お菓子作りと子猫を目的に水原の家に通っていた。

　コデビと名付けられた子猫はすぐに新しい環かん境きように馴な染じんだ。

　コデビは寂さみしがり屋で、水原が出張中は留守を預かったりもした。一度、レンジさんたちを水原の家にご招待してコデビをお披ひ露ろ目めした。

　コデビのかわいさは老ろう若にやく男なん女によ問わずして通じるようで、特別マスコット会員として入会を認められた。

　コデビという名で呼んでも構わないと思うのだが、お菓子にちなんでいないと言うことで、キューティマシュマロの名が与あたえられた。

　そう呼ばれても、コデビは誰だれそれ？　というきょとん顔をしていた。

　気持ちは分かる。私もピーカンナッツと呼ばれても、未いまだに反応が遅おくれる。

「ちょっと見て、コデビが芸を覚えた。ほら、ハイタッチ」

　靴くつ下したを履はいているように一本の足の先だけが黒い小さな白猫が、お座りをした状態で私が出した指に手を合わせてくる。

　水原はくだらないと馬ば鹿かにするような顔をしつつ、動画を撮とっていた。

「じゃこれは？　水原コデビ君！」

　指をちょいっと出せば、はーいと言うように前足を上げるコデビ。

「さっきと同じ動作じゃないか。俺はお座りと伸のびを教え込んだぞ」

「そこは伏ふせじゃないの？」

　暴れん坊で、寂しがりやの子猫は手がかかった。

　水原はコデビゾーンを作り、キッチンや玄げん関かんなど柵さくでバリケードを作っていた。

「躾しつけは大事ですが、それと同じくらい褒ほめることも大事だって。水原、褒めてあげなよ」

　トイレが上手に出来たコデビを前に、水原は暫しばらく難しい顔で考え込んでいる。

「……まるでホワイトタイガーのようだな」

　ちょいちょいコデビの頭を撫なでながら、訳の分からないことを言い出した。

　褒めるというのを深く考え過ぎだ。

　水原は分からないことがあるとすぐにネットで検けん索さくをかけていた。キーを打つ水原の手の中に頭を突つっ込み、遊べー遊べーと邪じや魔まをするコデビ。

　仕方なしに水原がその頭を撫でると、にゃーにゃんと嬉うれしそうに鳴く。

　水原が会社に行かなければならないことを知っていて、鞄かばんの中に入ったり、必ひつ需じゆ品の眼鏡を舐なめていたりと「仕事と私、どっちが大切なのっ！」と昼ドラ定番のやり取りを毎朝行っていた。

　水原の帰りが遅おそいと、不満そうにたしたし床ゆかを叩たたいていた。

「状じよう況きようによっては定時に帰れないこともある」

　水原は真しん剣けんな表情で説得を試みていた。アホだな、と思いながらも暴れん坊で、甘えん坊の手がかかるコデビの世話を出来る限り手伝った。

　コデビの世話で、スイーツを逃のがすことが多い水原に同情し、イベント時は水原の家に行き、お菓子を作りつつ過ごした。

　そんな生活が当たり前になった頃ころ。

「野田さん、これから飲みに行くんだけど一緒に行かない？」

　営業部の男性社員に誘さそわれた。

　行ってきなよ、と先せん輩ぱいたちに後押しされたけど、水原が出張のためコデビを見に行かなくてはいけない。

　その事情を話せば、先輩たちに給湯室へ連れ込まれた。

「ちょっと野田ちゃん、前から言おうと思っていたけど、猫の世話して三十代、あっという間に過ぎる花の盛り。婚こん期き逃のがしても誰も責任取ってくんないのよ」

「そーよ。子猫が可愛かわいいのはわかるけど。人の猫ばっかりにかまけていると後こう悔かいするわよ」

「時間は戻もどらないんだからね」

「彼氏欲しいなら、機会を逃しちゃだめよ」

　懇こん々こんと説き伏せられた。

　猫の世話して三十代……。確かにあり得そうな気がして来た。

　しかしそうは分かっても。水原の帰りが遅い家で、ぽつんと一匹待っていると思うと可哀かわい想そうになってしまう。

　いつの間にか猫好きになっていた私。

　型抜ぬきクッキーを作る時など、無意識に猫形を手に取っている。

　いや、これは私のせいだけではないけど。

　明らかに、猫の抜き型が増えているし。

　ふぅぅとため息を吐つきながらも、猫じゃらしを振ふり回してコデビと遊んでいれば、出張を終えて帰宅した水原に今度は一体何なんだ、と突っ込まれた。

　社会人になって愚ぐ痴ちを零こぼすことが多くなった。楽しいけど、大変さも学生時代とは比べ物にならない。

　しかし今回に限っては、仕事がため息の原因ではない。

「いや、先輩たちの言うことも物もの凄すごくよく分かるし、努力しなきゃなぁと思うんだけど。ついついコデビ可愛さにさ、通い詰つめている自分が……猫の世話して三十代って、確かにあり得そうで……。特に最近、物凄く月日が経たつのが早く感じるんだよね」

　コデビはティッシュの箱に潜もぐり込んで、ティッシュをぽいぽい引っ張り出して遊んでいた。

　うぅ、悪戯していても可愛い。

　その可愛さに手を出しかねる私とは違ちがい、水原はさっとティッシュの箱を取り上げていた。

　コデビがにゃーにゃー抗こう議ぎするも無視。結んだビニール袋ぶくろをぽいっと投げれば、本能なのかそれを追って、走って行った。

　さすがは飼い主、手慣れている。

「それで君はまた、恋こい人びとが出来ない悩なやみを抱かかえているのか。学生時代から進歩のない」

「恋人出来ない悩みと言うか、合コンとか食事会とか行くより水原んちに来て、コデビと遊んでいる方が楽しい自分に危機感を覚えると言うか……。飲み会行くより、水原に愚痴を聞いて貰う方が、よっぽどストレス発散できるから頻ひん繁ぱんには参加しないし。これってまずい気がする。確かに婚期逃しても誰も責任を取ってくれない。明らかに自分の責任だよ」

「……」

　水原はココアを飲んで、キャラメルを舐めながら、何か考えるように宙を見ていた。

　どうでも良いけど、そのコンビ甘すぎだ。

　そう言えば、これは塩キャラメルだと言い訳が返って来た。

「さてと、そろそろ帰るか」

「車で送るか？」

「平気。それほど遅くないし」

　鞄を取ろうとすると、中で何かもぞもぞと動いている。寂しがり屋のコデビは、帰ろうとすると鞄の中に入り込んで、引き止めようとする。可愛すぎる……っ。

「じゃーまたね」

　玄げん関かん先さきで水原がコデビを抱えて、その前足をバイバイと言うように振らせた。

　可愛い。既すでに別れがたい。

「……さっきの話だが」

「え？」

　水原が何かを話しかけたので、閉まりかけたドアを押さえる。

　さっきの話？　色々と話し過ぎて、どれを指しているのか分からない。

「君が良ければ、俺が責任を取っても良いが」

「へ？　うん。ありがとう」

　軽く頭を下げて、ドアを閉めようとした自分に

「いやっ、ありがとうじゃないってっ！」

　突っ込みながらドアを乱暴に開けば、その音が響ひびいたのか、驚おどろかせるなと怒おこられた。

　いや、驚かせたのはそっちだろ。

　部屋に再び上がり、さっきの言葉の真意を聞く。

「言葉のままだが」

「いやいや、水原ぽん。冷静になれ。責任を取ると、水原のこれからの人生計画が大おお幅はばに変わってしまう」

　水原は必死に働いてお金を貯ため、それから世界スイーツ放ほう浪ろうの旅に出る計画を立てていた。

　水原は計画魔まで、しかもその過密なスケジュールを無理なく実行する。

　一日計画だろうと、年計画だろうと狂くるいがないのが天才のなせる業わざだ。

「あぁ、あれは止やめたんだ」

　水原があっさりと告げた言葉に目が点になる。

「へ？　ノート五冊に渡わたる凄すさまじき計画を立ててたじゃん」

　見せて貰もらったことがあるけど、なんじゃこりゃーと思うほどグローバルなスケールだった。

「でも、また何で」

　リサーチするにも膨ぼう大だいな時間が掛かかったと思う。

　他人ひと事ごとながらその時間と手間を勿もつ体たいないと感じる。

「何年先だろうと、何十年先だろうと、君がいない未来を計画出来ないからだ。だからあれはもう良い」

「……」

　何か凄すごいことを言われたような気がする。

　ぽかーんとしている私のマフラーをコデビがよじ登ってきた。

「……ごめん。ちょっとこれは持ち越こし、場合によってはちーちゃん相談案件にしても良い？」

　構わないと言われたので、じっくりと考えさせて貰うことにした。

　微び妙みようになった空気の中、コデビだけはご機き嫌げんににゃーにゃー鳴いていた。
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